
第７５回 日本ユネスコ運動 

全国大会 in 東京 
－学びを通して地域を振り返る－ 

講演録 

 

大会 1 日目テーマ：寺子屋での学びがもたらしたもの－成果と展望をめぐって 

大会 2 日目テーマ：学びを通して共生社会を創る 

 

 

 
２０１９年 

９月 7 日(土) 8 日(日) 

会場：豊島区立目白小学校 

主催：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟  共催：東京都ユネスコ連絡協議会 

後援：外務省・文部科学省・日本ユネスコ国内委員会・国際連合広報センター・ESD 活動支援センター・豊島区・    

豊島区教育委員会・としまユネスコ協会・豊島区観光協会・公益社団法人シャンティ国際ボランティア会（SVA）・ 

公益財団法人ユネスコ・アジア文化センター（ACCU） 
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司会： これよりディスカッション 「寺子屋は

途上国の人びとに何をもたらすことができた

か―学習者の声を聴く」 をスタートしていき

たいと思います。このディスカッションでは、

かつて寺子屋で学んだ方から、寺子屋での

学びによって何が大きく変わったのか、そし

てまた将来の夢はどういったものなのか、そ

の辺りを中心にお聞きしたいと思います。 

同時に、世界寺子屋運動の高校生スタデ

ィツアーに参加した高校生に、実際に自分

の目で見てきた経験をもとに感想を伺いた

いと思います。 

 

それではここからは登壇者の紹介も含め

まして、モデレータの日本ユネスコ協会連盟

事務局長の川上千春さんに進行お願いした

いと思います。川上さんよろしくお願いいた

します。 

川上： 皆さんこんにちは。今回の全国大会

では、大会 1 日目のサブテーマが「寺子屋

での学びがもたらしたもの成果と展望を巡っ

て」となっています。そしてこのディスカッショ

ンのテーマはここにありますように「寺子屋

は途上国の人びとに何をもたらすことができ

たか―学習者の声を聴く」ということです。 

 

現在世界寺子屋運動は、アフガニスタン、

カンボジア、ネパール、ミャンマーの 4 カ国

で展開しています。そのうちアフガニスタン、

ネパール、カンボジアの３ヵ国から、それぞ

れ寺子屋で学び、その経験を活かして人生

を切り開いてきた人たちをお招きいたしまし

た。なお現地では「コミュニティ・ラーニング

センター」と呼んでいる場合が多いのですが、

本日は、「寺子屋」という名称で統一させて

頂きますのでご了承ください。 

プログラムにプロフィールがありますが、

改めてご紹介したいと思います。 

 

お一人目はアフガニスタンより、ムハマ

ド・ハニーフ・ハムタさんです。 

 
ハニーフさんは、首都カブール北部に位

(敬称略) 
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置するパルイスタリフ村の出身で、幼少期

にアフガニスタンの長期にわたる内戦の影

響により、一家でカブールの難民キャンプへ

の避難を強いられました。 

寺子屋の識字クラスで、読み書きを学ば

れて、その後小学校に編入され、中学・高

校と進み、教員大学まで卒業されました。現

在は故郷のイスタリフ村のゴラムハイラルシ

ャキット中学校で、校長先生をされています。 

 

次にネパールからタラマティー・ハリジャ

ンさんがいらしてます。ネパール南部ルンビ

ニのエカラ村というところからお越しいただ

きました。 

 
 

タラマティーさんは、いまから 8 年前 2011

年に、世界寺子屋運動のビデオにもありま

したが、広報特使である久保純子さんの取

材を受けていただきました。その時にカース

トのこと、慣習に従わざるを得なかったこと、

それから若いうちに教育を受けることができ

なかった理由について、つらかった経験も含

めて語って下さっています。当時の様子は

現在も YouTube で公開していますので、も

しよろしければ是非ご覧いただければと思

います。 

現在は寺子屋での学びを経て、ルンビニ

の市会議員として活躍されています。 
 

3人目はカンボジアから、アン・サムナンさ

んです。サムナンさんは、シェムリアップ州

のタヤック村から来日しました。 

 
先々週、初めて寺子屋の現場を訪れた日

本ユネスコ協会連盟の佐藤美樹会長も、現

地でお会いしています。 

サムナンさんは家計を助けるために小学

校を 11 歳で中途退学され、家の手伝いをし

ていましたが、寺子屋の復学支援クラスに

入り、2 年間学んだ寺子屋卒業生です。寺

子屋卒業後は村の中学校に進学され、現

在は高校に通っています。トップの成績をお

さめている生徒さんだと伺っています。 

 

そしてコメンテータとして、立教女学院高

等学校 2 年生の西野月さんをお迎えしてい

ます。 

 
 

西野さんは昨年 8 月所属している杉並ネ

スコ協会の推薦を受けて、高校生カンボジ

ア・スタディツアーに参加されました。 

 

 

 

---------------------------------- 

ではこれより本題に入らせていただきま

す。まず元学習者のお三方にどのようなとこ

ろからいらしたのか、写真を用意して頂きま

したので、紹介していただきながら、それぞ

れの寺子屋での学習体験、ご自身の変化

についてお聞きしていきたいと思います。 
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まずアフガニスタンのハニーフさんお願い

いたします。 

 

ハニーフ： このあたりは歴史ある地域で、

多くのアフガニスタン人が休みの日に訪れ

る場所でもあります。私たちは、この地域に

住んでいます。とっても綺麗で大きな川が流

れています。 

 

 
 

私の家族写真です。真ん中に私がいて、

左側に妻、右側に息子と二人の娘がいます。 

 

  
 

私の国では、基本的には女性の写真を

撮ってはいけないことになっていますが、特

別に今回のために、私が妻を撮りました。 

川上： これは当協会連盟が 2003 年にアフ

ガニスタンで初めて建てた寺子屋ですが、

ハニーフさんは、寺子屋のことは、どのよう

に知ったんでしょうか。 

 

ハニーフさん： 親戚からこの丘にある寺子

屋のことを聞きました。実際に自分で寺子屋

に行ってみたのですが、読み書き計算が無

償で学べる上、色々な設備も使えると知り、

とても素晴らしいと思いました。 

 

 
 

川上： ということはハニーフさんご自身で寺

子屋に行くことを決められたのですか。 

 

ハニーフ： そうです。ただ寺子屋のことを知

ってから入るまでに、ちょっと時間がかかり

ました。と言うのも、私たちの国では、学校

でもどこに行くのでも、まず親の許可を取ら

ないといけないからです。両親と話して、許

しを得て、寺子屋で学び始めました。 

母は、全く読み書きが出来ない非識字者

だったので、自分がいままで苦労したことを

自分の息子にさせたくないとの思いから、全

面的に支援してくれました。  

 

川上： 具体的に、どのような支援をお母さ

まから受けられたのでしょう。 

 

ハニーフ： 母は、歳も取っていますし体が

動かないところもあったのですが、私がすべ

き家の仕事も、私が勉強できるようにと自ら

率先してカバーしてくれました。いまでもた

いへん感謝しています。 

 

川上： ハニーフさんご自身は、寺子屋で学

ばれて何が一番変わりましたか。 

 

ハニーフ： 寺子屋に入って、私は人として

の生き方を学びました。今後生きていく上で

必要となるさまざまな知識も、読み書きの中

で得ることができました。それはすべて寺子

屋のおかげです。 
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川上： ではハニーフさんの中で一番の変

化は何だったのでしょうか。 

 

ハニーフ： 寺子屋に通い始めて、国や社会

に自分も責任があることを認識するようにな

りました。自分の責任において、未来を担う

子どもたちを育てていかなくてはならないと

考えるようになりました。 

 

川上： これは、ハニーフさんの中学校での

写真と伺っています。いま、校長先生として

仕事をされているわけですけれども、どんな

時に幸せを感じますか。  

 

 
 

ハニーフ： 自分が学校を卒業し、自国の人

たちの役に立つことが出来るということに気

づけたことが、幸せだと思います。 

 

川上： 校長先生をされていて、ご苦労はあ

りますか。 

 

ハニーフ： アフガニスタンでは、仕事をしな

がら勉強をしなければならない子どもがか

なり多くいます。そういう子どもたちが、でき

るだけ勉強に集中できる環境をつくってあげ

ることは難しい面もあります。 

 

川上： アフガニスタでは、貧困などで学用

品が買えない生徒さんや、家業を手伝わな

ければいけない生徒さんがいるので、いか

に学びの場に結びつけるかということで、ご

苦労されているということですね。 

 

ハニーフ： そうです。私は教師として、全力

を尽くし、子どもたちのために頑張りたいと

思っています。 

 

川上： ありがとうございます。ではネパール

のタラマティさんにお話を伺いたいと思いま

す。まずは写真の紹介からお願いいたしま

す。 

 

タラマティ ：これは私の家のすぐ近くの畑の

写真と店の写真です。 

 

 
 

 
 

これが私の家の写真です。2 年前にやっと

電気が通るようになりました。ここは寝室で

す 。
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これは私の家族で左側が夫です。二人の孫

がいます。この二人、右側の二人は息子た

ちのお嫁さんです。 

 

 
 

川上： 村は伝統的にとても保守的で、女性

に教育は必要ないという考え方が強いと伺

っていますがここに映っている旦那様は、タ

ラマティさんが寺子屋で読み書きを学ぶこと

について賛成してくれましたか。 

 

タラマティ： はい。夫が私の背中を押してく

れたので、私は夫にすごく感謝しています。 

 

川上： 旦那様はタラマティさんが教育を受

けることを、後押ししてくれたということでしょ

うか。   

 

タラマティ： 私が学びに行くことを応援し、

自分たちと同じカーストの人たちや女性、そ

して学ぶ機会が得られなかった人たちにと

って、「君が一歩踏み出すことが力になるん

だよ」という言葉をかけてくれました。 

 

川上： それはたいへん心強いですね。こち

らは何の写真でしょうか。 

 

タラマティ： これは私たちが夏にナガパンチ

ャミという蛇のお祭りをしている時の様子で

す。家々の守り神としての祭りがあるんです。  

 

 
 

川上： これは識字クラスの写真とのことで

すが、タラマティさんが学ぶ上で難しかった

ことは何でしょうか。  

 

 
 

タラマティ： 文字の書き方を覚えることや計

算することがたいへん難しかったです。最初

は、自分の名前を書くこともたいへんでした。 

 

川上： タラマティさんは、来日前の事前アン

ケートで、識字クラスで学び役立ったことを

たくさんあげてくださいました。 

ちょっとご紹介させて頂きますと、文字が

読めて道の名前や標識が読めるから一人

で出かけられるようになったこと。計算して、

家計のやりくりができるようになったこと。 

また地域社会が抱えている家庭内暴力
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や、女子が幼くして結婚しなければいけない

風習、カーストのこと、女性差別のことなど

について寺子屋で学ぶことができ、そういっ

た社会の課題に取り組むようになったことと

答えてくださっています。 

タラマティさんご自身は、寺子屋でご自分

が変わったと思いますか。 

 

タラマティ： 寺子屋に入ってまず、学ぶこと

の喜びを得ることができました。学びたいと

いう気持ちが沸き起こってきました。そして

家事全般のやりくりもできるようになりました。

知識を得たことで、いままでできなかったこ

とが、ずいぶんできるようになりましたし、社

会のことにもより強く関心をもてるようになり

ました。 

 

川上：  そしてこれは地区のオフィスと伺っ

ていますが、現在市会議員として活躍され

ているタラマティさんにとって、うれしいこと

は何ですか。 

 
 

タラマティ： 学びを経て、選挙に立候補し、

そして当選したということが、まず何よりもの

素晴らしいことであり、私自身とてもうれしか

ったです。 

自分の夫が、1日中歩き回って、みんなに

応援してくださいと選挙活動してくれた。そう

いう夫の存在を改めて感じたことも、うれし

いことのひとつです、ちょっとずれているか

もしれないですけど。 

 

川上： ありがとうございます。そして逆に活

動する上でタラマティさんにとって困難なこと

は何かありますか。    

タラマティ： 以前の私はたくさん難しいこと

が、あったのですが、いまは議員として責任

ある立場ですので、色々なサービスや情報

が行き届いてないところに行き届かせるた

めに計画立てていくことが、一番たいへんだ

と思っています。 

 

川上： タラマティさんの活動は、村の人たち

はどのように見ていますか。 

 

タラマティ： 私の仕事ぶりを見て、村の人た

ちはすごく喜んでくれています。ありがたい

と思います。 

 

川上： 事前アンケートでは、当初、タラマテ

ィさんが活動しようとした時に、無理解から

色々な妨害を受けたこともあったようですが、

そういった困難を、旦那様と共に乗り越えら

れて現在があるということかと思います。 

タラマティさんありがとうございました。 

 

川上：次にサムナンさんにお話を伺いたいと

思います。ではまずいただいた写真ですね。 

 

サムナン： これは私が住んでいる村の風

景です。 
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私の村に向かっている道路と市場で、

色々なものが売られています。 

 

これはわたしの家です。 

 
 

これは私の家族で、一番左はおばあちゃ

んで、私の右はお父さん、その隣が母さん

で、右の方は甥っ子です。 

  
 

川上： ビデオの中で、サムナンさんが小学

校を退学したのは、ご両親の負担を減らす

ためということでしたが、これは自分で決め

たのでしょうか。 

 

サムナン： 私の兄弟は、私も入れて全部で

6 人です。私が学校に行かなければ親の負

担を軽くできると考えて自分で辞めました。

でも本当は辞めたくなかったです。 

 

川上： サムナンさんが寺子屋の復学支援

クラスに行きたいと言った時には、ご家族は

賛成してくれましたか。 

 

サムナン： 応援してくれました。寺子屋に

通うことができて新しい希望ができました。

これは私が通っていた寺子屋です。 

 

 
 

川上： 寺子屋での授業はいかがでしたか。 

 

サムナン： 最初始めた時に一番難しかった

のはすっかり忘れかけていた算数で、とくに、

分数が難しかったです。他の科目に関して

はとくに問題はなかったです。 

 

川上： 寺子屋に通われてサムナンさんご

自身が変わったところはありますか。 

 

サムナン： 一番変わったところは、以前小

学校通っていた時には怠けることもあった

のですが、寺子屋に通うことによって、友達

と遊ぶ時間を減らして一生懸命勉強するよ

うになったことです。そして、自分の将来に

対する希望が生まれました。そんな中で一

番大事な考え方というのは、もう二度と学校

を辞めないという意思です。 

 

川上： 寺子屋で復学支援クラスを卒業され

た後、サムナンさんは中学校に入られまし

た。小学校を退学せずに、ストレートでその

まま中学校に上がってきた子どもたちもたく

さんいる中で、サムナンさんはたいへん優

秀な成績でトップクラスと伺っています。本

当にすごいことだと思うんですけども、どの

ように勉強されたんでしょうか。 

 

サムナン： 学校で、自分なりの“決まり”を

作りました。例えば自分の学習の時間を、

自分でしっかり管理できるようにすると決め

ました。また、目標を立てて、毎日学校から

帰った時に必ず 2 時間ほど復習をしなけれ

ばならないと決めました。あと学校の中で自

分が一生懸命勉強しなければならないとい
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うことも。もし先生の説明の中で分からない

ことがあればすぐ質問をするということです。 

 

川上： すごいですね。すごくきちっと色々考

えて勉強されてきたからこその、トップクラス

の成績なのかなと思います。 

それでは写真の説明を続けていただけます

か。 

 

サムナン： 私が通っている高等学校です。 

私の同級生です。 

 
 

川上： サムナンさんは、将来ホテルのマネ

ージャーになりたいと言っています。その目

標のためにいま、取り組まれていることは何

かありますか。 

 

サムナン： ホテルマネージャーになるため

に、５つの目標を掲げました。１番目は外国

語、とくに英語を勉強すること。2 番目はイン

ターネットなどコンピューターを勉強すること。

連絡・コミュニケーションとして非常に重要だ

と思うからです。次に、マネージメントについ

ても勉強しなければならないと考えています。

また、仕事をする上での分業の仕方やチー

ムとしての仕事の管理の方法。そのグルー

プやチームの中で、課題をあげてもらい、そ

の課題を解決するためにどうするかについ

ても学んでいます。 

  

川上： ５つも挙げていただきました。英語を

勉強したいとのことですが、私たちとしては、

是非日本語も勉強していただきたいと思い

ますけどいかがでしょうか。（会場から拍手）

ありがとうございます。 

 

以上、前半では、3 人の学習者の皆さん

から色々説明をしていただきました。ありが

とうございました。 

 

学ぶことに真剣に取り組まれ、困難を乗り

越え人生を切り開いてこられた方々だから

こそ、自らに誇りをもっていらっしゃることが

わかりました。現在は夢や目標をもちながら

頑張ってらっしゃる姿がたいへん印象的でし

た。 

 

ここで本日お迎えしているコメンテータの

西野月さんから発言をお願いしたいと思い

ます。 

 

西野さんは昨年参加されたカンボジアの

スタディツアーでのことなどをお話しいただ

けますでしょうか。 

 

西野： まずこちらが、私が訪れたルエル寺

子屋です。 

 

 
 

昼間は午前と午後、2 つの復学支援クラ
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スが実施されていました。子ども達はみんな

積極的に発言していて、教室は活気に満ち

あふれていました。 

 

そしてこの復学支援クラスに通う生徒の

自宅を訪問しました。 

 

この家庭では、女性や子どもたちが焼き

バナナを作り、男性が街に売りに行くことで

生計を立てていました。このようにバナナの

葉の中にもち米とバナナを包んで、焼き鳥

の網のようなもので焼きます。一つ 20 円ぐ

らいで売ります。 

ルエル寺子屋では夜間識字クラスがあり

ます。このクラスは昼間働いていて通えない

大人や子どもそして昼も夜ももっと学びたい

という子どもが、老若男女問わず通っていま

す。 

実はこの夜、激しいスコールに見舞われ

私たちは、たいへんな悪路の中、車で寺子

屋に向かいました。夜間識字クラスに通って

いる人たちは、徒歩で何 10 分もかけて寺子

屋に通っているので、この悪天候では「今夜

は誰も来ないだろうな」と思っていましたが、

到着すると、このように教室にあふれるほど

の人びとがいたことに驚かされました。 

 

 
 

さらに驚いたのは、夜間のクラスが、昼間

のクラスよりも活気に満ちていたことです。

これがこの時の授業の様子です。 

 

ビデオに切り替えます。（自ら撮影してき

た動画を上映） 

 

私は実際にカンボジアに足を運び寺子屋

を訪問したことで本やネットからの情報では

得られないものを実感することができました。

それは現地の人たちの学びたいという強い

気持ちでした。ありがとうございました。 

 

 

----------------------------------- 

川上： ありがとうございます。それではこの

後は、寺子屋で学ばれた 3 人に、寺子屋へ

の思いを改めて聞いていきたいと思います。 

 

では最初にカンボジアのサムナンさんか

らお願いいたします。 

 

寺子屋で学んだ経験を踏まえて、色々な

思いを持っていらっしゃると思いますが、カ

ンボジアのこれからのために、寺子屋の最

も大切な役割は何だと思いますか。 

 

サムナン： 先ほども説明したように、寺子

屋は、子どもや大人、学習の機会を得られ

ない人たちに、重要な学びの場を提供して

います。今後は、技術も発展し、仕事の内

容も変わっていくので、寺子屋で、時代に合
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わせた職業訓練に近い機能を持てると良い

のではないかと思います。 

 

川上： ありがとうございました。 

それではタラマティさんに伺います。ネパ

ールにおいては、これからの寺子屋はどの

ような役割を果たすべきだとお考えですか。 

 

タラマティ： やはり、女性が抱える問題や、

カーストの差別も含め、村全体の発展のた

めに果たす役割があると考えています。 

 

川上： 具体的にはどんな役割でしょう  

 

タラマティ： まず教育の発展に果たす役割

が不可欠だと思います。 それから女性たち、

子どもたちの今後にも寺子屋が必要だと考

えます。そして、人びとの暮らし全般の発展、

これは女性の地位向上や子どもたちの保

健・衛生のための寺子屋の活動等ですが、

こういった活動も必要だと考えています。 

さまざまな役割を担う寺子屋を、ネパール

にもたらしてくれたことに対して、日本の皆さ

まに、心から「ありがとう」と言いたいです。 

 

川上： ありがとうございます。ではハニーフ

さん、アフガニスタンにおいて、寺子屋は将

来どのような役割を果たすべきだと思われ

ますか。  

 

ハニーフ： 日本の人たちが、教育に対し

多々注力してくださっていることは、たいへ

んありがたいです。日本人の経験に学びな

がら、寺子屋が人間愛や思いやりの輪を広

げる場所になればと心から願います。 

また、寺子屋は偉大な場所だと思ってい

ます。なぜなら、男性と女性の間に差別が

起こらないよう、女性が教育を受けられるよ

うにすることができるからです。女性が教育

を受けられるようになれば、その女性が将

来結婚したあと、自分の子どもにも良い影

響を与えることをできるということを、私たち

は現場で実感しています。 

 

 

 

 

----------------------------------- 

川上： ありがとうございました。 

それでは、そろそろ時間が迫ってまいりま

したので、まとめに入りたいと思います。 

 

三人のお話を伺い、「寺子屋での学びが

もたらしたもの」というテーマは、なかなか一

言では語り尽くせないものがあると感じまし

た。 

 

ただ、それぞれの立場でたいへんなご苦

労されたからこそ、学びに対して真摯に向き

合われていらっしゃいます。 

 

そして、寺子屋でのさまざまな学びを通し

て得た知識が、個々人の知識の習得の枠

にとどまることなく、地域社会において影響

力を与える、“インフルエンサー”のような形

にもなっていることに感銘を受けました。 

 

寺子屋の今後の役割については、社会

の変化やニーズに伴うスキルを人びとに提

供していくこと：例えば職業訓練や、村全体

の発展や課題に即した活動、女性や子ども

たちを対象にした活動、暮らしを向上させる

ような活動、女性の地位向上、保健衛生な

どについても、学びを提供していく役割があ

るのではないかというご指摘をいただきまし

た。 

 

最後にハニーフさんからは、識字率の低

いアフガニスタンの女性たちにとって、寺子

屋が、女性も男性も差別なく学べる場になっ

てほしいという言葉もいただきました。私た

ちがこれまでも心がけてきたことですが、今

後とも心していくべき事だと思いました。 

 

本日、お話を伺えたのは、世界寺子屋運

動の 30 年間で受益した人びと 131 万人分

の、３人分だけでした。 

 

皆様ご存知の通り、世界寺子屋運動は、

結果が見えるまでにとても時間がかかる運

動でもあります。ですが、本日、私達の思い

が確実に現地に届き、より良い地域社会の
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構築に大きく貢献しているということを垣間

見ることができたことは、たいへんうれしく思

います。  

  

ハニーフさん、タラマティさん、サムナンさ

んの 3 人の皆さまには、生まれて初めての

海外で、日本に来てくださいました。また月

曜日から試験があるにも関わらず、コメンテ

ータとして西野さんが出席してくれました。

皆さんの益々のご活躍を祈念して、このセッ

ション終えたいと思います。 

 

いま一度 4 人の皆様に大きな拍手をお願

いいたします。どうもありがとうございました。 

 

司会： ありがとうございました。皆様、“寺

子屋のいま”を感じ取っていただけたのでは

ないでしょうか。 

 

最後にもう一度皆様に大きな拍手をお願

いいたします。本日はどうもありがとうござ

いました。西野さんもありがとうございました。 

 

（文責：関口広隆） 
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（司会） 

これから基調講演を始めさせていただきます。 

 

 

 

 

 

 

司会：  「成人識字教育とノンフォーマル

教育が持続可能な開発目標達成に果たす

貢献」というテーマで、元ユネスコ生涯学習

研究所プログラム・スペシャリストのウルリ

ケ・ハネマン様に、ご講演をいただきます。 

ウルリケ・ハネマン博士は、ドイツのご出

身です。教育と開発の専門家で、特に成人

識字やノンフォーマル教育を中心的に研究

されています。ご講演では、世界の生涯学

習と識字, ノンフォーマル教育の現状と役割

について整理いただくとともに、識字とノンフ

ォーマル教育が SDGsの達成に貢献できる

か、という視点でお話をいただきたいと思い

ます。それではウルリケ・ハネマン様どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 

ハネマン： みなさまこんにちは。 

まずこの度の主催者である、日本ユネス

コ協会連盟そして東京都ユネスコ連絡協議

会に、深く感謝の意を表します。今回この第

75回ユネスコ運動全国大会に招待して頂き、

また、経験豊富で、専門的な聴衆の皆様の

前で、私たち全員にとってとても大切なテー

マについて話すことができて、大変光栄に

思っております。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

世界寺子屋運動は、過去 30 年間平和の

文化を促進するために最大限の取り組みを

進めてこられて、大きな成功を収めてこられ

ました。この平和の文化を発展させるため

には、「人の心の中に平和のとりでを築く」

がなくてはならないと言われます。また、教

育に対する人権の実現、特に成人の識字

教育とノンフォーマル教育に対する人権の

実現が、不可欠です。 

 

持続可能な開発のための２０３０アジェン

ダで唱えられた「SDGs(持続可能な開発目

標）」から、一つ覚えておくべき重要なメッセ

 
基調講演１ 
 
「成人識字教育とノンフォーマル教育が 
持続可能な開発目標達成に果たす貢献」 

 

キーノートスピーカー： 

ウルリケ・ハネマン：元ユネスコ生涯学習研究所プログラム・スペシャリスト(敬称略) 
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ージがあるとすれば、それは平和なしには

持続可能な開発はない、持続可能な開発な

しには平和はありえない、ということです。学

習の機会がないということは、経済・社会的

な発展・環境の持続可能性や、永続的な平

和と安定の進歩を損なうものです。生涯学

習は、人間の発達と社会の変容において、

重要な役割を果たします。学校教育を通じ

て、基本的な能力と教育を受ける機会が与

えられなかった、または獲得できなかった全

ての人々にとって、これは特に重要なテー

マです。 

 

世界寺子屋運動の長い歴史は、識字と

計算能力が人間の脆弱性を減らし、持続可

能性を高めることに役立つということを示し

ています。この講演で皆様にお伝えしたい

ひとつの重要なメッセージは何かと言うと、

識字教育とノンフォーマル教育で、SDGs の

全体的な目標である私たちの世界を変える

可能性を最大限に実現するためには、生涯

学習の視点が重要だということです。 

 

以下順番に説明していきたいと思います。 

 

- まず SDGs の達成に、識字教育とノ

ンフォーマル教育はどのように役立つ

のか。 

- 二番目に、識字教育とノンフォーマル

教育の可能性を最大限に活用するた

めに、どのように生活と学習をうまく

組み合わせることができるか。 

- 最後に、生涯学習の観点を、関連す

る政策や戦略によりよく統合するには

どうしたらいいか。 

 

という問いに答えていきたいと思います。 

-  

私の講演は、以下の五つの部分から構

成されています。 

 

1. まず、生涯学習の機会はすべての人

のためのものなのか。 

2. 二つ目は、生涯学習の原則を、識字

教育にもノンフォーマル教育にも適

用するというのは、何を意味するの

か。 

3. 三つめは、識字教育とノンフォーマル

教育は、SDGs の達成にどのように

貢献できるか。 

4. 四つ目は、識字教育・ノンフォーマル

教育に生涯学習の原則を適用する

にあたって、どういった傾向と課題が

あるか。 

5. そして五つ目、今後の方向性です。 

 

【1. 生涯学習の機会は全ての人のた

めのものなのか？】 

 

こちらの画像をご覧ください。ネパールの

カトマンズ近郊にあるファーピンの寺子屋

（コミュニティ・ラーニングセンター）で、この

大変ためになる絵を見ました。コーディネー

ターはこう説明してくれました。「人が最も長

く学習をするのは成人期である」と。そして

「その学習の大部分は、ノンフォーマルまた

はインフォーマルな学びだ」という話でした。

またコミュニティの発展のために成人学習と

教育が、非常に重要だということも、彼は強

調していました。先ほどのディスカッションで

も強調されていた点です。この洞察は、持続
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可能な開発のための新しいアジェンダに、ど

の程度反映されているのでしょうか。 

 

国連がまとめた野心的な 2030 年に向け

てのアジェンダ＝SDGs には、「我々の世界

を変革する」という副題がついています。17

の SDGs ゴールそして 169の関連するター

ゲットがあります。それを達成するためには、

教育が不可欠です。そのため、生涯学習と

いう概念が、教育に関わる SDG の 4 番に

入っていて、国連のすべての加盟国は、「す

べての人に包摂的かつ公正な質の高い教

育を確保し生涯学習の機会を促進するもの

とする」と規定されています。言い換えれば、

生涯学習の概念が SDG の 4 番の指針と

なっているわけです。 

 

生涯学習とは何でしょうか。生涯学習とは、

広義には「すべての年齢の人々のための学

習活動をカバーする学習と生活を統合する

こと」と定義できます。あらゆる生活の文脈、

つまり家庭・学校・職場・地域・社会などで、

フォーマル、インフォーマル、ノンフォーマル

に提供される教育で、幅広い学習のニーズ

や要求を満たすものだと定義されています。 

 

開放的・人道的・民主的な価値観の上に

成り立っていることで、生涯学習は、あらゆ

る形態の教育において、基本原則・理念・概

念的枠組みとなりました。そして、それらは

人々の生活の質の向上を目指すものです。

それには包括的かつあらゆる年齢の学習

者に良く浸透した、誰もが柔軟に生涯学習

キャリアを追求できる教育システムの発展

が求められます。成人及び正式な教育から

除外されてきた人々のニーズに対処するた

めに、特別な措置や資金の増加が推奨され

ています。しかしながら、そういった「すべて

の人のための生涯学習」の主張は、SDGs

目標 4.6 においては、「2030 年までに国連

加盟国が全ての若者及び大多数の成人の

男女が読み書き能力及び基本的計算能力

を身につけられるようにする」と、範囲が限

定的になるのです。 

 

この中身をちょっと分析してみましょう。 

「全ての人のためにすべての人に教育を＝

EFA」とは異なり、SDGs 目標 4.6 では、す

べての成人を対象にしているとは言ってお

らず、相当な部分の成人、とのみ述べてい

ます。男性女性に等しく言及していて、女性

だけを特に対象にすると言ってはいません。

また EFA の目標では、すべての成人の基

礎教育と継続教育への公平なアクセスとあ

りますが、SDGsではそうなっていません。 

 

他方 SDGs 目標 4.6 では、若者と計算と

いう二つの追加的な要素が含まれています。

そして識字の概念が、文章上明示的に拡大

されています。その文言とは、「2030 年まで

に世界中のすべての若者と成人が基礎教

育の終了時に達成されるレベルに相当する

機能的識字能力？および計算能力を習熟

すべきである」というものです。この定義は、

EFA目標 4の精神を十分に反映しています。

つまり全ての成人の基礎教育への公平なア

クセスを伴った、成人識字率向上という概念

を反映しているわけです。それだけではなく、

達成されるべき最低限の識字と計算能力の

レベルをも設定して、全ての人がそれを達

成すべきだといっているのです。つまり、識

字能力と計算能力を独立して扱うのではな
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く、より広範な基礎教育の枠組みの中に統

合することの必要性を強調しています。識

字能力は、「基礎教育の中核に位置し、他

に依存しない学習のための不可欠な基盤」

なのです。 

 

ではここで基礎教育とは何なのかというこ

とを考えてみたいと思います。基礎教育とい

うのは、少なくとも 9年間の初等及び前期中

等教育で構成され、無償で義務であるべき

教育です。その後の更なる教育、あるいは

積極的な社会参加のための備えをするもの

です。学ぶ能力・識字能力の獲得、計算能

力、そして日常生活に適用される科学や技

術の知識などの基本的なニーズを満たすも

のです。復学支援教育というのは、通常の

年齢で基礎教育を修了できなかった人々に

提供されます。 

 

SGDs 目標 4.6 という識字に関するター

ゲットは、今世界に存在する三つのグロー

バルな定量的ターゲットの一つで、2030 年

までにすべての人々の普遍的な基礎教育を

実現すべきだというものです。他の二つとい

うのは、4.1：初等および中等教育のターゲ

ット、それから 4.2：就学前教育を少なくとも

1年間やるべきというものですが、4.6は、そ

れらと並ぶターゲットなのです。 

 

さて基礎教育というのは、様々な状況で

意味が変わってきます。正式な学校教育の

観点からみると、通常基礎教育というのは、

国で規定された義務教育の全期間をカバー

し、国家によって満たされるべき市民の権利

だとみなされます。あらゆる市民がこの最低

レベルの教育にアクセスができるべきなの

です。今日、通常 12 年間の後期中等教育

を修了するというのは、脱工業化された国

においては標準的になっています。しかしサ

ハラ以南のアフリカの多くの国では、普遍的

な初等教育すらまだ保証されていません。

また 2030 年までに普遍的な基礎教育が達

成される可能性も低いわけです。つまり、識

字と計算の学習がどうあるべきか、他の学

習分野とどう統合されるべきか、どういった

最低能力水準あるいは達成水準を設定す

べきか。これはそれぞれの国の状況・ニー

ズに合わせて設定しなければなりません。 

 

各加盟国は、この若者・成人の識字に関

して、SDGs 指標 4.6.1 が、どう達成されて

いるか報告しなければならないことになって

います。指標の定義は、ある年齢群で一定

の識字と計算能力の達成度はどれくらいな

のか、男女別に示すようになっています。単

純に識字の人、非識字の人と分けるのでは

なくて、習熟度のレベルの連続体で、特定

の文脈で変わってくるという考え方を反映し

ています。 

 

【2. 生涯学習の原則を、識字教育にも、

ノンフォーマル教育にも適用するというのは、

何を意味するのか】 

 

生涯学習の原則を、識字・ノンフォーマル

教育に当てはめるというのはどういうことで

しょうか。 

生涯学習の原則を、ノンフォーマル教育・

識字教育に適用するということは、識字の

能力という、それこそ個人の生涯にわたる

識字のコンペテンシーを発展させていく機会

を提供することができるということです。もっ
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と言うと、識字を主としたさまざまな教育に

おいて、学びと学習者を中心に据えることに

よって、その人の全人的な可能性を引き出

すことを意味します。学びの文化と学びの需

要を、有効な戦略と周囲に広がりうる環境で

増進していくことは、生涯学習志向の識字を

円滑にするもう一つの指標と言うことができ

ます。幅広く申し上げるならば、この生涯学

習の原則を活用していく上では、統合された

識字、全人的な識字、分野全体にわたる識

字、そして多分野のアプローチの識字を発

展させていくことが必要になってきます。 

 

私は生涯学習識字という分析上の枠組

みを設けて、識字教育の政策・実践にどうい

うトレンド・問題があるのか、生涯学習の観

点から検証してみました。それには三つの

要素があり、互いに密接に関係しています。

まず１番目、識字は生涯学習のプロセスで

あるということ。そして 2 番目、識字は生活

上多くの側面を持つものであること。また 3

番目に、全人的な生涯学習システムの一部

であるということです。順に紹介させていた

だきます。 

 

まず、生涯学習のプロセスとしての識字

についてですが、人びとの識字のコンピテン

シーを伸ばしたらい良くしていったり、あるい

はレベルを保っていったりということを、継続

教育の過程とし見ていく必要があります。こ

の過程は、就学前、就学中、就学後にも、ま

た、フォーマルな学習や、ノンフォーマル・イ

ンフォーマルな学習をも通じて実現されます。

識字とは異なったコンピテンシー段階ごとに

学習を継続していくことで、生涯学習体系を

展開していくなかで薦めていくことが求めら

れます。習熟の度合いが異なっている学習

者がいる場合は、柔軟に学習を進めたり、

別ルートの学習をもったりすることが可能で

あるべきで、それにより学習者の継続意欲

を促すものである必要があります。 

 

次に、識字が生活の中での多面的な部

分にわたる学習プロセスである、ということ

についてですが、このプロセスでは、様々な

場に既に存在するリソースを活用します。識

字を学ぼうという刺激のある学びの環境で

あり、またスキルを実践する機会を提供でき

る場でもあります。家庭、職場、コミュニティ、

メディア、インターネットや、文化センター・図

書室そして美術館など、様々な公共の場が

それに当たります。学習者という需要側から

の識字環境を強化していくと、当然のことな

がら、人びとが日々の暮らしで欲していたり、

必要としていたりする、経済、社会、文化上

の活動に、識字をつなげていく必要が出て

きます。 

また、生涯学習システムに向けた一連の、

全人的で、セクター全体もしくはセクター間

に関わる改革の一環として識字に取り組む

には、予防的アプローチを強化しながら、補

完的な面および異なる年齢層とで、同時に

取り組む必要があります。さらに、生活のす

べての段階で、そして幅広い生活状況での

学習をサポートする、柔軟に制度化された

学習システムを作っていることが必要です。

包括的な識字教育を他の重要な開発の優

先事項につなげていくということを必然的に

伴います。政治上の長期的取り組み・パート

ナーシップの発展・財務の安定は、識字学

習を国家政策・計画、そして国家のプライオ



講演録 世界寺子屋運動 30周年記念 第 75回民間ユネスコ運動全国大会 in 東京 

初日 2019 年 9 月 7 日 

17 

公益社団法人日本ユネスコ協会連盟 

リティ優先順位として組み込む上で、大変重

要な要素となります。 

 

【３． 識字・ノンフォーマル教育は、どの

ように SDGs の達成に貢献しうるのでしょう

か】 

 

それではこの識字・ノンフォーマル教育は、

どのようにSDGsの達成に貢献しうるのでし

ょうか。 

一般的な概念として、生涯学習は持続可

能な開発に重要な役割を担っていると言わ

れています。学びがなければ、今起きてい

たり、これから発生したりするであろう大きな

地球上の課題に対処することはできません。

それには行動や態度、もしくは心理的な姿

勢を、大きく変えていく必要性があるからで

す。 

 

まず識字と簡単な計算や基礎教育という

課題に取り組んで、将来自分自身で学んで

いく基礎を作っていかないと、SDGs を達成

するのは困難になりましょう。 

 

青年と成人の識字・ノンフォーマル基礎教

育は、直接・間接的に、17 項目すべてのＳ

ＤＧｓ目標にわたり影響しています。いくつか

の事例を、ご紹介させていただきたいと思い

ます。 

 

様々な SDGs に対して、成人識字・ノンフ

ォーマル基礎教育がインパクトを持っている

という証拠はたくさんあります。SDG の1番

目「あらゆる場所で、あらゆる形態の貧困に

終止符を打つ」に対しては、既存のデータか

ら、15 歳以上の成人があと 2 年長く学校で

学習できれば、6000 万人の人びとが貧困

から救済されると推定されています。 

 

また、母親の教育レベルが、子どもの栄

養レベルと相関しているという別の証拠もあ

ります。さらには識字・ノンフォーマル教育の

延長線としてプログラムが行われると、農家

の生産性を上げ、ひいては食糧安全保障、

栄養状態の改善を目指すこともできます。こ

れは SDGsの 2番目となります。 

 

さらには成人識字と基礎教育が、SDG 3

の「あらゆる年齢のすべての人々の健康的

な生活を確保し、福祉を推進する」を達成す

ることにポジティブな影響を与えるか、という

ことですが、母親が読むことができると、そ

の子どもが 5 歳以上まで生き延びる可能性

が 50%高まります。予防接種を受ける確率

も 50%、そして学校に就学する子の数も 2

倍にもなります。母親の教育年数が 1 年上

がるごとに、幼児死亡率が 5%から 10%と

下がっていきます。 

 

それ以外の事例も多くあります。これは単

に一つの事例にしか過ぎませんが、生涯学

習の原則を、識字・ノンフォーマル教育に当

てはめるということが、人々の生活に影響を

与えていくことに密接に関与してることです。 

 

文字の読み書きのできる家族・学びのあ

る家族、読み書きのできる人のいるコミュニ

ティ・学びのあるコミュニティ、読み書きので

きる社会・学びのある社会への働きかけと

いうことにもつながってきます。このような家

族・コミュニティ・社会は、依存しない、自信
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に満ちた、学びを実際の生活で活用できる

学習者から成り立っているのです。 

 

「コミュニティ・ラーニング・センター（ＣＬＣ

ｓ）」で成人識字・ノンフォーマル教育プログ

ラムを実施するのは、世界寺子屋運動で進

められて来たアプローチですが、SDG の４

つ目の目標群すべてを達成することに貢献

できます。と同時に、貧困（SDG１）、栄養

（SDG2）、健康と福祉（SDG5）、ジェンダー

の平等（SDG5）、水と衛生（SDG6）、働き

がいある人間らしい仕事（SDG8）、持続可

能なコミュニティ（SDG11）、そして平和で包

摂的な社会(SDG16)にも貢献できます。 

 

世代間をつないだ識字と生涯学習のアプ

ローチを用いた家族識字・学習プログラムを

通し、識字とノンフォーマル教育を提供して

いくことは、 SDG４の各ターゲット（4.1、4.2、

4.5、4.6、4.7）の達成に貢献します。と同時

に、SDG 1（貧困をなくそう）、SDG2（飢餓に

ゼロに）、SDG3（すべての人に健康と福祉

を）、SDG5（ジェンダー平等を実現しよう）、

SDG8（働きがいも、経済成長も）、SDG10

（人や国の不平等をなくそう）、そして

SDG16（平等と公正をすべての人に）にも

貢献します。特に、SDG5 と SDG 8 は、そ

れぞれの国における格差を払拭するという

こと、それから SDG10は、国内の不平等の

削減さらに平和で包摂的な社会作りにつな

がってきます。 

 

【４．識字教育・ノンフォーマル教育に生涯学

習の原則を適用するにあたって、どういった

傾向と課題があるか】 

 

さて、この中で何をしていくのかということ

を考えていきましょう。そもそも識字教育とノ

ンフォーマル教育に、生涯学習原則を当て

はめていくことに対しては、どんな傾向と課

題が特定できるだろうかということを考えなく

てはなりません。 

 

そもそも生涯学習の概念には、共通の理

解はありません。多くの場合まだ成人教育

と同一視されています。識字についても同

様です。生涯学習のプロセスとして識字に

取り組む方法についても、共通の理解はま

だないと言わねばなりません。4.1 及び 4.2

を除くと、全ての教育に関する 2030 アジェ

ンダのターゲットは、青少年及び成人を対象

としています。しかしこれらのグループは、

例えば政策とか計画とか戦略文書において

はあまり目立ってはいません。 

 

2015 年以降の顕著な傾向な一つとして

考えられるのは、学習成果それから読解力

と計算力の測定に重点が置かれているとい

うことです。ただしこれは主に学校での子供

の早期読解力には当てはまるものです。 

 

識字能力に大きな課題を抱えている多く

の国は、予算が厳しい状況にあります。そ

の結果、子どもや青年向け初等中等教育と、

青年向け職業訓練、それから高等教育とい

う狭い分野に焦点が絞られています。多くの

場合、評価を実施したり、成果を重視したり

するアプローチと組み合わされて、職業教

育重視主義および画一化に向かう傾向が

見られます。 
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識字と識字を計測するアプローチの概念

はいろいろあり、意見の違いがあります。ほ

とんどの国では推定に基づいた識字率を報

告しています。例えば最終学歴や世帯調査、

人口調査データに基づいて推定を行うので

す。一方成人の識字や計算能力のレベルを

判断するために、テストに基づいて行うテス

トベースの調査を利用し始めている国もあり

ます。こうした識字に対する異なるアプロー

チは、SDGs ターゲット 4.6 の進捗を計画し

たり、実施したり、モニターしたりする上での

課題をもたらしています。 

 

それぞれの国の現状の違い、学習ニーズ

には多様なものがあること、そして、成人識

字プログラムが複雑で多様な特性を持って

いることゆえ、識字の課題を解決することが

ますます厄介になってきます。学習者や政

府の実践に見合うよう、テスト項目用に、何

らかの形の基準や、皆の納得するインディ

ケータ、実力のレベルといったものを、柔軟

に当てはめていく必要があります。 

 

ユネスコの「効果的な識字・計算実践デ

ータベース(LitBase)」に蓄積された 200 以

上もの成人識字教育プログラムの例を分析

すると、識字・計算というものが、大抵、健康、

人権、市民権、リーダーシップ、ジェンダー、

子育て、環境保全といった様々な「生活上

のスキル・技術」につながっているということ

が明らかになります。 

ほとんどの識字プログラムは、持続可能

な開発の三つの側面（注：経済、社会、環境）

のうち、少なくとも二つと組み合わせるという

ことを目標としています。しかしそれに焦点

を当てているだけというものはほとんどあり

ません。 

 

学習を人々の生活に近づけるという、生

涯学習の原則には、すなわち自然にお互い

につながっているものをまとめるということ

が含まれてきますが、それには組み合わせ

を行う、統合を試みることが必要となってき

ます。例えば家庭内識字や家庭内学習など、

識字・ノンフォーマル教育を統合していこうと

いうアプローチには、たくさんの例がありま

す。家庭内学習のプログラムは、教育シス

テムの様々な構成要素、すなわち幼児教育

であるとか就学前教育、そして初等教育、

成人教育／コミュニティ教育などを統合して

いくというものです。これらを組み合わせて。

家庭での学習とつなげていくということです。 

 

またその他の識字の統合アプローチ例と

しては、健康・栄養及び環境への意識化が

挙げられます。数多ある政策・戦略文書で

は、例えば収入向上活動とか実践的なスキ

ルトレーニングや、社会経済開発プログラム

を、広く識字に関連付けています。これが実

際に政策の中にどのくらいあって、どのぐら

い実際に現地で実行されているかということ

はわかりませんが、こういった分析があると

いうことを今申し上げております。このような

プログラムは、通常は小規模なものがほと

んどで、多くの場合 NGO や自主的なコミュ

ニティ・ラーニング・センターで実施されてい

るものです。 

 

しかし識字教育に関しては、いくつかの長

期的な課題が継続していることがわかりま

す。識字の政策と実践の長い歴史を振り返
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っていますと、特定の課題が繰り返し発生し

ていることがわかります。意思決定者は

往々にして、作業の大きさとその複雑さを過

小評価してしまいます。例えば、学習プロセ

スの継続性、関連する学習や開発分野と識

字・計算能力の組み合わせ、関連分野学習

の機会を国家の学習システムへと統合して

いくことなどは、ほとんど考慮されていませ

ん。全体として介入への投資が少なすぎる

のです。 

 

【5. 今後の方向性】 

 

「すべての人に教育を（=EFA）」という目

標が終わってから四年経っているのですが、

この EFA目標 4への中心的批判は、SDG

目標 4.6 にも当てはまります。EFA 目標 4

と SDG 目標 4.6 は、両方とも全ての青少

年と成人の識字率を高めるという野心的な

目標に欠けているのです。基礎教育後への

新 2030 教育アジェンダは、多くの国にとっ

て非常に野心的すぎるものです。ところが、

EFA目標４と比較して、SDG4.6の識字率タ

ーゲットの場合、この野心さのレベルはかな

り低くなっています。 

 

さらには、識字の目標と、その他目標との

間に明確な繋がりや相互の連携が見られま

せん。成人識字は、教育における部門全体

のアプローチでの不可欠の要素としてでは

なく、独立で単独の活動として提示されてい

ます。しかし識字の課題は、就学前・初等教

育・中等教育そして青少年及び成人教育と

いうすべてのサブセクター、および子ども、

若者、成人といったすべての年齢集団で、

取り組んでいく必要があります。 

 

最後になりますが、識字目標を設定する

際に課題になるのは、初歩的な識字スキル

が十分であるかどうかと考えてしまうという

ことです。 

 

学習の継続性や、最低限の基礎教育の

習熟度を達成することの重要性は、EFA 目

標 4 では不十分  な記載に止まり、また

SDG目標 4.6の場合は、本文ではなく説明

文の中に追いやられています。すなわち識

字能力と計算能力というのは、基礎教育の

一部として明確に特定されていないのです。

これは非常に大きな問題であると私は考え

ています。 

 

生涯学習がその可能性を広げることがで

きることへの希望、これもちろんあります。そ

れと共に懸念もあります。若者と成人の識

字が、教育セクター全体の政策や戦略、計

画に含まれず、無視され続けているというこ

と。これが大きな懸念の対象です。識字・ノ

ンフォーマル教育は SDGs の達成に重要

な役割を果たします。しかしそのためには、

識字・ノンフォーマル教育を、生涯学習の観

点から捉え直し、統合されたマルチセクター

のアプローチを通じて、人々の生活に近づ

けていくことができなくてはいけないのです。

それができて初めて、私たちは教育によっ

て自分たちの生活を変える可能性を、最大

限に引き出すことができます。これが私の

最も重要だと考えているメッセージでありま

すし、これは最初に申し上げた通りです。 
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そこでこの先どのように進んでいったら良

いだろうかということにつき、6 項目にまとめ

てみました。 

 

(1) まず、恵まれない人々とコミュニティに

対して、優先的に焦点を当てること。こ

れは関係者の使命と責任を明確化にし

つつ、セクター間での協力を通じた、全

人的な対応を作成する必要につながっ

てきます。 

 

(2) 政策レベルで識字事業実施することが

緊急の課題であるということは、何度も

強調する必要がありますが、ただ非現

実的な目標を立ててはいけません。活

動の継続性と質、活動の全体的な質を

上げていくためには、短期的な解決に

走ることがあってはなりません。 

 

(3) 若者・成人識字向けの生涯学習戦略で

は、識字と学習が、学習者の生活にど

のように適合するだろうか、つまり学習

者にとって何を意味するのか、潜在的

な興味はどこに生まれてくるだろうか、

彼らが直面するであろう困難はどこに

あるか、ということをしっかりと理解する

必要があります。もっと耳を傾けて学習

者の声を聞くということ。これが重要で

す 

 

(4) 特定の学習者や地域社会のニーズに

合わせて、学習機会の状況を考え直し

て作っていく必要があります。そのため

には、すべての人の最低限の中核とな

るコンピテンシー（つまり基礎教育）を保

証し、公的部門の責任と紐付けること

が必要です。 

 

(5) そして、成人識字を必要とする側につ

いても検討する必要があります。識字と

学習に対する統合的なアプローチ、さら

にまた識字を発展させていくような環境

を作り出していくよう、進めていく必要

があります。識字を考えるにあたって、

もっとクリエイティブに考えていきましょ

う。そしてその上でもっと魅力的な世界

を作っていく必要があります。それはも

う識字と呼ぶ必要もないのかもしれな

いし、もっと違う名前を付けた方が良い

のかもしれないとすら思います。 

 

(6) これらの状況に基づく政策とプログラム

を支援するために、識字・ノンフォーマ

ル教育が、SDGs への変革と達成に、

どのように貢献できるかについて、更な

る研究が必要であると考えます。 

 

以上です、ありがとうございました。 

 

（文責：関口広隆） 
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パネルディスカッション 
 
「世界寺子屋運動と SDGs」 

 

パネリスト 

北村友人  東京大学大学院教育学研究科准教授 

高木要志男  富山ユネスコ協会会長 

池田昌代  ”世界寺子屋運動”名古屋実行委員会事務局（公益財団法人名古屋国際センター交

流協力課） 

アブドゥル・モティン  SOJAG代表（バングラデシュ NGO） 

 

モデレータ 

   笹井宏益  玉川大学学術研究所高等教育開発センター教授 

（敬称略） 

司会： 皆様、お待たせいたしました。それではこ

れより。パネル・ディスカッション「世界寺子屋運動

と SDGs」をスタートさせていただきます。 

まずは本日のパネリストとモデレータをご紹介さ

せていただきます。まずお一人目は、東京大学大

学院教育学研究科准教授北村友人様。お二人目

は、富山ユネスコ協会会長高木要志男様。三人目

は、”世界寺子屋運動”名古屋実行委員会事務局、

公益財団法人名古屋国際センター交流協力課池

田昌代様。最後にバングラディッシュ SOJAG代表

アブドゥル・モティン様。皆様よろしくお願いいたしま

す。 

そして本日のモデレータは、玉川大学学術研究所

高等教育開発センター教授で、日本ユネスコ協会

連盟世界寺子屋部会部会長の笹井宏益様でござ

います。 

この後は笹井様どうぞよろしくお願いいたします 。 

 

 

笹井： 皆さんこんにちは。本日は、寺子屋一人ひ

とりの学習者の方からの成果や意義を、先ほどお

話しいただきました。また、これからの方向性につ

いては、ウルリケ・ハネマンさんからご指摘いただ

きました。 

これから始まるパネル・ディスカッションでは、改

めて色々な分野、地域、学校で活動している方か

ら見て、世界寺子屋運動ってどういうもので、これ

からどういう方向にしたらよいかについてお話しい

ただいて、みなさんと一緒に今後の方向性を探っ

ていける、そういうセッションにできたらなって思っ

ております。 

まず始めに各パネリストの方からお話を頂いて、

その後ディスカッションという形にしたいと思います。
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トップバッターは、東京大学の北村先生からお願い

したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

北村： こんにちは、東京大学の北村です。よろ

しくお願いいたします。 

先ほど千葉先生が、ジョムティエン会議の話をさ

れましたが、ジョムティエン会議のあった1990年に、

「万人のための教育 Education for all EFA」 とい

う国際的な運動が始まりました。これは、途上国に

基礎教育を普及する運動で、ユネスコが25年間に

わたってコーディネーション行っていました。私は、

2000年から 2003年にかけて、ユネスコで EFAを

コーディネートするユニットで勤務しておりました。

その後大学に移りまして、国際的な議論・研究、そ

して実務にも関わっています。 

そういう視点から、この SDGs という目標を掲げ

た時代を見ると、この時代って一言で言えば先を

見通すことができない時代だと思います。「ソサエ

ティ 5.0」とか「Industry4.0」とかさまざま言われて

いますが、先がどうなるのか分からない。ハネマン

さんも千葉先生とのやり取りの中で喋っていました

けれども、何を学べばいいかわからない。 

このように非常に複雑な時代に、どんな学びを

通してどのような資質や能力を、子どもたちは身に

つけていくべきか。子どもに限らず大人も含めて、

世界寺子屋運動に何が求められているのか、私見

になりますけれども個人的な意見を簡単にさせて

いただきたいと思います。 

2000 年ミレニアム開発目標は、途上国を対象と

して合意され、その後 SDGs が 2015 年に採択さ

れたのは、皆様ご承知の通りだと思います。この 

MDGs と SDGs は、根底にあるものは共通して

いるんじゃないかと思います。 

 

この上方にあるのは、人間に関わる領域、下方

にあるのは社会に関わる領域。左側が成長、右側

が生存とか存続です。このように図示すると 

MDGsの８つのゴールも、SDGsの 17のゴールも、

人間と社会がどのように存続しながら、なおかつ成

長して行けるのか、そしてそれを通して持続可能な

社会を実現して行くにはどうしたらいいのか、という

ことを考える国際目標だったと思います。 

持続可能な開発とか持続可能な社会と言ったと

き、我々は「世代間の公正」と「世代内の公正」とい

う問題に関して考えます。今の世代が豊かな暮ら

しをすると同時に、将来の世代も豊かに暮らせるよ

うにする。こう考えた時に、持続不可能な状況とい

うのは、豊かな生活を送ることができない人たちが

いて、もうすでに起こっている、または起こりつつあ

るわけです。 

世代内の公正については、まさに日本のように

豊かな国のなかでも、もちろん格差の問題が最近

特に顕在化してきています。ただ、途上国と比べた

時には、世界には非常に厳しい状況で生きている

人たちがいて、これはもう持続不可能な状況なの

です。 

©北村友人 
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それからまた、環境破壊をしたり、天然資源等を

使い尽くしてしまったりすると、将来の世代が持続

不可能になるということを、世代間の公正と言って

いるわけです。 

この目標もしくは概念について、よく皆さん、特に

真面目な方ほど誤解しているんですが、将来の世

代のために我慢しなきゃいけない、例えば、石油を

使いすぎちゃだめだ、我慢しようとかと考えている

ようです。でもガマンって言葉、実はどこにも入って

いないんですね。みんな豊かで自分たちの生活を

日々満喫して享受できる、そういうことが持続可能

です。我慢してしまったら、実はもうその時点で持

続不可能に陥っているかもしれません。だから考え

方としては、みんなが豊かでいられることをどうした

ら実現できるのかっていうのかが、この目標が掲

げていることです。そこで誰かが我慢を強いられた

りすることではないことを申し上げます。 

ただその中で、限られた資源をどういう風に配分

して、誰一人取り残さないようにするのかを、

SDGs は目指しているわけですが、そのような

SDGs を実現するためには、やはりそれを担う社

会を作っていく人を育てていくことが必要で、新しい

時代の学習観とか学びのあり方を、どのような資

質とか能力を身につけるべきかという課題がありま

す。こういった時代に求められる資質や能力ってど

んなものでしょう。 

「ソサエティ 5.0」というのを最近の日本政府はよ

く言っていますが、それがなんだかはよく分かりま

せん。みんな実はわからないのです。どんな時代

になるのかよくわからないのに、そこを生き延びて

そこを支える人材育てろと言われても、どんな人が

そんな人なのかは、誰も実は分からないわけです。 

これは内閣府が出している報告書から取ってき

たもので、どんな能力がこれからの時代必要とされ

ているか三つ示しています。 

①、②、③とありますが、これらはそんな新しい

能力ではありません。 

 

 

例えば日本であれば学校教育を通して、今まで

もずっとこういった能力を、身につけてもらおうとし

てきたのです。世界寺子屋運動の中で各地の寺子

屋でやっている学びというのも、基本的にはこうい

った能力を育むための学びをしていると思います。 

ということは時代がどんなに複雑になったり、先

が見通せなくなったりしても、人間という存在がい

きなり大きく変わるわけではないのです。やはり人

間にとって一番基本的な能力を、これからもまずは

大切にしていかなければいけないということを、僕

らは忘れちゃいけないと思います。 

最近の SDGs の話とか、ソサエティ 5.0 とか、あ

るいは AI がこれから発達してシンギュラリティが

起こって AI に乗っ取られるとか、色々な不安ばか

り書きたてられています。しかし、人間って存在が

そんなに大きくいきなり変わるわけではなくて、また、

人間がもっている能力はまだまだ十分に使われて

いないものもたくさんあるわけで、その能力を育む

ために、今まで教育のなかで大事にしてきた能力

を、まずは大切にすることを第一に考えなければ

いけないんだと思います。 

©北村友人 
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ただ、とは言いましても、社会はやっぱり非常に

変化しています。産業構造もどんどん変化して、今

サービスセクターに従事する人たちの人数が、たく

さん増えてきている。労働で求められるスキルとい

うのも、非常に複雑な作業を求められる。 

これはちょっと前にオクスフォード大学の研究者

チームが出した報告書で、2030 年ぐらいには

2015 年にある職業の半分ぐらいがなくなるでしょう、

なんてことが言われていますが、これってすごくリ

アルな話でもあります。 

今から30年前に寺子屋運動が始まったときと今

を比べてみると、多くの職業が当時はありませんで

した。今あってないもの。それがこの二つですね。

インターネットに関するもの、それから携帯電話に

関するような職業。社会がどんどん変化して、その

中で技術の革新がどんどんどんどん急ペースで進

む中で求められる能力とか資質というのは、やはり

ちょっと変化してきているところがあるかもしれない。 

 

じゃあそこでは何が求められているのかというと、

かつてはそれを身につければ、10 年 20 年役に立

つっていうような知識やスキルがあったと思うんで

すが、今はそういったものがどんどんすぐに古くな

ってしまう。ということは 何か知識やスキルを身に

つけたからってもう学びを止めていいわけじゃない。

これ先ほどハネマンさんがいっていたとおり、ライフ

ロングに、ー生涯を通じて学び続けなければいけ

ない。また正解が一つとは限らない。いくつもある

かもしれない。場合によっては正解もないかもしれ

ない。そういう中で学びというのは、やはり学び方

を学ぶことです。知識を身につけたい、スキルを身

につけるだけ、というよりは、そういった知識やスキ

ルはどのように学ぶか、という学び方を学ぶという

ことですね。 

皆さんもよくご存知かと思いますが、このことを

90 年代半ばにユネスコでは、「学びの四つの柱」と

いうことで示しました。四つの柱の一番上は知識。

知識を学ぶと二番目はスキル、そして三番目は、

知識とスキルを使って他者とともに生きることを学

ぶ。そして自分らしく、人間らしく生きる。すごくシン

プルですが、すごく影響力のあった概念だと思いま

す。 

ただこの概念は、今少し見方を変えなければい

けない。以前はすごく静的な学びのイメージですね。

知識やスキルがあれば、一回身につければ体系

化された知識をつけられるからしばらくずっと使え、
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という。でも今それがどんどんどんどん変わってい

く。動的ダイナミックな学びが必要になっているから

です。 

ですからどんどんどんどん新しい知識やスキル

を身につける箱のことを、ユネスコでは自分自身や

社会を変革する、変容することを学ぶという風に、

今提唱しています。 

ただ忘れてはいけないのは、先ほどソサエティ

5.0 のところで対話する力とか、読んで文章を読ん

で理解する力とか、探究心とかっていうものをあげ

ましたが、基本的には人間の能力っていうのは、そ

んなに大きく変わるわけではない。ただ学びのあり

方を変えていくことが大事であるのです。 

それから実は、もう一つ変えなきゃいけないこと

っていうのがあります。先ほど持続可能な開発の

概念の中で、我慢するっていうことではなく、いか

に皆が豊かになるかって話をしましたが、最近こん

な議論が起こっています。フューチャーデザインっ

ていいますが、いかに人間は我慢することができる

かっていう議論です。 

我慢しないってことは大事で、みんなが豊かであ

ることが大事なのですが、やっぱり資源が限られた

りしていく中で、どこかで我慢も必要になってくる。

その時に人というのはどうやって我慢するのだろう

かっていうことを、倫理学者、哲学者、環境学者、

そして経済学者といった人たちが真剣に今議論し

ているんですね。 

皆さん日常の中で、自分の家族のためとか親し

い友人のためには、色々我慢することあってもそ

れが苦にならないでしょう。例えば僕は娘が今 12

歳ですが、娘のためなら、娘の大好物ハンバーグ

を作って、娘がもっと食べたいって言ってもおかわ

りなかったら、僕の分も「じゃ食べろ」って言って食

べさせて、僕はそれを喜ぶわけですね。そういう風

に、我慢しながら人間は喜ぶことができるって言う

のは、実はこれ人間のすごい特性だと思います。 

ただその我慢を、家族であるとか同じ社会に生

きている人にはできても、じゃあ今まで見たことも

会ったこともないような人たちにも、同じようにでき

るのかっていうのを問われているのが、これからの

時代。そういった我慢の喜びというものを学ぶって

ことも、これからの学びにおいて非常に重要になっ

てくるんじゃないかなとも思っています。 

学びの中で、今身近なところで我慢できる、それ

をどこまで広げていくかっていう話をしました。先ほ

ど千葉先生がおっしゃったように、具体的な色々成

果があるものから出発して、そらからハネマンさん

がおっしゃっていたような大きな抽象的な目標とか

目指しているところにたどり着く。その出発はすごく

具体的な所っていうようなことをおっしゃっていまし

たが、同じことが言えると思います。学びそのもの

は、やはり身近なところからですよね。身近なとこ

ろで子どもたちにしても、大人にしても、自分で理

解できることから学ぶ。 

その機会を一番作ってきたのが、世界寺子屋運

動なんじゃないかなと思います。いきなり学校にそ

れまで行ったこともない人が、寺子屋のようなとこ

ろで、様々に地域に根ざした学びを積み重ねるな

んて言うことが、その後の学校教育に参加する上

でもすごく役に立つなんて言う経験もあるかと思い

ます。そして、その中でどのようにリテラシーを身に

つけていくのか、これが非常に大事なことじゃない

かなと思います。 

最後に、僕が最近よく紹介するスライドをご紹介

したいんですが、こういった学びを通して持続可能

な社会を作っていきたいんです。 
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かつては資源をどういうふうにわけるかというこ

とが大事だったんですが、SDGs ではそれを後世

に正しく分けるって事が大事だって言う風に言われ

ています。これを見ればすぐわかりますよね。ただ

この右の人の立場になってみると、たとえば、高所

恐怖症だったとすると、こんなふうだと安心して野

球の試合見られないかもしれない。あるいは心の

優しい人だと、なんだか他の人に気兼ねしちゃうか

もしれない。自分だけたくさんもらってしまって。 

公正な学びっていうのは、ある時点ではすごく大

切なことですし、これからもやっていかなければい

けないんですが、それと同時に最終的には、こうし

てしまえばいいと。システムそのものが変わってし

まえば、皆が本当に対等な立場で学び合える。 

世界寺子屋運動っていうのは、僕のイメージで

は、実はこの右の 3番目のものなんですね。これを

理想とされているんじゃないかなと。今までの学び

の在り方とか教育のあり方っていうものに対して、

新しいシステムで新しい学びのあり方を提供しよう

と。そうなると学校教育に必要なだけの色んなリソ

ースが必ずしもないところでも、高い質の学びが実

現する。そういった学びを、今まで目指して来られ

てきたんじゃないかなと考えています。 

これからも色々な形で学びのあり方そのものは

変わっていくと思いますが、この右端目指して世界

寺子屋運動がさらに発展していくことをすごく期待

しているということを、最後の僕のコメントにして、ま

ずはこの発表を終わらせていただきます。ありがと

うございます。 
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笹井： どうもありがとうございました。続きまして富

山ユネスコ協会の高木さんにお願いしたいんです

けども、日ごろからいつも寺子屋運動の書きそんじ

ハガキキャンペーン等に協力いただきまして、あり

がとうございます。高木さんご自身は教員の生活

が長くて、その仕事を通して、あるいは地域での活

動を通して、寺子屋運動をどう言う風に捉えている

のか、話していただきたいと思います。よろしくお願

いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

高木： 今紹介にあったように私は元教員で、ただ

いまユネスコ協会に関わらせていただいています。

私はずっと教員で、65 歳で退職して 5 年間経って

いるんですけれども、自分自身もそうですし子ども

たちもそうですが、何か学び続けるって言うことが、

自分を見つめることになるし、また新しい出会いが

あったり、発見があったりするかなと思っています。

それで、学び続けるというのは、実践に他ならない

のかなという風に勝手に結論付けております。 

今日は、学び続けること、特にユネスコ活動を学

ぶことで、児童生徒にや子どもに何が響くのかとい

うこと、それと世界寺子屋運動と SDGs の関連性

（これが一番難しいなと思っているんですけれども）、

こういったことを少しお話ししたいと思っております。 

最後に勤めた学校がユネスコスクールでして、

そこに行った時に、ユネスコスクールとして何がで

きるかなって思って色々と職員と話しする中で、ま

ず自分自身がユネスコのことを勉強しなくちゃいけ

ないだろうと思いまして、ユネスコ協会に入らせて

もらいました。ここにもいらっしゃいますが当時の会

長の松波さんが、色々とユネスコスクールに支援し

て下さったんですね。「スタディツアーに行く時にこ

んなものを持っていきたいので、子どもたちなんか

あるかね」とか、あるいは、帰ってきた時にその様

子を話して下さったりとか。そういうことが非常にあ

りがたくて、自分も学びたいという事が一つありまし

た。もう一つは、2018年の 3月に、カンボジア寺子

屋モニタリングツアーに行きませんかと誘われて、

参加をさせていただきました。 

ちょっとびっくりしたのですが、北村先生と同じス

ライドを持ってきました。 

何故このスライドを持って来たかっていうことな

んですけど、学び続けるということがどういうことな

のかっていうことを考えた時、中西進先生という文

学者・国文学者のエッセイの中に、to be が書いて

あったのですね。To be と言う語があって、また他

にもあるよ、っていうことも書いてあったので、早速

図書館に行って当たりました。この日本語に訳され

たのを見て、改めて生涯教育というのを考えなけ

ればいけないなという風に思いました。 

私はユネスコの活動を学ぶユネスコスクールの

学校にいて、職員の皆さんとどんな授業がいいの

かね、教育計画がいいのかねと考える中でたどり

着いたのは、非常に漠然としたでっかいことなんで

すが、生きる構えを学ぶっていうことかなと思うん

ですね。 

子どもは高学年になっていけば自立心が芽生え

ます。特に 3、4年生あたりは旺盛な興味関心があ

って感受性が豊かなので、これを使わない手はな
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いという、子どもが持っている可能性といったもの

を感じました。 

ここからは退職してからですけども、ユネスコの

活動する中で、どうしても教員上りというのは、授

業をしたがりますので、何人かとご相談させていた

だきながら、ユネスコ教室っていうのをしました。

「コインでつなぐ平和の鐘」っていう本があるのです

けども、これを子どもたちに読み聞かせて、スライド

方式で話してあげるとかですね。世界寺子屋運動

リーフレット作りをやったり、出前授業をやったり、

地域活動に参加したりします。 

ちょっと分かりにくいスライドなのですが、去年は

これで平和って事をテーマにやりました。 

来ていた子たちは 5、6 年生でしたけど、平和っ

て概念は難しいんですね。難しいので、こういうこと

を触れてある絵本とかこういうので考えられないか

なと思いました。 

リーフレット作りですが、これは子どもたちが作っ

たものです。 

 

 

 

まだ途中過程のものもたくさんあります。小学校

高学年にと案内出したんだけれど、なぜか小学校

2 年生も中学生の子も来ました。リーフレット作りの

中で私が何に感心したかというと、中学校の生徒

が、「小学生もよく理解していて、みんなすごくいい

作品だと思う」って素直に書くんですね。「ユネスコ

教室も何回もすることでもっと協力してくれる人が

増えると思う」、「人の役に立てるように小学生の皆

さんと協力していきたい」と。この中学校はすぐ隣

に小学校がある山間の学校で、風土がそうさせる

という動きもあるんですけども、小学生から中学生

までいても、何らかのものができるかなという感触

を掴みました。 

ちょっと細いんですが、「平和の鐘を鳴らそう」の

運動の時に、ユネスコスクールの子たちがボランテ

ィアをしたりしてくれました。真ん中に写っている子

たちはユネスコスクールの子じゃなくて、たまたま

来ていた生徒なんですけども、学校で事前に平和

っていうことをテーマに学習した感想の一端を述べ

ている。 

右は、富山国際大学の学生の皆さんが、SDG

かるたというの作って、それを色々なところに行っ

てやるというものです。 

子どもたちに何が響くかということについてです

が、今日もビデオに倉木麻衣さん出ていました。

作ったバスケットといった実物を見せるとか、映像

とか実物とかそういうものが、やっぱり非常にいい

のかなと思いますね。直接（現地に）行けば一番

いいんだろうけれども、なかなか行けないので、実
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際のものを見る、触るのがいいのかと思っていま

す。 

例えば、カンボジアのことを紹介するときにどう

いう紹介の仕方がいいかなと考えると、映像見せ

るなど色々あるんですが、5、6年生であれば、この

国旗の色が何を表しているとか、色や形が表すも

のが何かっていうようなことを子どもたちに言うの

です。彼らに想像させると結構的を射たようなこと

を言います。 

これはユネスコ協会連盟のパンフレットからとっ

てきたものですが、当然想像させるとこんなことが

出てくる。私が面白いなと思ったのは、（文字の読

み書きができないと何が起こるかと聞いたときに）、

見積書を作れないっていう子がいたことです。おそ

らく会社みたいなお店をしているお子さんらしくて、

そんなことを言っていました。 

現地の人々の体験談を紹介します。復学支援の

クラスに行った時だったか、現地の子どもたちに聞

くと、楽しいって言うんですね。もう汗だくでやって

いて、中学・高校にも行きたい、給食を楽しみにし

ているって言うですね、そんな生の言葉が聞けて

良かったなと思います。毎日楽しそうにやっている

んです。 

富山での実践に戻ると、これは先生のお家でや

っているんですけど、とっても楽しそうですね。和気

あいあいとしていて先生、おじさん、おばさんが掛

け合いしながらやっていました。これかるたをやっ

たやつです。絵札を取って、絵札があらわす問題

や解決策を話し合う形です。 

僕の答えは、実践としての寺子屋運動。SDGs

は難しくてよくわからないですけど。生きることを根

幹とした実感のある交流。人として生きることを学

び続けるユネスコです。 
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笹井： はい。それでは続きまして、名古屋国際セ

ンターの池田さんからお話を伺いたいと思います。

池田さんは合わせて世界寺子屋運動名古屋実行

委員会事務局の方で、我々も本当にお世話になっ

ています。ありがとうございます。 

そういったご経験の中から色々話しいただけると

思います。宜しくお願い致します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

池田： 名古屋国際センターの交流協力課の池田

と申します。名古屋国際センター交流協力課の職

員が、”世界寺子屋運動”名古屋実行委員会の事

務局担当を致しております。最初のところで笹井先

生が、「今日は色々な専門家の方が…」とおっしゃ

られていましたが、私はこの事業の担当になりまし

たのはここ数年ですので、会場にいらっしゃる皆さ

んの方が、この運動に関しては詳しいことと思いま

す。今日は名古屋国際センターと、名古屋実行委

員会についてお話しさせていただきたいと思います。 

ちなみに、スライドの中でも何枚か出てくるこの

子は「はがきちゃん」と言います。世界寺子屋運動

名古屋実行委員会のマスコットキャラクターです。 

 

 

 

 

 

 

イベント等に行く、大きな着ぐるみがあるのです

が、ずっと使っているので本当に汚れてきてしまっ

て、「書きそんじハガキ」のようになってしまったの

ですが、とても人気のあるキャラクターでございま

す。今日はセンター職員が手作りしましたこの“ミ

ニ・はがきちゃん”が、私の応援で一緒に名古屋か

ら参りました。 

まず名古屋国際センターについて少しだけ触れ

させていただきます。名古屋国際センターは地域

の国際化の促進を目的に、1984年に設立しました

名古屋市の外郭団体でございます。相談事業、多

文化共生事業、国際交流・国際協力の事業、そし

て貸施設と留学生会館の運営を致しております。 

プログラムに世界寺子屋運動 30 年の歩みとい

うものが載っておりましたけれど、名古屋国際セン

ターは、1990 年 6 月に私どものホールで開催をさ

れました国際識字年記念の「世界寺子屋運動

NGO フォーラム名古屋 1990」の実行委員会に参

加をいたしまして、これに向けまして同年の 3 月か

ら書きそんじハガキキャンペーンを開始いたしまし

た。 

翌年の 1991 年には、このフォーラム実行委員

会を発展的に解消いたしまして、“世界寺子屋運動”

名古屋実行委員会を結成いたしました。以来私ど

も名古屋国際センターが実行委員会の事務局を務

めております。 

イベントブースへの出展の他、皆様のお手元に

も資料として入れていただきました独自のリーフレ

ット、チラシ、それから回収箱などを作成、配布をい

たしまして、書きそんじハガキキャンペーンの広報
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をいたしております。また、隔月で発行いたしてお

ります私どものセンターの広報誌では、様々な事を

取り上げていくんですけれども、年に一回は必ず

寺子屋運動あるいは書きそんじハガキキャンペー

ンについて特集し、各国の支援状況を掲載して、

読者の皆様にご報告をいたしております。これらの

活動の結果、2019年 3月までの書きそんじハガキ

回収枚数は 4,494,729枚となりました。 

また、1997 年には「世界寺子屋運動推進協力

会議」も発足をいたしました。私どもセンターの強

みを活かしまして、公的な団体を含む地域の団体

にお声がけし、ご参加をいただきまして、現在名古

屋市内外の 12団体で構成しております。年2回の

会議などを通して事業計画にご助言をいただいり、

特に年賀状のシーズンには各団体の広報誌など

を通じて、書きそんじハガキのご寄付を会員の方

に呼びかけをしていただいております。 

例えば、この中の刈谷市社会福祉協議会様は、

この社協内に実行委員会を持っていらっしゃいまし

て、市内の小中学校、市役所や市民センター、社

協さんの関連の福祉施設ですとか刈谷市内の

色々な製造業の企業さんへ、独自チラシの配布を

し、刈谷市全域で寺子屋の PR をされています。 

あるいは、日本郵便株式会社様の名古屋の三

地区の連絡会様には、名古屋市内の旧特定郵便

局に書きそんじハガキの回収箱を置いていただい

たり、チラシを置いていただいたりしていますが、一

昨年度、連絡会の皆様がお声がけをくださいまして、

愛知県全域の郵便局へと箱を置いてくださるところ

が広がりました。そのため、もともと市内 280 局ぐ

らいに置いていただいていましたが、500 局ほど増

えまして、現在県内 770 局ぐらいがハガキの回収

箱を置いてくださっています。地域に根付いた郵便

局が協力してくださることで、その郵便局で見た方

から「私の所にもハガキの回収箱ください」と事務

局の方へ問い合わせてくださるようなこともあって、

本当に推進協力会議の皆様には運動の地域への

広がりにご協力を頂いております。 

名古屋実行委員会の方では、昨年、一昨年はち

ょっと届きませんでしたが、近年およそ年間 10 万

枚の書きそんじハガキを集めております。ここにも

推進協力会議の皆様には大きなご協力を頂いて

おります。 

当実行委員会では、当初からただ書きそんじハ

ガキを集めるということだけではなく、「識字教育支

援のためであるということ」、それから「ハガキや手

紙」と「文字と識字」ということ、「誰でもできる国際

協力への一歩の入り口としての書きそんじハガキ

キャンペーン」、これらのストーリーを大切に活動し

てまいりました。 

近年でも、イベントへ出展する際や大学での講

義の際、学生さんが社会見学として私どものセンタ

ーを訪問する際のプログラムなどで、現地の活動

報告だけではなくワークショップなどを取り入れまし
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て、世界寺子屋運動と SDGs と両方の理解の促

進と周知に努めております。 

寺子屋運動そのものの意義というものを伝え広

めるための活動を今後も展開するということで、地

域における SDGs の達成に関わることのできる

人材の育成に携わることが、少なからず、寄与でき

ているのではないかということを考えております。 
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笹井： ありがとうございました。 それでは４人の

パネリストの中の最後になりますけれども、アブド

ゥル・モティンさんからお話をいただきたいと思いま

す。 

モティンさんはバングラディッシュで SOJAG（ベ

ンガル語で目覚めという意味）という名前の団体を

立ち上げて、大垣ユネスコ協会と国際交流をずっと

続けてこられた方です。よろしくお願いいたします  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モティン： 皆様こんにちは。まず主催者の皆様に

お礼申し上げたく思います。この 30 年間、世界寺

子屋運動を推進してこられた皆様、日本ユネスコ

協会連盟の皆様、感謝申し上げます。私はアブドゥ

ル・モティンと申します。私がどういう仕事をしてき

たかと言うと、地域開発の実務家でもあり活動家で

もある、そういう人物です。教育をあらゆる人に届

けたいと考えています。字が読めなくても生きてい

くことはできますが、識字というのは当然必要です。 

さて、SDGsの 4番「教育」の中で言っていること

ですけれども、教育がなければほかのいずれの目

標も達成ができません。ということで、教育は私の

人生の中でも非常に重要なテーマとなっています。 

私のキャリアですが、社会開発ワーカーとして仕

事を始めました。バングラデシュ独立戦争の後すぐ、

1975 年のことですけれども、大学を中退してその

分野の仕事を始めました。当時私は、自ら学んで

そして人々を開発に向けて率いていきたいというふ

うに考えていました。 

山下さんは、古い友達ですけれども感謝を示し

たいと思います。1978 年、南アジア諸国との交流

プログラムを導入されました。それを国連が引き継

いで、国際開発サービスという国連のボランティア

になっています。 

私は 79 年にそれに参加して、5 年近くのスリラ

ンカでサルボダヤという組織で仕事をしていました。

その後ネパールに行きまして、自分のための仕事

をしたいというふうに考えました。帰国して友人たち

と話をして、我々で青少年のためのクラブを作れな

いだろうかという話をしました。様々なサポートサー

ビスを、様々な組織から得ようと取り組んだわけで

す。当初から、日本のユネスコ協会連盟から支援

をいただきました。他に誰もサポートしてくださらな

かったところ、日本ユネスコ協会連盟からサポート

をいただきました。今日私どもの組織は確立した存

在となり、様々な社会・経済開発を推進することが

できています。 

30年前、世界寺子屋運動が立ち上がった時、私

は実はその場に立ち会っていたました。そして 30

年経ってこの世界寺子屋運動がいまだに続いてい

るということを、とても嬉しく思います。日本ユネス

コ協会連盟がこれまで長年こういった取り組みを継

続してこられたことに、敬意を表します。続けること

がいかに大変かということを私はよく分かっていま

す。 

開発に関する実務家・活動家という観点から言

えることは、教育というのは、まず社会問題の解決

に資するものでなければなりません。社会的な資

本を経済的な資本の前に作らなければならない。

逆だと経済的な資本が社会に色々な問題をもたら

してしまいます。 

30 年前に来日した時、私は寺子屋を作ってほし

いとお願いをしました。また、識字の先生に対する

給与や文房具などの支援などもお願いしました。

今日様々な社会問題がバングラデシュには存在し

ていて、それに対応しなければいけませんが、政

府だけでは対処できない。こういった社会の問題を
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SDGs に関して取り組むには政府だけでは足りま

せん。市民の関心が必要です。市民も入ってきて

責任を持って行動する必要があるということです。

政府がそれを支援するということは可能かもしれま

せんが、バングラデシュの状況では政府がそういっ

た問題を解決することはできないと考えています。 

過去 30 年、経済面では様々な進歩がみられま

した。そして社会の面でも色々な進歩がありました。

30年前日本に来た時、私の国の識字率は 40%未

満でしたが、今は 70%を超えています。そして我々

は成長する中で開発に関する課題にも直面し、そ

れに対処していかなければなりません。基調講演

者の方から、幾つかこの課題について既に説明が

ありました。非常に良いプレゼンテーションだったと

感謝しています。社会や市民社会が主導権を持っ

て、様々な活動に従事していくべきだと私は考えて

います。 

さて、1990 年に国に戻り、寺子屋運動に関わり

ました。これは今でも続いていますので、これから

紹介します。教育というのは継続的なプロセスで、

1 年 2 年のプロジェクトではすみません。一生涯を

かけて取り組むプログラムだと考えています。10 ヵ

所にこういった寺子屋を作っています。初等教育の

就学率は90%ぐらいまで上がっています。しかし中

途退学率も高いという状況で、5 年生まで終了でき

ない子どもたちもたくさんいます。なぜそうなのかと

いうところを考えて、対処していかなければならな

いと思っています。 

それではスライドをご紹介しましょう。この村の中

にこの寺子屋を作りました。30 人の生徒が学んで

います。これは私たちが提供していると寺子屋です。

ナオガオという村です。 

お母さんたちも関心を持って見ています。教育、

そして識字率が今後この地域で向上していくという

ことが期待されています。これが先生で、こういっ

た形で教えています。地面の上の座布団をしいて

その上に座って、学習をしていきます。 

 

 

これまた別の村です。こちらも 30 人の生徒が学

んでいます。（写真省略） 

次です。リゴルグラムという村ですが、この施設

は 25 年前に建てられました。（写真省略）そろそろ

修理が必要です。ちょっと古くなってきました。でも

地域社会が主導権を持って維持を行っています。

また別の村です。お母さんたちにも教育をしようと

しています。母親たちが関心を持ってくれるように

ということで、取り組んでいます。子どもたちと長い

時間を過ごす母親たちにとって、幼児教育は非常

に重要だと考えています。学びに行くという習慣が

できれば学校に通えるということで、これを重視し

ています。 

これはまた別の寺子屋です（写真省略）。机、イ

スを提供することができていませんが、こういった

形で学習を続けています。こちらは別の寺子屋で

す（写真省略）。ゴラカンダというまた別の村で提供

しています（写真省略）。シングスリーですね、これ

が最も古い施設です（写真省略）。ここで母親たち

を集めてこの地域社会でミーティングを行っていま

す。毎週こういった会合を開いて、子どもたちが通

い続けるようにという働きかけを行っています。 

政府の初等教育ですが、そこで学んでいる生徒

たちにもご指導を行っています。これが小学校初

等教育の状況です。女児の教育に力を入れていま

す。村の中で女性が色々な重要な判断、意思決定
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をしていますので、女性に力を入れています。早期

結婚ですとかレイプといった問題がありましたので、 

それに反対の意思を表明するデモ行進している

ところです。政府に対策を求めている行進です。私

のいる村でこういった行動がなされています。そし

て女性たちが意思を表明することは過去にはなか

ったことです。 

この村の長老たちと女子生徒たちが対話をして

いるところです。こういった形をこのクラスを行って、

女子生徒たちは学んでいます。女子の教育も向上

しています。 

 

 

 

寺子屋について皆さんに感謝します。寺子屋に

ついて申し上げたいのですが、寺子屋は人々に力

を与えるものです。エンパワーメントの手段です。

どうやって良い人生を生きるかを学べるところです。

子どもたちがそこに行き、人生における規範や識

字について学ぶところです。以上ですありがとうご

ざいました。 
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笹井： ありがとうございました。ではあまり時間は

ありませんが、少しディスカッションをやっていきた

いと思います。 

北村先生には、SDGs とこれから 10年 20年先

に求められる人間としての資質といったお話をいた

だきました。SDGsのゴールなどテーマが大きくて、

それと我々の日々の生活の中での学びや実践と

どういう風に結びつくのかなって思ったのですが、

いかがでしょうか。 

 

北村： ありがとうございます。時間も限られていた

ので、少し抽象的なこと含めて、大きな話だけで終

わってしまったので、「だからなんだろう」と疑問は

あるかなと思っていたのでありがとうございます。 

元々国連の方でも 2015年に SDGs を採択した

後に、これを国にレベル、地域レベルに解釈して自

分たちなりのSDGsを作ってくださいということはず

っと言っています。つまり SDGs の 17の目標は、

あくまでとっても大きな世界で今大きな課題とされ

ていることではありますが、すべての国・地域が同

じような課題を持っているかと言われると違います

よね。都市部の課題、農村部の課題、また途上国

でも非常に経済的な課題に直面しているところもあ

れば、もっと人権だとか、様々な問題がある中で、

自分たちに合った目標というのを考える、その参考

にするのが SDGsです。まずそこから出発しなきゃ

いけないと思うんですね。 

先ほど豊かであるって話をしましたが、学びのあ

り方ってことを考えた時に、自分が豊かであるため

に何が必要なのか、そのために必要な学びを通し

て育まれる能力資質がなにかということを考える必

要があります。その意味で先ほど人間が身につけ

なければいけない能力とは、どんな時代でもある

意味変わらない部分があるといいましたが、とても

強調したかったことは、寺子屋でやっているような

非常に基礎的な識字とかです。読み、書き、計算と

いうものは、本当に一番基礎になるところです。そ

こをまず身につけないと、僕が話をしたような新し

い時代の変化に対応とするということもなにもない

のです。一番基本的なところを寺子屋はまず大事

にしていると思うのです。 

僕はカンボジアの寺子屋に学生たちを連れて、

回らしていただいたことがあるのですが、寺子屋ご

とに課題が違うので、やっている内容が全然違っ

たりしますよね。自分たちなりの課題に向けて基礎

的な能力を身につけた上で、例えば水上村で必要

なものは他とは違うという話をするなど、色々なパ

ターンがあると感じました。大事なのは知的な基礎

体力をつけつつ、子どもたち、大人たちが生きてい

く上で、豊かに生きるために必要な職業的な能力

は何かを考える。先ほど女性、女の子、女子校生

たちのキャンペーンの話しがありましたけども、そ

の場合は人権という観点から自分たちを守ること

の意識を高めることを考える。 

答えがなくて申し訳ないのですけれども、それぞ

れがそれぞれなりの学びを考え、そしてその中で

育むべき能力を育む、それが地域、ローカルなとこ

ろから始まるという事しかないのではないかなと思

います。それが SDGs でも大事なことではないか

なと思っています。まだやっぱりちょっと抽象的でし

たね。もう少し具体的にできれば良かったのですが、

すみません。 

 

笹井： 今の北村さんとの話との関連でちょっと高

木さんにお聞きしたいんですけども、先ほどのプレ

ゼンテーションの中で、寺子屋がやっていることを

知るとか理解するっていうのは、生きる構えを学ぶ

とおっしゃいましたよね。生きる構えを学ぶというの

は、すごく基礎的な、これから生きていくうえで基盤

となるようなそういう資質に考えてよろしいでしょう

か。寺子屋の運動がそういうような意味を持つのだ

ったらすごく嬉しいなって思うんですけど、いかがで

しょうか。 

 

高木： はい。生きる構えという非常に大きな命題

みたいなことを申し上げましたけれども、具体的な
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ことを言うと、例えば先ほど中学生の男の子が、小

学生のリーフレットを見て「よく理解しているなー」と

言ったように、そんなリスペクトというか、敬意を払

うというか、思いやりを持つということとかですね。 

もう一つは難しいことを言っているのではないの

ですが、ユネスコの活動で、例えば大人の人が来

て、小学生・中学生がボランティアでお水を配る。

お水を配る時に声をかけると交流が生まれる。自

分の知らない世界も含めて、それに入っていける。

これが良さかなと思っています。先ほど SDGsかる

たをご紹介しましたが、ボランティアをすることで

色々なところにでかけて、かるたをする、楽しむこと

によって、「あれこれどういう事？」「チョコレートを

作っている子どもたちがいるの？」とか、素朴な疑

問が生まれてきて調べようとする、なにか学ぼうと

する。そんなことが根底にあります。 

先ほどの最初のディスカッションのところで、サ

ムナンさんがお話になっていたことを聞いていて、

やり遂げる意志というものを強く感じました。この方

は、自分には困難はあるにしても、やり遂げるんだ、

学び、学校をどうしても最後までやるんだっていう、

強い意志を持っていますね。それは非常に大事な

ことです。またタラマティさんの話を聞いていると、

社会に関心を持つとか、学ぶことで社会に関心を

持ってくることになります。ハニーフさんも、人間ら

しい道・生き方とおっしゃっていましたね。 

ハネマンさんの話を聞きながら、もしかしたら自

分の中に、生きる構えなんか言っていながらです

ね、識字と非識字を分けてしまうような概念がある

な、識字と非識字を連続の過程として見ていない

な、ということに気付くのです。子どもたちが感性が

豊かな時に、そういうものを何か学ぶ機会が提供

できればいいかなという思いです。 

 

笹井： 池田さんにお聞きします。同じ趣旨の質問

なんですけど、書きそんじハガキのキャンペーンを

通して地域の人たちが、世界の人たちの非識字者

の状況や貧困の状況についての認識を持って理

解してくれるんじゃないかという話がありました。そ

れは、好奇心や興味関心が課題意識の第一歩に

なるという風に理解してもよろしいでしょうか。じゃ

あ私も書きそんじハガキを持っていきますよという

ふうに、その輪が広がっていったと理解してもよろ

しいでしょうか。 

 

池田： そうですね、例えばイベントなどで写真を示

すこともあります。また先ほどのスライドにも出てま

いりましたが、国際センターに登録してくださってい

る在住の外国人の方に講師になってもらうという事

業があって、その中で支援国のひとつであるネパ

ールの方に、ネパールの現状をお話しいただくと、

「世界にはそういう状況があるんだね」、「そういうこ

とがあるんだね」「じゃあ私にできることは何かしら」、

と考えてくださる方は本当にたくさんいらっしゃいま

す。 

「ハガキで何か協力できるのであれば」とご自分

が活動されている社会福祉協議会で寺子屋運動

を紹介してくださり、そこの利用者さんたちもまた、

「私たちでできるんだったら」と言ってタンスに眠っ

ているハガキを出してきてくれる。知ることを行動

の一歩につなげてくださっているということには寄

与できているのかなと思います。 

 

笹井： なるほど、そうすると変な言い方なんです

けれども、書きそんじハガキキャンペーンというの

は、単純に寄付集めという行為じゃなくて、世界の

人々の生活の状況を知ったりとか、そこに対して何

か応援してあげたいという気持ちを起こさせたりと

か、重要な役割を持っているという事なんですかね。 

 

池田： そうですね、寺子屋運動というものを一つ

のツールにして、世界の状況を知っていただくとい

うことは、私たちも意識していることです。貧困であ

るとか、不平等であるとか、教育もそうですが。「こ

ういうことを改善してかなきゃいけないね」とか、「こ

ういうゴールがあるよね」とかということが、SDGs 
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という言葉が出てきて言いやすくなりました。しかし

もともと、寺子屋運動というものを通して、そういう

ことはずっと続けていたんじゃないかと思います。 

 

笹井： わかりました。また北村さんにお聞きしたい

んですが、その入り口やモチベーション、課題意識

をみんなに持ってもらった、その後のアクションや

その次の段階に行くために、どういう教育的な配慮

や活動実践が求められているんでしょうか。 

 

北村： ありがとうございます。僕はよく高校生対象

に SDGs ワークショップのようなことをやって、グ

ループワークで考えてもらう機会があります。例え

ばこのあいだ金沢の高校でやった時には、金沢の

子たちが自分たちの金沢という街、石川という県に

ついて色々考えると言う事をやりました。 

これは ESD （持続可能な開発のための教育＝

Education for Sustainable Development）ですね。 

ESD 的に考えた時に、課題を見つけてその課題

をどう解決するかということを、参加体験しながら

学ぶというのが ESD で非常に大事にされていま

すが、金沢の子たちに SDGsのワークショップをや

った時には、先ほど申し上げたように SDGs に掲

げられているような目標を自分たちのものにして、

2030 年までにどうすれば金沢が持続可能な街に

なるか考えようという話をしました。 

彼らは、色々考えて調べる中で、新幹線が通る

ようになって、金沢は今すごく観光客が来て一部の

観光産業はすごく潤っているのですが、それが必

ずしも石川の全体とか金沢の人たちみんなに波及

しているわけではないし、そこでは実は取り残され

ている人たちがいるって言うことを、高校生たちは

すごく見て考えた。まずそういう風に気づくことが大

事ですよね。 

今度は気づいた上で、新幹線が通って観光がす

ごく発達してきた数年間のいくつかの新聞を見比

べてみてみました。そうするとですね、それをすごく

良いことだってもてはやしている新聞と、その課題

をすごく追究している新聞と、色んな新聞社がある

わけですね。彼らは新聞を読んだりすることによっ

て世の中でも、こういう風に色々な形でそれが伝え

られているってことを知る。 

高校生たちには、色んな新聞の社説あるいは一

面を読み比べてみようとか、あるいは、最近は海外

の通信社ロイターなども日本語のサイトがあって高

校生でも十分読めるので、読み比べてみようと言っ

ています。英語が得意な方は英語で読んでもいい

んですが、世界のトップニュースと日本のトップニュ

ースがこんなに違うとかを見る。そのようにまず学

ぶ、知るということから始まることがすごく大事だと

思います。知った上で、まさに高木先生のお話の

中にもあったような形で、それに対してはどういう

風に自分たちは向き合っていけばいいのか、その

先に考えていくプロセスがあると思います。まずは

きちんと知るというところから始まることが大事じゃ

ないかなと、個人的にはいつも思っています。 

 

笹井： ありがとうございます。同じ質問なんですけ

ども高木さんはいかがですか。 

 

高木： この後どうなっていくのが望ましいというこ

とですかね。 

一つ事例的な事を言うと、寺子屋リーフレットワ

ークショップをやってみたら、2年生が来たって言い

ましたね。これは全く想定外だったんです。その子

ができたリーフレットを自分の村、山間の家に一軒

一軒友達と持って行って、137枚集めてきたんです。

そして、それで終わりかと思ったら、その後「12 人

の子どもが一か月学校に通うことができます。あり

がとうございました」と書いたポップアップカードを

持って一軒一軒回ってきました。 

そこまでのエネルギーはなぜ働いたのかなって

思うんです。とにかく自分なりにワークショップで実

感したものがあって、それを行動に起こして、そし

てまたあまり知らなかった人たちとお話ができたと
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いうことなのでしょう。逆に大人は元気をもらって喜

んでおられるという、そういう状況があります。 

先ほどのカンボジアの寺子屋のビデオも、ワー

クショップのなかで少し紹介しましたけども、そのな

かで何かを楽しく学んでいるです。そういう生きるこ

とにつながる学び、実感できるような交流ができれ

ばいいなと思いますし、そのことがユネスコの活動

かなと思っています。 

 

笹井： モティンさんにお聞きします。先ほどのモテ

ィンさんの話の中では、このような継続的な国際交

流でバングラデシュの人たちの意識や行動が徐々

に変わっていくということでした。またそれは政府の

政策ではなかなかできないということをおっしゃい

ました。なぜ政府の政策ではうまくいかないんでし

ょうか。 

 

モティン： 私たちの国は途上国ですけれども、国

連の統計でも経済成長が続いていて、まもなく中

所得国になれる状況に来ています。他方で、私た

ちの今の教育水準、識字率の水準で、これから前

進していくことができるかどうかということが課題で

す。 

政府も一生懸命やっていますけれども、国民の

参加レベルがまだ高くないということを懸念してい

ます。そのような状況なのに目標を達成できるだろ

うか、と考えています。ミレニアム開発目標（MDGs）

は、なかなか良い結果を出しましたけれども、

SDGs を達成できるかということには懐疑的です。 

ただ社会の方から色々なイニシアティブが出て

きています。市民社会団体が活発に活動していま

すし、数多くの NGO が活発に動いています。経

済開発に関わる活動も多くなされています。 

しかし私が一つ怖いと思ったのは、社会開発活

動の優先順位が下がっているということです。これ

は今でもやはり必要です。というのも人々の所得

が技術によって影響を受け始めているからです。 

バングラデシュの例をご紹介しましょう。バスの

運転手・トラックの運転手はたくさんいるわけです

が、読み書きできなくても運転が出来るわけです。

車の修理ができて運転ができれば良かったわけで

す。農業に従事する人も多いわけですが、あまり考

えなくてもできた。しかし現代的な農業においては、

識字能力が必要となってきます。でもそれが追い

ついていません。バングラデシュは、国レベルで見

ると大きな進歩をしています。特に経済成長という

意味では進捗が見られます。しかし医療・教育に関

しては、十分なスピードで進んでいないので、もっと

介入が必要です。様々な団体などが関わっていま

すが、そういった人たちを組織化していかなければ

ならないし、またそれを政府が主導しなければなら

ないと思っています。  

今回お招きいただきましてありがとうございます。

連盟の皆様、そして大垣ユネスコ協会の皆様、パ

ートナーとして過去 30 年ご支援してくださったこと

に、深く御礼申し上げます。ありがとうございました。 

 

笹井： ありがとうございました。最初のセッション

のウルリケ・ハネマンさんからの話も含めて、みん

な結構同じことを言っているような気がします。同じ

事とはどういうことかと言うと、まず生きていくため

に基礎的な学びというものがとても大事であるとい

うことです。「リテラシー」と呼ばれる読解力・国語

力や「ニューメラシー」と呼ばれる計算力数的思考

力という基本的な能力が、人間が社会的に生きて

いくために必要だ、という点では皆同じです。 

では、それを使って自分自身の良い豊かな人生

をつくるために、あるいはそれを使って住みやすい

地域社会を作っていくためには、どうすればいいの

か、ということを考えなくてはならないということを指

摘しているのも、皆さん同じで、それには生涯学習 

（ライフロング・ラーニング[Life Long Learning]]）と

いう視点が大事だという話がありました。つまり、５

０歳になっても６０歳になっても７０歳になっても、継

続して学び続けることです。 
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生涯続ける学習には、色々な学びがあります。

学校だけではなくて色々な学びがあって、色々な

経験を積むことがとても大事だし、それを継続する

ということはとても大事だというこれが一つの視点

として挙げられていました。 

もう一つは、ライフ・ワイド（Life wide）ってことを

おっしゃいました。一つの学びあるいは一つの経験

から、色んな広がりが出てきます。その広がりをど

んどん広げていって、そこから得た経験を自分のも

のにしていく「ライフワイド・ラーニング[Life Wide 

Learning]」が、とても大事ですということです。要す

るに縦軸と横軸、時間軸と空間軸両方での学びが

とても大事です。学校にはすごい有利な点、色々

な機能があると思います。 

でもライフワイド・ラーニングのためには、学校と

いう機関だけではダメで、直接社会と連続している

ような場で学ぶ、直接色々な経験ができるような場

で学ぶ、色々な人が集まれるような場で学ぶという

ことがとても大事で、それが地域の学びの拠点とい

う意味だと思います。 

それは実は寺子屋で見られるものです。寺子屋

で学び続けるなかで、継続的でしかも色々な学び

が経験できて、それが自分の収入向上に繋がった

り、差別の廃止・克服に繋がったりなど、色々な対

話に繋がっていったりするでしょう。学校ももちろん

大事ですけど、学校外のノンフォーマルな世界で

の学びの拠点というのが、非常に大事ではないか

というお話を、皆さんがされていなと思います。 

モティンさんの話を聞いていると、ある種の社会

運動として寺子屋の活動をすることが、実は遠回り

のようで、非常に近い道なんだと思います。政府の

政策を別にどうこう言うつもりはありませんし、大き

な意味を持っているとは思いますけども、やっぱり

草の根の活動を続けていくということが社会の民

主化、社会そのものを豊かにしていくことにつなが

っていきます。政治と社会を分けた時に、政治の世

界の民主化は、色々な政治・制度の改革とかしな

ければいけないのかもしれません。けれども、例え

ば差別をなくす、男女差別をなくす、貧困をなくす、

みんな公正に対応するとかいった社会の民主化、

成熟化という上では、民間の社会運動が大きな役

割を果たしているんじゃないかなと思います。 

我々の寺子屋の活動は、限られた地域で限られ

たことしかできません。世界には何億人も非識字

者っているわけですから。でも、その実践を識字教

育を通して、寺子屋を通して広げてきたっていうこ

とは、大きな意味がありました。 

午前中からのセッションと午後一番目のセッショ

ンを通して考えてみると、世界寺子屋運動は、一人

一人の豊かな人生を作っていくうえで、また、民主

的な地域社会を作っていく上で、大きな役割を担っ

てきたんじゃないかなって思いました。これまでの

セッションで出ていたご意見は、色々な視点を提供

するものもあったり、あるいはこれまでの成果とい

うものを提示するものであったりと、さまざまなタイ

プがありましたけども、期せずしてみんな同じ方向

を向いていて、我々にとってとても嬉しいことだと思

いました。 

最後にもう少し時間ありますので、四人の方お

一人お一人から、寺子屋運動の今後に何を期待す

るかを、一言ずつおっしゃっていただきたいと思っ

ています。 

 

モティン： 私の考えとしては、やはり寺子屋という

のは人に力を付与する、エンパワーメントだと思い

ます。寺子屋は、リーダーシップを持って社会の中

で学ぶという点で、先陣を切るべきだと思っていま

す。ネパールとアフガニスタンから大変いい事例が

ありました。寺子屋があるからこそ、女性が地域の

議員になられたという話しありました。その女性が、

カーストの中ではアンタッチャブルという大変低い

カーストの中にいるのですが、今ではリーダーとし

て活躍しているということでした。これこそが寺子屋

の力です。寺子屋は継続するべきだと思いますし、

今回ここで同席をさせて頂いております先生方の
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力を借りて、社会的な教育のための運動につなげ

ていきたいというのが私の将来の希望です。 

 

北村： エンパワーメントというのは本当にそうだな

と思いながら伺っていました。寺子屋っていうのは

やはりコミュニティの拠点だと思います。そこに人

が集まる、集まることで新しいことが生まれる、そう

いう場になっていくことが今後さらに期待されるの

だと思います。 

今後の展開ですが、技術をどう活かしていくかと

いう点が挙げられます。かつてはたくさんの場所に

支援をしていたところから、絞って集中して現在は

いくつかの国で展開しています。それでも寺子屋は

全国にあるわけではなく、固まった場所にあります。

他方で、例えばカンボジアのような国ですとだいぶ

ネットが発達しているところがありまして、Wi-Fi を

持っていけば結構どこにいてもネットが繋がったり

します。 

今まではフィジカルに、実際に、物理的に会うこ

とで生まれる学びが寺子屋ですごく大事で、それ

がコミュニティの拠点として大きく機能していきまし

た。今度はそれをさらにネットワーク化して、遠くの

所ともつながることで、学びの輪を広げていくような

ことも検討していただけたらいいなということを一つ

期待しています。 

もう一つは学びの輪を広げるという意味では、や

はり日本の人たちと現地の人たちとのつながりの

輪も、もっともっとさらに広がっていくことを期待した

いと思っています。 

 

高木： ユネスコの活動は、草の根の運動だと思っ

ています。もちろん大人は大人で、世界遺産の下

草刈りとか色々な事やっています。けれども、やっ

ぱり子どもたちにそのようなボランティア活動を、ど

う結び付けていくか課題です。子どもたちにとって

今日の記念動画もそうでしたが、私はいつも分かり

やすい教材って何かなっていう風に思っています。

身近なところから想像し、考えることができるものを

ぜひ見つけて、子どもたちにぶつけてみるっていう

ことをやってみたいです。 

例えば世界寺子屋運動をやっていく時に、書き

そんじハガキキャンペーンの開始の時など色々の

機会があるのですが、その際に平和の課題は避け

て通れないと思って、例えば谷川俊太郎さんの『へ

いわとせんそう』を使って、「へいわのボク」と「せん

そうのボク」といった比較をずっとしているんですね。

こういうものが一つきっかけになるかなと思います。

もう一つは北村先生がおっしゃった交流ですね。そ

こがやれればいいなと思っています。 

 

池田： 今書きそんじハガキキャンペーンで回収を

していて、ハガキ流通量が減ってきたということを

実感いたしますし、郵便局さんの方からもそのよう

なお話を以前からよくお聞きしています。そのよう

な中にあっても、世界寺子屋運動というものが、

「ハガキ一枚から」「誰でも」始められる、という国際

協力活動であってほしいと思います。 

地域でこの運動のこと、運動を含めて SDGs の

ことをお話しすると、学生さんなんかは、授業を受

けたり講義を受けたりして今自分が学んでいるとい

うことを、もう一回改めて考えて、これからも学び続

けて世界を色々なことを知りたいと言ってくれる子

もいるんです。なので、そういう「きっかけ」を与える

ものでもあってほしいなと思っています。 

また寺子屋運動では、識字だけではなくて職業

支援とかもやってらっしゃいますから、そういうこと

で世界全体が良くなっていく、ということも、続いて

いって欲しいなと思います。 

名古屋国際センターとしても名古屋実行委員会

としても、運動を支援し続けることと広めていくこと、

両方に関わっていくことで、私たちも共に学んでい

くことのできる運動であって欲しいと思います。 

 

笹井: ありがとうございました。もうそろそろ時間で

すので、これでこのセッションをお開きにしたいと思
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います。みな様四人の方に盛大な拍手をお願いい

たします。ご清聴ありがとうございました。 

 

（文責：関口 広隆） 
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総括セッション 
 
「これからの世界寺子屋運動の役割と展望」 

 

コメンテータ 

北村友人 東京大学大学院教育学研究科准教授 

高木要志男 富山ユネスコ協会会長 

池田昌代 ”世界寺子屋運動”名古屋実行委員会事務局（公益財団法人名古屋国際センター交流

協力課） 

ノン・ブッタ 日本ユネスコ協会連盟カンボジア事務所長 

ヤマ・フェロジ 日本ユネスコ協会連盟カンボジア事務所長 

 

ファシリテータ 

   笹井宏益  玉川大学学術研究所高等教育開発センター教授 

(敬称略) 

 

司会： 皆さま、大変お待たせいたしました。いよい

よ本日最後のプログラム、総括セッションをスタート

していきたいと思います。 

 

まずは登壇者をご紹介させていただきます。パ

ネリストは先程ご登壇いただきました、北村友人

様、髙木要志男様、池田昌代様、続きまして、新た

に日本ユネスコ協会連盟カンボジア事務所長のノ

ン・ブッタ様、同じく日本ユネスコ協会連盟アフガニ

スタン事務所長ヤマ・フェロジ様。皆さまよろしくお

願いいたします。ファシリテータは、引き続き笹井

宏益先生にお願いしたいと思います。それでは皆

様いよいよ最後のセッションですどうぞお楽しみく

ださいませ。 

 

笹井：今日最後のセッションということで、皆さん方

から頂いた色々なご質問とかコメントに基づいて、

ここに登壇している方々の色々なお話をお聞きし

たいと思います。総合的なテーマが、「これからの

世界寺子屋運動の役割と展望」ということで、皆さ

まには、これからこうあって欲しいんだよねっていう

世界寺子屋運動の未来像を、単刀直入に書いて

いただきました。たくさんの方からご質問あるいは

コメントを頂きましたが、時間の関係もありますの

で、全部を取り上げることはできないので、あらか

じめご了承いただきたいと思います。 

まず、SDGs と学校教育との関係についてで

す。学校教育と寺子屋運動と結びつけるという可

能性も含めた SDGs を、学校教育の中でどういう

風に取り上げていったらいいのかについて、高木さ

んからお考えを教えていただきたいと思います。 

 

高木： 私は SDGs というより ESDから入りまし

た。ESD というのは、間違いなく「持続可能な社会

づくりの担い手を育む」教育です。学校教育という

観点で、私が学校にいた時、職員の皆さんといろ

いろ協議をする中で、やはり教育課程をどうするか

というところから本当に話をしていました。 

それぞれ各教科でやるべき内容は、具体的にあ

るわけですけれども、その関連性をどう見るか、見

出すかというところに苦心しました。まずは地道な

職員の研修ですね。それをやりながら、今の学校
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教育、新学習要領で、SDGsの目標、ターゲットの

理解を行うということは、やはり避けて通れないか

なと理解した上で、ESD をもう 1回捉え直し、

ESDに軸足を置くといいなと思っています。 

もう一つは、「誰一人取り残さない」という決意

が、教育では非常に難しい、かけ離れたようにも思

われることです。しかし、よくよく考えてみれば教育

の根底には誰一人取り残さないというものがありま

す。手間がかかるから放っておけばいい、というの

はないです。手塩にかけると言いますけど、手間は

かかります。でもどの子も取り残さないというような

決意をもって臨むことが、教育の中に浸透していれ

ばそんなにずれないなというのは私の思いです。 

 

笹井： わかりました、同じ質問ですけど、北村さん

いかがですか？ 

 

北村： ありがとうございます。今高木先生のおっし

ゃったこともまさに同じように考えています。先生が

おっしゃった、教科をつなげた教科横断型・領域横

断型の学びが大事だということが、来年度から導

入される新しい学習指導要領で、ものすごく強調さ

れているわけです。SDGsの目標の中で掲げられ

ている様々な課題というのは、一つの分野から解

決しようとしてもなかなか難しいので、様々な角度

から考えないといけない。学校教育の中で、子ども

達にそのように風に考える習慣をつけてもらうとい

うことで、教科横断型・領域横断型の学びが重視さ

れるわけです。 

小学校の先生はまだなんとかできます。自分で

色んな教科を教えているので。ところが中学・高校

になると、それぞれが専門の教科を教えているの

で教科横断の学びが難しいということを、よく先生

方がおっしゃいます。 

ただ実は、学習指導要領の中でもカリキュラム

マネジメントをしましょうと言っていて、色々とマネ

ージして教科をつなげる話を自分はしているので

すが、最終的に先生がいくら繋げても、子どもが自

分で繋げられていなかったら意味がないということ

が抜けてしまっています。先生が一生懸命つなげ

ることを考えているのですけど、子どもにはヒントあ

げるだけでいいです。最終的に、子どもたちはすべ

ての教科を受けているので、自分で繋げられるよう

になることが大事なんです。「理科で習ったこのこと

って、社会で習うこのこととすごく関係があるよ

ね」、といったことを自分で繋げられる力を育むた

めのヒントを、先生方が提示することがまず一つす

ごく大事だと思いますね。 

二つ目に、高木先生が誰一人取り残さないとい

う話をされました。それも本当にこの SDGsの時

代の教育ですごく大事な事です。ただ、先ほど僕が

スライドで最後の方に、平等に台を分けただけで

は見えない子がいるから、「背の低い子には台を

高めに」という図を見せました。そして最後は「シス

テム変えちゃいましょう」というスライドを見せまし

た。実はこれはインクルーシブ教育でよく使われる

スライドです。障害を持った子が通常の教室に入っ

て、障害を持っていようがなかろうがみんな一緒

に、というのがインクルーシブ教育の考え方です。 

今のインクルーシブ教育は、真ん中の図までな

んです。つまり一緒の教室で学ぶために、色々な

機材を提供したり、サポートティーチャーで先生が

入ったり。でもそうすると、その子は自分が特別扱

いされている事をすごく感じるわけです。だから 3

番目。3番目って何かと言うと、例えば目が見えな

い子が教室にいたら、先生が教え方を変えなくて

はいけない。目が見えようが目が見えなかろうが、

分かる教え方を先生が考えるというのが SDGs

時代の新しい学びのあり方なんです。それがシス

テムを変える。学びそのもののあり方を変えるとい

うメッセージです。 

SDGsの時代は、そういう形で様々に今までに

ない課題に向き合った時にも、どんどんと変わって

かなくてはいけない。大変ですが、それができれば

楽しみながら、こんなこともできる、あんなこともで

きる、という発見をしながら、そのこと自体が豊かな
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体験になる、そういう教育のあり方っていうのが求

められているのではないのかなと思います。 

 

笹井： なるほど、ありがとうございました。次の質

問です。たくさんの方からいただいたんですけど、

「寺子屋運動の認知度が低いとか知らない人が多

い。ではどうすればいいでしょうか」。これはコメント

ですが、ちょっと難しい質問です。池田さん、書きそ

んじハガキキャンペーンにもつながる話だと思いま

すけど、どうやったら広げていけるでしょうか。 

 

池田： 例えば、私たち名古屋実行委員会が、毎年

頑張って様々なイベントにブース出展させていただ

いていると、「今年も持ってきたよ」と言ってハガキ

を持って来てくださる方っていらっしゃるんですね。

一つは「地道に」というところがあると思います。 

あと私たちもまだなかなかできてはいないので

すが、普段アプローチができるところだけではなく

て、ここ盲点だったね、とか、こういう人とつながっ

ていけばもっとこっちの方にも広がっていくのでは

ないか、とアイデアはいつも出していて、人とのつ

ながりを大切にして知っていただくことじゃないかな

って、今私たちが実行委員会で考えているのはそ

ういったところですね。そして地域の方々に知って

頂けるようにしていきたいと思っています。 

 

笹井： 高木さんはいかがですか。 

 

高木： 広げていくとき、ターゲットをどこに置くかと

いう事が一つあります。私は自分が入った会社の

関連する提携会社で、社員の方に朝礼とかミーテ

ィングをする機会があります。その時に、事前に自

分の書いたものを配って、「こういう運動があります

よ」と伝えています。小難しいことを言ってもアレな

ので、「マイケルジャクソンさんのことは一つの大き

なきっかけになっていますよ」とか、「具体的にはこ

んなことで支援しているんですよ」、ということを簡

単にお話しします。その話を聞いた人がみんな理

解しているかというと、まだ不発に終わっていて、

すっかり忘れていたりします。後でもう一度、この

団体に書きそんじハガキの感謝状を持っていった

時にお話するということもあり、リーダーの方に丁

寧に説明をすることによって、また広げていただけ

るという感じです。 

認知度とまではいかないです。マスコミ新聞報道

にも取り上げていただけますけれども、それで広が

ったか、というのはなかなか難しいので、教育の場

とそういう社会の場など、どこでやるかというターゲ

ットを見ながら取り組んでいます。 

 

笹井： なるほど、寺子屋の認知度だけではなく

て、寺子屋運動が持つ意義と言いますか、意味と

言いますか、そういうものを奥深く理解してもらい、

その理解者を増やす。もしできればそういう人たち

にも少しでも実践して欲しい、そういう風になっても

らうために、とういことですね。 

例えば高木さんも含め、ユネスコのレポートの四

つの学びの一つ「Learning Live Together」、「共

に生きることを学ぶ」とことを、色々な方が触れてい

ました。私は、寺子屋運動のことを知って理解する

ことは、それを学ぶいい機会だと思います。 

明日のセッションでもうすこし詳しく議論されるの

かなと思っていますけど、地域には色々な外国人

の方もいるし色々な活動やっている方もいて、そう

いう人たちの存在なり言動を受け入れて、その人

達と共に生きていくために、寺子屋運動を上手に

活用できないかなと思います。その辺は北村さん

いかがでしょうか。 

 

北村： 今笹井先生おっしゃった通りだと思います

し、高木先生の SDGsのお話しにしてもそうです

が、寺子屋運動はすごくいい教材になると思いま

す。先ほど、高校生の話をしたの時に、知ることが

大事だと申し上げましたけれども、何を知っていて

何を知らないのかっていうことを、考えていただくき

っかけになればいいと思います。 
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寺子屋運動とは関係ないエピソードですが、浜

松で日系ブラジル人の方がたくさん住んでいるとこ

ろのある中学校で、学校の先生が国際理解教育を

やりたかったので、是非日系ブラジル人のお母さ

んに学校に来てもらって、ブラジルの社会や文化

のことを紹介してもらおうと考えたんですね。これ

はとっても素晴らしいですよね。 

ところが、自己紹介してもらう時に、「どうせ紹介

してもらうなら英語で紹介してもらえれば英語の教

育にもなるし国際理解教育にもなる」ということで、

英語で紹介してくださいってお願いをしたんです。

これがどんなに不思議なことか。日系ブラジル人

の方ですから、ポルトガル語が自分の言葉ですよ

ね。英語で紹介してくださいと言われたお母さんは

本当に困ってしまったという話があるんです。日本

の中では、外国の人っていうと英語が話せると思っ

てしまうことがあるようです。 

寺子屋のことを学ぶ中で、皆さんもしかしたら、

本当はこんなことだったのかそんなことが起こるの

か、ということに色々気づかれる場面もあるかと思

います。日本人の視点から見て日本人の常識が通

じないとか、世界では本当はこんな社会があったり

生活があったりして、人々が生きているんだとかい

うことがあれば、それはとっても素晴らしい教材に

なると思います。 

そういう形で知るための教材として寺子屋を

色々な場面で活用していただくと、そんな活動があ

るんだ、そんな社会や国があるんだ、そんなことが

あるんだな、って知っていただけるんじゃないかな

と思います。 

 

笹井： ありがとうございます。他にいくつも質問あ

りますが、その中で寺子屋の自立性を促すことに

ついてのものがあります。 

寺子屋の自立には、経済的な面があり、とくにカ

ンボジアのいくつかの寺子屋では自立をしつつあ

りますよという報告がありました。他方でいただい

た質問のなかには、経済的のみならず、社会的に

も運営的にも自立ということが大事じゃないかとい

う意見も、たくさん頂きました。例えば、学んだ人が

教えるとか、学んだ成果を得た人が、また寺子屋

の運営に協力していくみたいなものがとても大事で

はないでしょうか。 

今回はコメンテータとして、ブッタさんとフェロジさ

んのお二人がいらっしゃいますので、自立をすると

いうことについてその現場の第一線で寺子屋を運

営されている方から、あとでまとめてお話を聞いて

みたと思います。 

寺子屋での教え方について、学んだ人が仮に教

える立場になってもいいじゃないかとか、あるいは

アシスタントになってもいいじゃないか、という意見

があるって事はお話しました。このような循環する

ような形の運営というのは可能ですかね、北村さん

いかがでしょうか。 

 

北村： もう 10年ちょっと前になるのですが、カンボ

ジアには、日本ユネスコ協会連盟がやっている寺

子屋以外にも、たくさんコミュニティ・ラーニングセン

ターがありました。でもその多くがもう活動を止めて

しまっている。それで、なぜそういうことが起こった

のかということを調査したことがあります。学生達も

連れて行って、大規模に調査をしました。 

結局閉じてしまったコミュニティ・ラーニングセン

ターというのは、基本的に政府からの支援にとても

依存していました。そのため、公的なお金が入らな

くなった時点で、もう立ち行かないってことで閉めて

しまう。それに対して寺子屋がとても違うのが、自

分たちでそれをどういう風に運営していくのかを考

えていることです。 

最初はもちろん支援があります。しかし、先ほど

も寺子屋を卒業した子の映像もありましたけれど、

最終的に、自分たちでそれをどういう風に自立的

に運営していくのか、ということを最初から考えな

がら支援をされていますよね。やはりそのことが、

他の多くの閉じてしまったコミュニティ・ラーニング

センターと比べて大きな違いだと思います。 
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他の閉じてしまったところはどうだったかって言う

と、中央政府だけではなくローカルな行政機関とか

に、「こういうの大事だから作ろうよ」って言われて

作ったものです。寺子屋の場合は、自分事として、

自分達のここにこれが必要だから作らなくてはいけ

ない、というところから始まってそこに支援が入る。

最初は外部の支援に頼るけれど、どうやって自分

たちがそこを自立的にしていくのか。自立的なサイ

クルを作るために、当然そこで学んだ人が今度は

そこに教える側として戻ってきたりとか、運営する

側で戻ってきたりというこのサイクルを、自分たちで

作っているから自立できるんだと思います。ですか

ら僕はこの事は、寺子屋が 30年かけて築き上げ

てきたすごく大きな財産だと感じています。 

 

笹井： はいありがとうございます。ちょっとまた別

の質問ですが、ユネスコ協会、特に地方のユネス

コ協会としては、現地に行きたいとかスタディツア

ーで行きたいとか、現地と交流できるようにしたら

どうなのっていうようなコメントとかご質問もたくさん

あったんですけども、高木さんと池田さんは、そう

いうことについてはどういうふうにお考えますでしょ

うか。 

 

高木： まず、世界寺子屋運動の一環で大事な活

動として、書きそんじはがきの回収がありますよ

ね。それを契機にして、会員の方々がその運動を

ものすごく一生懸命やってくださっています。どうい

う意味があってこれをやっているという知識理解は

できていても、それを自分たちなりに実感したいと

いう思いは、皆さんとはいいませんが持っている方

が結構いらして、その機運が高まって、富山ユネス

コ協会でも 7年前くらいに現地に行きました。 

私は去年行きましたが、7年前に行った時の状

況の記録とかビデオ、写真が残っているので、私

が見てきた時の状況と比べながら、例えば「持って

いったこれが大事に残っていますよ」とか、「今この

子たちはこういう風に、前とはちょっと違いますね」

みたいなそんな話もそういうお話をしながら、より

感動を深めてもらいました。 

毎年行かれる地域の方もほかではいると聞いて

います。富山はなかなか毎年ってわけにいかない

のですけれども、是非そういう機会があって、意思

が強くなれば行きたいとは思います。 

 

池田： 私がこの事務局運営を担当してほんの数

年、という話を先のセッションでしましたが、本当に

ラッキーなことに、今年の 3月にカンボジアへ行か

せていただける機会がありました。今日会場にも、

その時ご一緒させていただいたユ協の方々が、何

人かいらっしゃいます。 

まさしく実感を持って、現地を見ることで考え方と

か取り組みへの熱量というものが変わるということ

を、自分で体感してきたものですから、行きたい、

交流をしたいという思いはすごくよく分かります。お

そらくこの会場にも何名か、ご自分の経験の上で、

もっと交流したい、もっと現地へ行きたいということ

を書かれた方もいるんじゃないかなと思います。 

ですから、日ユさんにご協力を頂いてスタディツ

アーをする、あるいはスタディツアーに参加する機

会がある、のであれば、是非、行って頂きたいと思

います。 

名古屋実行委員会でもこの 10年ぐらいやって

いなかったのですが、今年度スタディツアーを計画

しているところです。それまでは 5年に 1回ぐらい

現地へ行っていました。 

スタディーツアーを実施するために、私ども実行

委員会は毎年少しずつ積立をしています。行くこと

に向けて計画と言いますか、目標立てて、やってい

ただけると良いと思います。 

あと、さきほど北村先生からお話がありました

が、日本にはたくさんの外国人の方が住まわれて

いますので、在住の方達からお話を聞くということ

だけでも、随分と考え方が変わります。私も講義や

ワークショップで「現地を見てきました」とお話をしま

すが、うまく伝わらないこともあります。ですが、同
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じことをその国から来た方がお話をすることで、「よ

くわかった」とか「じゃあもうちょっと私も考えてみ

る」とつながります。 

そういった地域の人材と言いましょうか、地域の

方々にお力をいただく。普段こういったことにかか

わっていない方にも協力していただくということも、

一つ、現地へ行くことができなくてもできること、で

はあるかなと思います。  

 

笹井： ありがとうございました。100人を超える方

からコメント、ご質問いただきまして、本当にありが

とうございます。これはここでは紹介できなかったと

ころ含めて、連盟の方で受け止めて今後の運動に

活かしていきたいと思いますのでご了承いただき

たいと思います。 

ではこのセッションの最後に、お二人のコメンテー

タからそれぞれ 3分ぐらいでコメントを頂ければと

思いますので、まずブッタさんからコメントをお願い

します。 

 

ブッタ： こんばんは。世界寺子屋運動に関して、そ

の実施と全貌につきカンボジアの状況をお話した

いと思います。 

その前にまず、なぜ私がこの世界寺子屋運動の

中で仕事をするようになったか、お話します。一番

初め、私は国連高等弁務官事務所(UNHR)で仕事

をしました。緒方貞子さんがトップを務めていた時

に、お手伝いをすることができました。そこで仕事

をしているうちに、私はもう少しやりたいと思いはじ

めました。 

そして次に国連開発計画で仕事を始めました。

そのときには、持続可能な開発を進めていくため

のプロジェクトを行っており、10年以上働きまし

た。 

寺子屋運動について知った時、大きな感動を抱

きました。というのは、草の根レベルで仕事をする

ということがいかに重要かということを、身をもって

知ったからです。EFA とかこのミレニアム目標とか

そういったものはいろいろありました。ESD もあり

ました SDGｓ もあります。そういった色々な戦略

的な枠組みがたくさんあり、多量の「紙」を発行して

いたのです。ところが、世界寺子屋運動の場合に

は活動が中心であったということです。つまり実際

に技術的に色々やることができるので、私はここで

仕事をしたいと感じました。 

カンボジアの世界寺子屋運動の展開について、

どうやって実行してきたのか、具体的な活動はどん

なふうなのか、ということをお話をしたいと思いま

す。 

「コミュニティに根ざした形で SDGs の開発目

標を果たすことを考えていく」、「それを CLCすな

わち寺子屋でやっていく」ということが、寺子屋の活

動です。ここで一番大切なポイントは「参加」という

ことです。 

持続可能な開発を進めていくためには、参加を

抜きに語ることはできません。人々が寺子屋運動

に参加していくということによって、彼らが自分の問

題だという考え方を持つことができます。そして自

分の問題になった途端に、持続可能性というもの

が現実の問題として浮上してきます。 

寺子屋の人びとは、寺子屋運営のガイドライン

を作りました。このガイドラインに則った形で持続可

能性を担保しました。寺子屋運動の中で、どうやっ

て透明性を高めていくのかということも考えました。

それから何か仕事をするときには、自分で名乗り

出て率先してボランティアをやる。そして、さらにこ

のプロセスにも参画するし、その作成の段階から

入っていく。 

持続可能性を確保するためには、参加がとても

重要だということを言いましたが、それに加えて財

政面での自立も必要です。寺子屋運動が何年にも

わたってその地域社会を支えていく。例えば、5年

間という取り組みを行っていく。最初にエンジンを

かけてもらってその後は自分で動く、走るということ

になります。そしてそういった形で何らかの活動を

根付かせていくことができるわけです。 
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寺子屋を設置するときには、人びとが果たすべ

き責任を示します。一つの寺子屋でメンバーとして

12人が参加します。村民から選ばれた人たちです

が、ボランティアとして入ってきました。例えば一人

は１ヶ月のうちに二日間 CLC の活動に携わる、

そんな形で２日ずつのローテーションを組んでいき

ました。そうすると全部で 24日になります。こんな

形で参加を進めてきました。そしてさらに建築士も

関わっていました。 

それからオーナーシップという言葉も重要だと思

います。自分の問題としていくということです。とい

うことで参加が重要である、オーナーシップも重要

である、それがとても重要であり、成功の鍵を握っ

たということを申し上げたいと思います。カンボジア

の話でした、ありがとうございました。  

 

ヤマ： ありがとうございます。ヤマ・フェロジと申し

ます。自己紹介をさせて頂きます。カブール事務所

で色々な仕事に携わってきました。日本ユネスコ協

会連盟カブールオフィスの責任者を務めており、大

変光栄に思っております。 

この世界寺子屋運動のアフガンでの展開は、治

安の問題があって容易ではありませんでした。実

施当初から治安状況が非常に悪いので、治安の

問題に取り組みながらこのプロジェクトを実施して

きました。 

私の観点から言いますと、寺子屋を実施していく

ためには、政治的・社会的そして経済的な支援が

必要です。もちろん持続可能にするためには、そ

の政府の支援も必要ですし、人々の参画も必要で

す。学校と同じようにこういった寺子屋に対しても、

継続的なしっかりとしたサポートが必要です。 

例えば、地域の人たちが、最初からオーナーシ

ップを持って運営をしていくことは、期待できませ

ん。寺子屋は元々法的に、その運営をするという

権限がないからです。政治的なサポートというの

は、政府からのサポートです。政府が寺子屋に関

して責任を持ち、教師を提供する。そして教師に対

して給料を支払うということが必要です。子ども達

への教育の良い成果を出すためにはそれが必要

です。 

社会的なサポートとは何か。これは地域社会の

人々のサポートです。ブッタさんが言ったように、地

元の人たちの参加ということです。寺子屋の人々

が学ぶという場です。そうでなければ単なる施設に

すぎません。寺子屋では学校教育と同じものを提

供するわけではありません。ノンフォーマルな教育

です。誰かの家でやるというわけではありません。

こういったノンフォーマルな教育を必要な人に届け

るために、この寺子屋という形態が非常に適してい

ます。 

経済的な支援に関しては、やはり政府の支援が

必要です。人々の支援に頼り続けることはできま

せん。寺子屋が作られた国々において、政府が責

任をもって持続可能な実施を担保していく必要が

あります。このマネージメントは非常に重要です。  

これまで 17の寺子屋をアフガニスタンに作りま

した。アフガニスタン政府は、全ての CLC寺子屋

について責任を取ってくれました。アフガニスタン

の事務所は将来的には閉鎖するかもしれません

が、政府がきちんとこれを運営していくということを

期待していますし、それができるだろうと思っており

ます。それが SDGs の目標の 4番、「質の高い

教育の達成」に寄与していくと考えています。 

ノンフォーマル教育の質というのは他のプロジェ

クトと違うわけです。しっかりとした教室がある。そ

して学ぶためのこの空間もあるということでありま

す。以上です、ありがとうございました。 

 

笹井： 二人ともだいたい似たようなお話でしたが、

非常に素晴らしいコメントだったと思います。という

のは、キーワードとして社会参加、参加ということと

が出されたからです。学ぶということに参加する、

あるいは何かを一緒に実践するという事がキーワ

ードでした。 
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もう一つのキーワードがオーナーシップ。自分の

問題として考えるということを、おっしゃっていただ

きました。これからの寺子屋の未来において、それ

がとても大事だと思います。そういったことを実現

する上で、一つの「社会運動としての世界寺子屋

運動」ということが必要になってくると思います。 

そのためには多くの人の協力、あるいはご寄付

というものが必要で、その善意が社会運動としての

寺子屋運動を支えていると改めて思います。政府

というセクターも大きな役割を果たしますが、それ

が出来ない領域がやはりあります。草の根の地域

社会における色々な識字の普及であったり、ある

いは所得の向上であったりなど、ノンフォーマル教

育分野のことは、政府の政策ではなかなかうまくい

かなくて、それよりも民間の社会運動は同じ目線に

立って、対等な立場で運動を進めていくことがとて

も大事なことだと改めて思いました。 

今日は本当に長丁場で、ここまでお話を聞いて

いただき、また質問をしていただき本当にありがと

うございました。皆さんのこれからのユネスコの活

動、それから日々地域での活動に多少なりとも参

考になったと個人的に思ってはいますが、そういう

意味ではとても良い機会であったと思います。 

改めて 5人の方に盛大な拍手をお願いしたいと

思います。それではこのセッションはこの辺で終わ

りにさせていただきましてお開きさせていきます。

どうもみなさんご協力ありがとうございました。 

 

（文責：関口 広隆） 
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司会： 皆様おはようございます。昨日に引き続き

ありがとうございます。第 75 回日本ユネスコ運動

全国大会第 2 日目となりました。これよりパネルデ

ィスカッション「学びを通して共生社会をつくる」をス

タートさせて頂きます。 

それでは皆様にパネリストとモデレータをご紹介

させていただきます。まずお一人目は、豊島区教

育長三田一則様でございます。続きましてお二人

目は、特定非営利活動法人みんなのおうち代表理

事小林普子様でございます。3 人目は、株式会社

電通ビジネス D&A 局 B チーム クリエーティブ・デ

ィレクター、キリーロバ・ナージャ様でございます。

モデレータは、公益社団法人日本ユネスコ協会連

盟事業部長関口広隆でございます。 

 

関口： 皆さんおはようございます。75 回の全国大

会2日目になりました。初日の昨日は「寺子屋の学

びがもたらしたもの」ということで、発展途上国への

国際協力の面に注目して議論を進めました。本日

のサブテーマは、「学びを通して共生社会をつくる」

ということで、日本の中での文字の読み書きの課

題を取り上げたいと思っています。 

新聞・雑誌・テレビなどで、日本国内での外国に

ルーツを持つ人々の人数が急増していること、そ

れからその世帯の子どもさんたちの日本語の問

題、学習の問題というのが、非常にクローズアップ

されています。それと同時に、日本の中での経済

の格差によって、子どもの教育にもその格差が及

んでいるということが紙面を賑わせております。 

SDGs の中では、誰も置き去りしないということ

がテーマになっておりますけれども、日本ユネスコ

協会連盟の私たちも、国内の文字の読み書き、教

育の問題に直面せざるを得ない社会的状況になっ

てきています。本日はこの問題に早くから取り組ん

できた皆様をパネリストにお迎えしまして、私たち

は今後何をできるかということを考えていければと

思います。 

パネリストの一番初めの豊島区教育長の三田

一則さんは、都内の公立小学校の教諭としてもず

っと教育にあたってこられて、2009 年から豊島区

の教育長を務めていらっしゃいます。例えば 10 年

間で 10 万本の苗木を植える学校の森づくりなど、

非常にユニークでオンリーワンの事業展開を進め

ていらっしゃいます。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

本日は、学校や教育行政の側から見た、国内で

の文字の読み書き学習の課題について語っていた

だきたいと思います。 

 
パネルディスカッション 
 
「学びを通して共生社会を作る」 

 

 

パネリスト： 

三田一則：豊島区教育長 

小林普子：特定非営利活動法人みんなのおうち 代表理事 

キリーロバ・ナージャ：株式会社電通 ビジネス D&A 局 Bチーム クリエーティブ・ディレクター 
  
モデレータ： 

関口広隆：日本ユネスコ協会連盟事業部部長   

(敬称略) 
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次のパネリスト小林普子さんは、新宿を拠点に

子どもと子育て支援、外国ルーツの子どもたちの

家庭支援をずっとやっていらっしゃいます。 

 
子どもたちがのんびりしたり学習したり、ご飯を

食べたり相談したりと色々なことに使える居場所

を、2017 年の 8 月から開設されて子どもたちがず

っと詰めています。 

18 年には、博報堂の国際文化・多文化共生教

育部門の博報賞を受賞した活動を展開されていま

す。 

お三方目、株式会社電通のナージャ・キリーロ

バさん。通常ナージャさんと呼びしていますので、

こちらでもナージャさんとお呼びさせていただきま

す。 

ナージャさんは旧ソ連生まれなんですけども、子

ども時代に、ロシア、日本、イギリス、フランス、アメ

リカ各国の地元校で教育を受けたという経験をもと

に、「アクティブラーニング、こんなのどうだろう研究

所」といった教育の新しい提案をされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実は今日お持ちしたのですが、『ナージャの５つ

の学校』というタイトルで、クスクス笑ってしまうよう

な中身の本を出していらっしゃいます。教育関係の

方が多いと思いますので、皆様の学校の図書館に

も一冊ずつ装備して頂ければ良いかと思います。

ナージャさんには、ご自分の経験をもとに、外国ル

ーツの子どもたちの学習についてこんな考えもあ

るんじゃないか、というようなことを視点に、お話い

ただこうかと思います。 
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それでは早速、三田さんからの発表をお願いし

たいと思います。よろしくお願いいたします。 

 

三田： 皆さんおはようございます。今日はコメンテ

ーターということで進めさせて頂きます。豊島区教

育委員会教育長の三田一則と申します。どうぞよ

ろしくお願いいたします。 

今この写真に写っているのは私なのですが、こ

れは新しくできた庁舎１０階の屋上の森の中で撮っ

た写真です（スライド①）。 

「え、屋上 10 階のところにこんな森があるの？」

そうなんです。区内の全ての小学生 7000人あまり

にアンケートでどんな森を作りたいかという相談を

して、川が欲しい、池がほしい、たくさん木がある森

が欲しい、ということで設計して作った森です。そん

な夢を私たちは頂きながら、10 年間で 10 万本の

苗木を、この一番緑化が遅れている区内で緑化政

策を進めてきた。 

本校も、実は私が教育長になってから設計施工

全部手掛けてきた学校で、エコスクールなんです。

緑の恩恵をたっぷり頂いている学校であります。ま

た、21世紀の新しい AI の時代に生きる子どもたち

に必要な、そういう能力をつける施設でもありま

す。 

せっかく豊島区が会場になったので、少しだけ豊

島区の紹介をさせていただきます。ここにあります

ようにこれが今お話しした庁舎でございまして、ここ

までが区役所、ここから上のビルはマンションで

す。日本で初めて、役所と民間が一緒になって施

設を作った一体型の区役所です（スライド②）。 

それから 2014年、23区で初めて豊島区は消滅

可能性都市という指定を受け、大変大きな衝撃が

走りました。「え、豊島区はなくなるの？」という話で

すね。私たちは区長を筆頭になんとかしなくてはい

けない、ピンチをチャンスに変えようと活動をおこな

ってきました。若い世代の出生率が低い、若い世

代の定住率が低いということが、一番の指摘の要

因になりました。 

様々な女性にやさしいまちづくりとか、住み続け

たいまち学び続けたいまちという、様々な政策を一

気に展開してきて、ちょうど今年の 1 月新年会で、

区長が消滅可能性都市からの脱却宣言をしまし

た。持続発展都市ということで宣言をいたしまし

て、ちょうどユネスコの皆さんと同じように持続発展

させるという決意で、私ども教育行政も進めており

ます。 

その他にも、ソメイヨシノ発祥の地、駒込に昔染

井村がありまして、そこの植木職人が江戸時代末

期に開発した美しい桜が、今では全国の桜の 7 割

を占めるに至りました。そのような特徴のある街で

ございます。 

それからこのスライドをご覧いただきたいのです

が、今日できたら是非見学していただきたいなと思

っております（スライド③）。雑司が谷が未来遺産の

指定を受けました。日本ユネスコ協会連盟のみな

さんのおかげでございます。そういうこともあって、

この場所が会場に選ばれたのかなと思っておりま

す。池袋の駅から 10 分ぐらい歩いたところにこうし

たものが残っております。 

それから西口の反対側には自由学園明日館、

重要文化財になっております。いずれも重要文化

財でございます。あるいは漫画の聖地トキワ荘、今

このトキワ荘はお休み処というところでございます

が、ミュージアムを作っていて、2020 年が完成予

定ということで着工されております。そういう区でご

ざいます。 

さて、今日の本題でございますが、私共豊島区

が進める日本語指導です。海外から定住者が増え

てきています。日本の中で豊島区は実は人口が増

えていて、10 年前は 26 万人程度だったのが、今

は 29万人を超えました。ということで人口が増えて

いる街なのです。その1割が外国人であり、その関

係で外国人がここで読んで、学ぶことが、ここ数年

で一気に変化が出てきております。 

これは東京 23区のうちの 13区が日本語教室を

設置しているということを示しています（スライド

④）。本区は 2 校で 5 学級設置しております。それ

から右側のこのグラフは、特にその中で上位の 7

区が、年ごとにどう変わってきたかっていうことです

が、昨年度の新しいデータで言うと、豊島区は 5番

目になるんですかね、4 番目か 5 番目。ちょうど一

番多いのが、お隣にいらっしゃいます小林先生の

新宿区です。それから荒川区、北区、豊島区と、こ

んな形で急激に外国人児童生徒が増えているとい

うことでございます。 

それからこちらのグラフは、豊島区の日本語指

導の必要な児童生徒にどのぐらい変化があるかと

いうことです。この折れ線グラフは小学生の数で

す。この黄色い線が中学生の数で、この青い線が

小学生の中で外国人児童生徒。こちらのスケール

で見てください。そうしますと約 4～5 年間ぐらいで

1.5倍に増えています。  

それから中学校は、子どもの数も横ばいでなお

かつ外国人児童生徒も横ばいという感じでありま 
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す。豊島区の中学校は、公立の学校が 8 校、私立

の中学校が 9 校あります。子どもたちは進路指導

をした上で、進路の選択が私立、公立と別れてい

きますので、中学校は微増ということですが、小学

校が非常に増えています。 

どこの国のお子さんが多いかと言うと、一番多い

のが中国、次はネパール、フィリピン、英語圏のヨ

ーロッパ、それからアメリカ、そしてミャンマーと続

いておりまして、今や 21カ国のお子さんがいます。 

区では今、次の時代のということで、2019 年か

ら 2029 年までの 10 カ年計画の見直しをしており

ます（スライド⑥）。その一つのフレーズでございま

すけども、この 10 年間でどういう風な変化が見ら

れるんだろうか、ということ言いますと、外国人児童

生徒の増加が、かなり見込まれています。小学校

では 3.3%、272人から 395人。そして中学校では

3.5%っていうことで 104人から 113人へ、というよ

うなことでございます。 

これも年度に色々な政治的な関係とか経済的な

変動がありまして、予想つくかどうかっていうのは、

分からない部分がございます。しかし間違いなく言

えることは、母国の多言語化、さきほど申し上げた

21 か国の言葉に、どうやって対応するかということ

を、毎日私共胸突き八丁で求められているという

のが現状でございます。 

したがってこれからの重点である言語、文化、生

活。外国人児童生徒の増加に伴って日本語指導を

徹底してやっていきたいということで、そのための

教室確保や指導教員の養成、それから多言語対

応の通訳機能を、もっと一般化できないかというこ

とで、「イマすぐ通訳」というのは商品名で恐縮なの

ですが、通訳機能を持ったシステムを導入していく

ということを考えております。 

そこで日本語指導の中核になっているのが、私

どもの教育委員会の施策である教育センターと教

育委員会の事務局で、連携しながら、まず日本語

学級の設置、それから日本語教員の加配を行って

おります。設置校は先ほど 2 校と申し上げました

が、池袋小学校と豊成小学校。仰高小学校から朋

有小学校、西池袋中学校というところに、教員の加

配をして対応しています。教育センターには日本語

を指導教室の設置をして、設置校ではないところ

の子どもたちが追級して来られるようにということ

で対応しています。しかしながら実際に通って来ら

れるのは中学生がほとんどです。数が少ない国の

小学生にどう対応したらいいのかということは、私

どものまだまだ課題になっております。 

それから通訳派遣という事業で、中国語、スペイ

ン語、ポルトガル語、ネパール語、タガログ語など

31 人の通訳の方を登録させて頂き、常駐の人もい

ますが、予約制で対応しています。中国籍のお子

さんが先ほどグラフで見ていただいたように大勢い

ますので、基本的にはそのように対応をしておりま

す。「今すぐ通訳」というものを昨年から導入しまし

て、タブレットパソコンを使ってテレビで相手国の通

訳さんが出てくださいます。そこでテレビ電話で会

話をしながら、顧客が「どういう風に考えるのか」、

「どういう意味なんだ」とかということを直接伺うこと

ができるってシステムを、重点校に導入をさせて頂

いて大変評判がいいのですが、高額な費用がかか

ってしまうっていうことから、もう少し簡便な方法は

ないかということで、色々と検討しているところでご

ざいます。 

それから放課後対策事業ということで、学童保

育の制度は全国的にあるかと思いますが、本区で

はスキップと言って、放課後に誰でも必要に応じて

全員が学校にいて遊んでいいよということになって

います。その中でも個別に支援を要する、外国語

の指導も含めて支援を要する子がいると、スキップ

の職員は別におりますのでスキップの職員は困っ

てしまいます。学校と連動なかなかできない。それ

でスクールスキップサポーターという、半分子ども

たちの学校の時間を面倒見てもらって、その慣れ

た人が放課後対策のスキップに来てまた同じ子に

対応して頂くという、新しい制度も導入して今やっ

ております。 

そうは言っても、どんどん外国人の子どもが増え

ていますので、通訳の養成とか指導者をもっと増

やしてほしいとか、それから今新しい機器でポケッ

トトークというシステムがあるということで、こういっ

たものも導入して欲しいとか、検討すべき課題は山

ほどございます。 

これは教育センターの中の様子でございます

（スライド⑦）。雑司が谷の地下鉄の出入り口のと

ころにこの教育センターがあります。これは所長で

す。この先生が日本語教室の中心になってスタッ

フでやっている先生です。子どもたちはこういう風

に追級してきて、それぞれのグループに分かれて

先生方から個別の指導を受けるようにしておりま

す。 

それからセンターの中の様子ですけど、教材に

ついても、これは文科省から出されている DLA と

いうテキストですが、その他に外国人マニュアルと

いう色々な国に翻訳したマニュアルを使って、生活
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に適応できるような工夫をして子どもたちに対応し

ています（スライド⑧）。 

日本語を学ぶにあたり、今年はどんな目当てを

もって頑張るかなという事をまず決めてもらいま

す。そして職員の中で月に応じて、日本の伝統や

文化をそれぞれ違いが有りますし共通点もあると

いうことから、取り入れて活動に活かしています。 

これは一般的に色々な語彙を増やすための工

夫です。それからこれは地理的な理解をするもの。

何度も何度もこういうものを教室のコーナーに設置

し、子どもが学ぶ機会を作っております。 

もう一つは、分かり合うとか心を通じ合うというこ

と。やはり一番大事なところですが、言語活動が足

りないところをユニバーサルデザイン化して、例え

ば教育センターの部屋一つを、きちんとルビを振っ

てひらがなが読めるようになったら位置関係がこれ

で理解できるというような工夫とか、それからこれ

は区で作っているパンフレットですが、バーコードを

当てれば自分の国のガイドブックを調べることがで

きる、ということもやっています。また、黒板のあち

こちに日本語で理解していくために必要なものをユ

ニバーサルデザイン化して設置をしています。いつ

でも取り出して自分が調べられるような資料も置い

て、充実をさせているところでございます（スライド

⑨）。 

これは日本語指導で人数の多い学校の場合、

日本語学級が教育センターの日本語教室を利用

し、個人の語学力に応じて指導にあたっています。

算数や英語や実技教科は、他の児童と一緒に取り

組むっていう点では、活躍できる場をできるだけ作

って、適応できるような工夫をしております。自国

の出身の国の文化や宗教について、あるいは食事

やお祈りや持ち物などについての配慮をすること

は心がけて行っております。 

本区は区内にたくさん私立の大学がございます

ので、立教大学を初め学習院さんはすぐ向かいに

ありますが、こういうところで留学生のお力も借りた

り、そこの担当の先生方のお力も借りたりしなが

ら、ボランティア活動で日本語の指導にあたっても

らうところも関わってもらっています。 

日本語教室設置校以外の学校では、追級をした

りテストにルビを振ったりとかして、初期指導の通

訳には派遣を要請して、できるだけ他の子どもたち

と一緒にできるというような工夫をして行っておりま

す。 

これは教科ごとに出して頂いた課題となっている

ところです。やはり教科によって理解が進むと、言

葉の壁からなかなか分かりにくいと言うような部分

があります。こういう事には私たちがどう挑戦して

いくかってことは、それぞれの現場を抱えているも

のの大きな課題だと思っております。 

まとめます。昨年日本語指導を受けて卒業した

中学生がこんな文を書いて卒業してくれていました

ので、ちょっと紹介したいと思います（スライド⑩）。 

「日本語教室の思い出。私は 2018 年の 1 月 5

日に日本に来ました。日本語教室に 2 月 15 日に

入りました。みんなの前で自己紹介をした時は恥

ずかしかったです。先生たちの話は少しだけわかり

ました。今では日本語がほとんどわかります。カタ

カナと漢字は難しかったけれど、日本語教室で練

習したのでうまくなりました。学校の勉強では国語

は少し難しいですが、その他の教科はほとんどわ

かります。人の話も最初は分からなかったけれど、

今では大体分かります。」 

という風に、この中で自分が理解してきたことを

綴っています。そして、 

「楽しく日本語を教えてくれた。僕は日本の社会

と仕事を一緒にしたいんです。だから日本語教室

が終わっても、日本語の勉強を続けていきたい。

今までも日本語を教えてくださり、先生たちにはと

ても感謝しています。ありがとうございます。」 

このような文章を書いて、私の目の前で読んでく

れました。先生方と一緒に嬉しくなって、思わず大

きな拍手で送り出したことを思い出します。 

成功する例、なかなか思うようにいかない例、そ

れから保護者からもっと日本の学校は厳しくやって

くれないかとか、色々な要望もあります。熱心な先

生方と一緒になって成果をあげて、外国から日本

に来た子どもたちに日本語を通して、社会に共生

社会の一員として生きていくことの大切さを、しっか

り学び取れるような応援をしていきたい。そんなふ

うに考えております。私からの提案は以上でござい

ます。 

 

関口： 三田さんありがとうございました。行政は本

当に予算が足りない中で、例えばユニバーサルデ

ザイン化を図るとか、留学生の力を借りるなど色々

な工夫をされて、21 カ国にも渡る多国籍の子ども

たちの対応されているご苦労が非常によくわかり

ました。 
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さて次ですけども、NPO 法人みんなのおうちで

活躍されていらっしゃいます、小林普子さん、よろし

くお願いいたします。 

 

小林： NPO 法人みんなのおうちの小林です。どう

ぞ宜しくお願い致します。一応 10 分ということです

が、その割には枚数が多いので、割と早口で話し

て行きます。 

まず表紙にある写真（省略）は、毎年 12 月の最

後の土曜日にやっている交流会です。 

教室に通っている子どもたち、その両親、親御さ

んあるいはボランティアの人たちが集まって、毎年

約 100人、あと卒業生も集まっています。100人超

える子どもたちも集まって、親御さんが作った多国

籍の料理で、日本人側は忘年会、子どもたちはク

リスマス会という風な形で、毎年 12月に行っており

ます。今年も 12月 21日に予定をしております。象

徴的な写真なので、皆さんにまずと思ってお見せし

ました。 

新宿の姿ですが、豊島区と新宿は非常によく似

た環境にありまして、先ほど教育長さんからもあり

ましたように、新宿は外国の人が一番多いというこ

とで、人口動態で 1970 年に 1.5%だったのが、今

年 4 月には 12.2%にまで増えているということで、

やはり年々増加してきています。これは働く人たち

ということなんですけれども、これに伴い子どもたち

も非常に増えているということで、教育長さんから

豊島区の学校でのサポートについてお話がありま

したが、多分新宿もほぼ同じような事をしておりま

す。 

という中で、私は NPO として、学校の外側でど

のように、あるいは新宿区民としてどのように、こ

の人たちと付き合っていくかということを 15、6年に

わたって行なってきておりますので、その経験を少

しお伝えしたいなと思っております。 

新宿の外国人住民の在留資格は、留学生が非

常に多いです。40%近くが留学生になっておりまし

て、その関係で毎年 1 月の成人式の話題が NHK 

のテレビで放送されるんですけれども、成人の約 5

割、50%が外国籍の方ということで毎年非常に話

題になっております。日本語学校が約 50 校あり、

あるいは早稲田大学が非常に多くの留学生を受け

入れているということもありまして、新宿に留学生

が非常に多いということになっております。 

一方、留学生が多いということは、すごく流動性

の高い外国人ということになっておりまして、そうい

う意味では、新宿は学校教育以外の部分でもかな

り苦労が多いかなと思っております。 

豊島区の方でも一番多いのが中国人ということ

が先ほどありましたが、新宿も中国の方が非常に

増えております。新宿の場合は先ほどちょっと指摘

したように、二番目が韓国の方。それは皆さんご存

知のように、新大久保にコリアンタウンと言われて

いるようなところもありまして、韓国の方が多いで

す。ただ増え方としては政治的なこともあり、増減

は色々です。外国人の年齢別構成も、やはりちょう

ど 20 代が 40.7%ということで、留学生が多いとい

うことと関連しているというふうに思っております。

これが外国籍の方の状況です。 

新宿に来た子どもたちに対して、日本語サポー

ト指導を行政のサービスという形で行っておりま

す。時間数としてはざっくり申しますと、中学生の場

合一番長い子どもたちで 100 時間ぐらいのサポー

トがあります。下に表がありますけれども、これは 1

年間に日本語サポート指導を受けた人数です。平

成 16 年度からの数字を示しております。この数字

が示しておりますように、日本語サポート指導を受

けた人数は、毎年約 100 人を超えています。この

100 人を超える子どもたちというのは新たに入って

きた子どもたちなので、累積していっている数字で

す。 

二番目と致しましては、外国ルーツの人々の最

初の授業。これは NPO としてということになりま

す。NPO としてまずどんなことをしたかと申します

と、子どもを連れた親のための日本語教室という

のを最初に立ち上げました。背景には 2004年６月

高田馬場近くのマンションで、外国ルーツの女子中

学生が男の子をマンションの踊り場から突き落とし

たという事件がありました。これはかなり大きな社

会問題になりまして、それを受けて文化庁の委嘱

事業として子どもを連れた親のための日本語教室

というのを立ち上げて、それを引き受けるという形

で教室を開催いたしました。 

これに伴い NPO としてツアーを組みまして、外

国人子育て家族と地域の子育て家族の愉快な週

末旅行として、新潟の方へのスキーツアーを組み

ました。その時に参加した親御さんから言われたこ

とが、「一番心配なのは子どもの教育なんですよ」

と。ではこれをどうやって解決していくかなと思いま

して、次の事業に移っていきます。 

この親子日本語教室は、現在大久保小学校で

週 1回継続して行われております。 

NPO との協働事業ということで、先ほど申し上

げた親御さんの子どもの教育が非常に心配だとい
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う声もありまして、「こどもクラブ新宿」を、新宿区と 

NPO の協働事業として 2007 年に立ち上げまし

た。 

なぜ立ち上げたかという背景には、先ほど申し

上げたように平成 10年～平成 15年頃から100名

を超える子どもたちが来日して、新宿区内の小中

学校に編入しているという事実があります。それか

ら、その子どもたちは日本語が十分でないために、

なかなか学校の授業についていけない、あるいは

学校に馴染めないという現実もありました。また、

多くの保護者の方が夜働きに出ているということ

で、家庭に取り残される子どもたちも多い。日本語

があまり分からない中で取り残されていくということ

もありました。 

だからほとんどの子どもたち、多分 100%近い子

どもたちが、望んで日本に来ているわけではなく、

親に連れられて仕方なくてきてしまった。日本語を

学ぶ動機もあまりない、友たちもいない、という子

どもたちが多かった。そのようなことの問題を解決

するために教室を立ち上げました。 

また教室の目的は、不足する日本語の学習をす

る、一人で解決できない宿題をする、ということで

す。当然親御さんも日本語が十分できるわけでは

ないので、学校から出された宿題をなかなか一人

では解決できない。あるいは学校でも授業で分か

らない時に、手をあげて先生に「これがわからない

です、教えてください」となかなか言えないから、教

室に来た時は母語で充分に話してもらうことで精神

的安定にも繋がった。ボランティアと交流すること

で、大人の日本人と会話をする機会も設けました。 

目的はいくつかありますが、子どもたちが高校に

入る際の多くのケースで、経済的に困窮している

方も非常に多いので、できれば公立学校に入れる

ところまでサポートしようということで教室を立ち上

げて現在になっております。 

教室に参加している子どもたちというのは外国

籍だけではなくて、日本国籍を持った子どもたちも

多くおります。外国籍の子どもではなく外国にルー

ツを持った子どもと言った場合、どのような子ども

たちかと申しますと、両親とも外国の方、例えば両

親とも中国の方あるいはタイの方という中で生まれ

たお子さん。その場合は両親もお子さんも外国籍

でありつつ、母語も外国語である。もう一つは国際

結婚という形で生まれたお子さん。多くの場合はお

父さんが日本人でお母さんが東南アジアの方とい

うケースが多いです。もう一つは親御さん、お母さ

んが母国で離婚して子どもを置いてきた。その子ど

もを日本に呼び寄せるという形の子どもなので、こ

のような子どもたちは日本国籍があるけれども、日

本語がうまく話せないという子もたくさん含まれて

おります。 

そのような子どもたちが教室に来て何をしている

かと言うと、多くの場合小学生クラスでは宿題、あ

るいは親御さんがフォローできない部分のところを

フォローしている。中学生クラスになりますと週 3回

開いておりまして、どこまで行っても高校に進学さ

せるという前提のもとに、学校の中での科目をサポ

ートしております。特に数学、英語、化学、社会。国

語の指導は非常に難しいというところがあります

が、子どもの様子を見て国語も勉強するようにして

おります。 

そこの中で見えてきた問題はいくつかありまし

て、日本語学習という点におきましては非常に大き

な問題があります。新宿では初期指導ということを

しておりまして、その初期指導が終わった子どもた

ちが教室に入ってきておりますので、多くの子ども

たちがすでに教室の中で勉強するという場面に遭

遇しております。その中で日本語を勉強している余

裕がないという気持ちになっておりまして、教室に

来た時には日本語の勉強はもうしたくない、学校の

勉強を何とかしてほしい、ということで日本語指導

はほとんどしておりません。かといって十分な日本

語の語彙があるかと言うと、不十分ということもあ

りますので。教科を通して教科書を読みながら日

本語の語彙を増やしていくという方法で、少しでも

日本語の語彙を獲得できるように、あるいは学校

の教科書が理解できるようなサポートを教室で行

っております。 

子どもたちの年齢に応じてやはり日本語の習得

というところに大きな差があります。中学校で来た

子どもたちは高校受験に際して、小学校の低学年

で来た子どもたちよりも意外と高校に合格していく

ということもあります。というのは、言語習得という

部分において、やはり抽象的概念を母語で学んだ

子どもたちの方が学習効果はあがる。小学生の時

に来た子どもたちは、二つの言語を上手く高レベ

ルのところまで持って行けないとか、あるいは小学

校の時点で学力が非常に見えづらいということも

ありまして、なかなか学力を伸ばすことができない

という状態で、高校受験に遭遇していくということも

あります。だから教科学習に関しましては、来日前

の国でどのような教育を受けてきたかによって、か

なり差があります。日本に来てからの学習は、子ど

もたちにとって非常に困難ではあります。 
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学校教育の問題なんですが、色々と最近は改善

されまして、教育委員会に「入りたいです」と言った

場合、断られるということはほぼなくなりました。以

前は外国人が日本の学校に入れないと言われる

ケースもありましたが、最近はそのようなことはほ

ぼ改善されてきております。高校の教育の壁は先

ほど申し上げたようなこと、あるいはその先の大学

に行こうと思った時に高額な授業料が払えないし、

ビザによっては奨学金を借りられないという現状も

ありまして、かなりの資金がかかるということで、な

かなか高等教育には進めないという現状です。 

そのため、高校を卒業した後、今申し上げたよう

に高校卒業後の進路は経済的な問題に関わって

おりまして、非常にその子にとって大きな問題とな

っております。教室の卒業生の約 6 割が非正規雇

用という形になっておりまして、これは昨年度文科

省の方が調査した結果にも同じような事が言われ

ております。 

あとは家庭の問題で、DV 家庭がかなり多いで

す。その中で特に気になるのは父親が日本人の家

庭において、DV が非常に多い。私も子ども支援セ

ンター、児童相談所あるいはシェルターで連携し

て、何人かの子どもたち、あるいは親御さんをシェ

ルターに逃がすということもしております。私が関

わったケース全てで父親が日本人だったので、日

本側がその関係をどう取り上げていくかが、とても

問題かなと思っております。 

経済的問題についてですが、教室の場合は区と

無料で行っておりますので、生活保護家庭あるい

は母子家庭が非常に多いです。既に新宿の場合

ですと、第二世代あるいは貧困の再生産が始まっ

ているということもありまして、この問題は大きいな

と思っております。 

社会的問題と言いますと、情報不足によってな

かなか就職をちゃんとできない、ビザの問題、国と

して移民という考え、言葉が使われていないという

ことなどがあります。また一方で在日している外国

人の中で、階層化が始まっております。貧困の再

生産と、他方ではやはりお金のあるグループとな

いグループと二層化されているところが気になって

おります。 

これは教室の様子です。向かって右側の写真

は、教室を立ち上げた頃の写真（省略）です。左は

今教育センターの方でやっている教室です。 

NPO と致しましては先ほど紹介いただきました

ように、2017年に居場所を設立致しました。設立し

たことによって多くの問題も見えてくる一方で、解

決できる問題も増えてきたと思っております。 

居場所「みんなのおうち」の様子です(写真省

略)。毎回夕食を作って食べています。 

自宅に学習机もないということなので、このよう

に学習する場も作っております。これは先ほど表紙

にあったのと同じ多文化交流会の様子です。 

映像制作活動 2009 年から行なっておりまして、

今月も 16 日にこれをやることになっております（写

真省略）。 

あとスキーツアーを 2015 年は金銭的な問題も

あって一旦中止しておりますが、毎年スキーツアー

をやっておりました。 

これは他言語で絵本の読み聞かせ、大久保図

書館と連携して行なっております(写真省略)。 

今年から行っておりますがキャリア教育（写真省

略）。キャリア教育をする目的は先ほど申し上げた

卒業生の 6割が非正規であるということで、今回は

四つのテーマに絞ってキャリア教育を開始しまし

た。 

これはちょっと自慢なんですけれども左側の子

は教室を卒業した子で、川崎フロンターレで J リー

ガーに一昨年なりました。右側の子は昨年中学校

卒業で、青森山田にサッカーでスカウトされて行き

ました（写真省略）。 

最後に NPOの活動としてこの赤いところだけ見

ていただければわかりますが（写真省略）、活動か

ら得た宝物は、関わった子どもたちや人々が私や

ボランティアを育ててくれたということでこの教室の

中で既に多文化共生は始まっていることです。た

だそれをいかに地域に広めていくか、あるいは新

宿全体に広げていくかというのは、まだまだ試行錯

誤ということころになっております。 

ご清聴ありがとうございました。 

 

関口： 小林さんどうもありがとうございました。NPO

で実際の現場に関わられているということで、視点

が非常に鋭くて、例えば子どもの学習の問題です

が、私たち日本語ができればいいかと思っていた

ら、日本語の学習と学校の勉強は別だというような

視点だとか、外国人ルーツの世代で階層化が始ま

っている等、現場の本当に細かい点までピックアッ

プしていただきまして、有意義な説明がありまし

た。ありがとうございます。 
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さて次はキリーロバ・ナージャさん、もうこれは聞

いていただくと、本当にクスクス笑ってしまうような

説明になります。どうぞよろしくお願いいたします。 

 

ナージャ： 皆さんこんにちは。ナージャです。10 分

しかないので超マシンガントークでいきたいと思い

ます。私はお二方と違って唯一学ぶ側でしたが、ど

ういう生活を小学校・中学校から今まで送ってきた

かをちょっと説明したいと思います。 

まず、私が今まで住んできた国をご紹介します。

ソ連（現在のロシア）に生まれまして、その後は日

本（京都）、イギリス（ケンブリッジ）、フランス（パ

リ）。また日本（東京）に戻ってきて、アメリカ（ウィス

コンシン州）に行って、日本（東京）に戻ってきて、カ

ナダ（モントリオール）に行って、日本の色々な都市

（札幌、名古屋、東京）に住んで、これからはどこに

住むんだろうという感じになっております。 

学年に置き換えて考えると、10 回以上転校して

きました。小学校に入学しましたが、なぜかまた保

育園に戻りまして、そのせいで次は小学２年生をス

キップして、小学校 3年生になりました。 

これは不思議なことなのですけれど、小学校を 3

回卒業しています。どういうことかと言いますと、ロ

シアの学校は小 4で卒業なので卒業しました。とこ

ろが、その後アメリカに転校したら小５で卒業で、

「またですか」みたいな感じでまた卒業しました。今

度日本に来たら、「小学校は６年間あった」という感

じで、そろそろ中学生になりたいなと思いつつ、もう

一度小学校に戻りまして、また卒業して、という具

合でした。 

ギネスに応募しようかなと思ったら、母親に卒業

証明書があるかわからないと言われまして、計画

は頓挫しています。 

その後、中学校・高校は 3 年ずつ、大学は 4 年

間行っています。 

親が必ず現地校に行きなさいということで、私は

毎回現地校に通っていたんですけど、言語で表す

とこんな感じの生活を過ごしていました。 

最初はロシア語が母国語なんですけど、日本に

来て日本語、そして英語、フランス語、日本語、英

語みたいな感じで、毎年言語が変わっていました。

もちろん何も分からないので、小学校の８割の時

間は、何一つ分からないまま過ごして今に至るって

いう感じです。 

続いて、日本語、英語とフランス語、日本語とい

う順番です。 

日本語は覚えたのですが、最初は京都でその

後東京だったので、「君の日本語変だね」ってみん

なに言われてました。どうやらそれは関西弁だった

らしく、私は全然気づかなかったのでそうやって過

ごしていました。英語でもイギリスからアメリカに行

くと「発音が変」とか言われ、ほとんどの時間で何

か色々なツッコミを受けながらも楽しくやってきまし

た。 

こういう生活をすると何が起こるかというと、毎回

先生が違うことを言うんですよ。違う国に行くと「前

の国と真逆のこと言っている」と思うことがたびたび

の日々を過ごしていました。 

そのような暮らしをずっとしているとどういうこと

になるかと言うと、もう何が正解か全く分からない

し、誰の言うことを聞けばいいかわからないし、毎

回途方に暮れていました。でも途方に暮れてもしょ

うがないので楽しく、面白がるしかないと思ってい

たので、今から私が編み出した五つの切り口を皆

さんにお伝えしたいと思います。皆さん、教育関係

の方が多いと思うので、釈迦に説法なことが多々

あるかもしれないですけど、ご容赦ください。 

私が住んだことのある国は６か国ありますが、カ

ナダは省きます。またヨーロッパばっかりだったの

で偏らないように、この前モロッコの大学生にモロ

ッコについて色々聞いてきたので、モロッコを含め

てみます。ということで、日本、ロシア、アメリカ、フ

ランス、モロッコ、イギリスの 6か国について考えて

みたいと思います。 

まず一つ目は、一人で登校するかどうかについ

てです。 

日本は「一人で学校に来なさい」と言われて、す

ごく違和感がありました。ロシアとかは絶対親と一

緒に学校に来るので、最初は親が１０メートルぐら

い離れたところから覗き見して、うちの子はちゃん

と学校に行っているのかみたいなことをやっていた

のですが、先生に怒られて徐々に一人でできるよ

うになりました。 

６か国の中で学校に一人で行ったのは、日本と

フランスしかなくて、あとは全部親と一緒に行きまし

た。ロシアはもちろん親と一緒に行くのが基本です

けど、アメリカはスクールバスか親の車で送りま

す。私は学校から徒歩 3 分の所に住んでいたので

歩いて行っていたのですが、基本は親と一緒。モロ

ッコでも基本的に学校が家から遠いので、親が送

っていくというのが普通らしかったです。 

イギリスが一番面白くて、年度の初めに誰が送

り迎えするかというリストを作らなくてはいけなく

て、そのリストに名前が入っていないと、親であっ
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て「この人と一緒に行ってもいいよ」と先生が子ども

に言わないのです。そのため先生が保護者をほぼ

全員分知っているという感じで、とても厳しいシステ

ムになっていたのが面白いです。意外と世界で見

ると一人で登校しない方が普通だと思ったわけで

す。 

ちなみに、ちょっと脱線して、学校の校舎につい

て見てみると、その形は全部違っています。日本

の校舎は皆さんよくご存知ですね。ロシアは小・

中・高同じ建物だったり、フランスは中庭があった

り、イギリスは２階建てだったりします。 

二つ目は、みんなより成績が良い方がいいとい

う学校と、みんな一緒に勉強してみんな一緒に成

績が上がるほうがいいという学校があるということ

です。 

ロシアはもちろんスパルタ教育なので、自分の

成績が良ければそれで良かったので、最初は、別

の思想を持つ学校があることにすごいびっくりしま

した。 

 

これはもしかしたら座席に関係するのではない

かとちょっと思っています。 

日本・ロシア・モロッコは似たような感じになって

います。日本は 2 人くっつけて座ることがとても多

いと思いますが、ロシアとモロッコも大体このパタ

ーンです。 

アメリカ、イギリス、フランスは、みんな向かい合

って座ってグループワークするんですよ。 

アメリカは真ん中にソファがあってゴロゴロしてリ

ラックスして学ぶ科目と、机に向かって書く科目と

別れていて、算数以外はだいたいゴロゴロスタイル

が多いです。 

フランスでは、外国人クラスが学校にありまし

た。だからフランス語がしゃべれない子どもたち、

小３、小４、小５年生ぐらいが集まって向き合って座

って、先生に「とにかく喋れ喋れ」と言われてました

が、当人たちは「いや、喋れないのですが…」みた

いな感じで、身振り手振りで学んでいました。 

これは予想通りの結果かもしれませんが、前に

向いて座るタイプ（日本・ロシア・モロッコ）だとやっ

ぱり先生に集中するので、個人の成績とか個人の

できる度合いが計られることがとても多いです。他

のフランス・アメリカ・イギリスでは、意外とみんなと

一緒にできるタイプが多いです。  

私がいたイギリスの学校だとテーブルごとに成

績がつきました。テーブルごとに得意科目がバラ

バラな子が座ります、私はたまたま英語が苦手だ

ったけど隣の子は算数が苦手だったので、私に算

数を聞くとか、そのようにわかることを教え合って

学ぶスタイルでした。成績が一緒なので、自分だけ

できても意味がないっていうことでみんな教え合っ

ていました。 

アメリカは先生が意見を聞いてくるので、幅のあ

る意見が大事だったりもします。そうするとやっぱり

個々の違う体験をした子が、そこでスポットライトが

当たったりします。 

フランスは同じ状況の子どもたちと一緒に学ぶ

ので、自分はフランス語ができなくてどうしようみた

いな感じが共通していて、「フランス語できないけど

頑張ろうね」みたいな感じで、お互いに何語を喋っ

ているか途中でわからなくなることもいっぱいあり

ました。 

自分だけができるようになるのは、自分の凄く得

意なものがあればすぐドンと伸びるけど、私みたい

な現地の言葉がまだできない子にとっては馴染む

のがちょっと大変でした。けれど負けず嫌いの部分

が着火されたので、良かったかなと思います。 

三つ目は、「何か意見をたくさん言ってね」という

ところと、「あんまり言わないでね」っていうのがあ

ります。私は非常に人見知りなのであまり喋ったり

しないのです。喋れないのではなくて母語でも喋ら

ないのです。 

アメリカでは「もっと意見を言いなさい、言いなさ

い」と特に言うんですけど、日本に来ると、「なんか

あまり変な意見言うと、先生ちょっと困っちゃうんだ

よね」と言われたりしたこともありました。結構先生

によるんじゃないかなと思いますけれど。 

各国の先生についてですが、日本の先生は何

でみんなジャージなんだろうという疑問から、ロシ

アの先生は何で体育の先生以外、みんな女の人

なんだろうとか、モロッコは何で男の人はみんなひ

げもじゃなんだろうとか、色々な先生についての疑

問があります。フランスはフランス語とその他の教

科を教える先生が 2 人いたんですけど、なんで先

生が 2人もいるんだろうとか思ったりして。 

これをさっきの質問に分けると、仮に「トップダウ

ン先生＝意見言わないで」と、「ボトムアップ先生＝

意見もっと言って」って呼んでいます。日本とロシア

とモロッコは先生が知恵を伝授するので、みんなに

均等にフォローしていくやり方をしていて、あまりそ

こで変な意見を言うとまとまらないというか、一緒に

学んでいくことの方が重要視されている感じがしま

す。 

やっぱりフランス・アメリカ・イギリスは、色々な意
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見が出た方が面白いということで、逆に外国人の

子どもがそこで変わった意見言うと、なんか「おお、

そんな意見はなかった」って言って褒められたりも

して、個性を評価する所が凄くあります。 

フランスで私のいた外国人のクラスは、個性を

大事にしたんですけど、普通のクラスはもうちょっ

と、多分トップダウン型なので真ん中に位置すると

思います。そういうところにも先生がどんなことを引

き出していくか、その違いがあるなということが凄く

ありました。 

四つ目のはてなは、ある国では「それはわがま

まだね」と言うけど、だけど他の国では「それは個

性だね」って言うことです。私は「お肉を食べない」

主義なんです。宗教でもアレルギーでもないので

すが、12歳から肉を食べていません。 

イギリスのランチタイムでは、皆バラバラのもの

を食べています。給食の人もいるし、あと各々の弁

当を食べる子どももいます。私は日本の給食だと

食べる物がほぼなくて、1 年間牛乳だけ飲んで過

ごすという体験をしたことがあるのですが、結構困

りました。 

そのシステムを考えてみたのですが、「給食の

国」と「弁当の国」が分かれているようです。 

ロシアと日本は給食も一緒のカテゴリーですね。

ロシアは低学年だと、10時 15分ぐらいに朝食も出

たりします。フランス、アメリカ、イギリスは弁当でも

給食でも好きな方を選べます。モロッコは弁当を持

ってくるか、何か買いに行くか、どこかで食べてくる

かです。フランスは学校から出て家に帰って食べて

も良し、買い出しも良し、と好きにできるということ

がありました。 

こうバリエーションがあるのは何でだろうと思った

のですが、国によって食に対する思想も違っている

ようです。同じものを食べて行くことが大事だという

考えは、日本とロシアではまだまだあるなと思って

います。 

多分アレルギーとか宗教の子への配慮はありま

すが、「主義」を持つ子どもへの配慮については、

ロシアと日本はそんなにまだ理解度がないと思い

ます。好き嫌いをなくしたり、同じものを栄養バラン

スよく食べるという理由がちゃんとあるので、それ

はすごくいいなと思いつつも、他の四つの国はやっ

ぱり個々の食文化を尊重しているので、給食がだ

めなら持ってくるとか帰って食べるとかっていうの

は許されていたました。私が肉を食べないのを、個

性だと判断するか、好き嫌いのわがままとするか

は国によって分かれていました。 

最後は言葉の話です。さきほど、関西弁のことを

話したんですけど、私は毎回行った国の言葉を喋

れる状態で行ったことは全くありませんでした。「ハ

ロー」ぐらいはわかったかもしれないですけど。そう

いう感じで来た子を、どうフォローするかが国によ

って違いました。私の時代の話なので今は変わっ

ているかもしれませんが、システム化されていると

ころと、されてないところが当時はあったのではな

いかなと思っています。 

ロシアは特に対策はないです。多分外国人が当

時そんなにいなかったっていうのはあるかもしれな

いですけど、基本は普通に教室に通ってもらって、

そのうちわかるようになるだろうという淡い期待を

込めていたようで、何もありません。 

日本だと、東京外語大からロシア語専攻の若い

女性の方が教えに来てくれていました。その時の

私はたまたまそういう人がいたので、個別に月に

何時間か教えてくれるみたいなのがありました。 

アメリカとかだと皆さんご存知のように ESL とい

うのがありました。クラスでも 1/3～半分近い子ども

は母国語が英語ではないので、アメリカ生まれでも

ESL に通う子が多くて、普通にみんなが英語を学

ぶ時間に ESLに行きました。個別指導が初期のこ

ろはあるし、慣れてきたらグループで一緒に学び、

文化とか食べ物とか何かお祭りとか、子どもが興

味のありそうなモノを一人ずつ先生が見つけていっ

て、そこから英語に興味持ってもらうために努力し

てくれたのですごくやりやすかったです。 

フランスはさっき言った通り外国人クラスがあっ

たので、変なプレッシャーというかみんな喋れない

から一人だけ仲間外れにされない感じがあって、

それも良かったです。 

モロッコはそもそも外国人がそんなにいないけ

ど、ただアラビア語の学校とフランス語の学校があ

って、どちらの言語で学ぶかというのが選べる仕組

みになっているそうです。 

イギリスでは先生が私に英語教えてくれたことは

なかったけれど、クラスメイトが同じテーブルにたく

さんいるので、彼らから英語を学びました。そうす

ると子どもがしゃべりたい英語って、必ずしも先生

が教えてくれる英語ではないので、変な英語ばか

り覚えて過ごしていました。 

このようにやり方がそれぞれありましたが、私は

負けず嫌いなので指導されなくても絶対に負けず

に上手くなろうという気持ちでサバイブできました。

でもやっぱりどうしたらよいのかというのは、結構

難しい問題だなと思っています。 



講演録 世界寺子屋運動 30周年記念 第 75回民間ユネスコ運動全国大会 in 東京 

二日目 2019年 9月 8日 

67 

 

公益社団法人日本ユネスコ協会連盟 

学校には色々な違いがあるけどやっぱり正解は

ないし、たぶん日本の子どもたちをフランスの議会

方式に並べて日本語で喋ってくださいと言っても、

そんな性格をしていないので難しいだろうなと思い

ます。参考にはなるけど、別の独自の何かを考え

ていかなきゃいけないなと思います。なのでそれぞ

れの学校や子どもたちにとって、時代に合うもの

を、私たちは考えていかなければいけないところに

来ているなと私は思います。 

他方、学校の日本語教育で特別に教えてもらえ

たことによって、私は日本語が喋れる様になったこ

とに感謝をしていますので、何か今後も子どもたち

のためにできることがあったらいいなと思います。 

 

関口： ナージャさん、色々ありがとうございまし

た。日本での色々な教育の課題を、大学の先生が

必死になって研究していますけど、ナージャさんの

話を聞いていると、もしかしたら先生のジャージを

禁止してブランド服を着せると、半分ぐらい解決す

るんじゃないか思ってしまいます。面白い視点を頂

きました。ありがとうございます。 
 

さて残り 20 分ぐらいになりましたけれど、私たち

のユネスコの活動では、今後日本にいる外国ルー

ツの子どもたちに、どう関わっていくかっていうこと

が課題になってくるかと思います。それで、既に先

進的な活動されているお三方に、それぞれちょっと

ヒントをいただければと思います。 

まずはナージャさんから。普通の私たちは、小学

校の時に 5 回転校するという経験はないですね。

でもその経験がない中で、疑似体験でもしてみて

頭をナージャさんみたいに柔らかくする方法はどう

したらいいのかということ。 

それから小林さんには、NPO としての小林さん

みたいに、鋭い目で色々な課題を見つけることは

どうやったら私たちのような一般の人でもできるよ

うになるか。 

それから三田さんには、小学校を緑化する時に

色々な子どもたちの声を聞いた、1 万人くらいに聞

いたというその同じ手法で、私たち NPO の人が地

域にいる外国ルーツの子どもたちに聞いてみる場

合、聞く方法はどんなことが考えられるか。 

それぞれ３分ずつぐらいからでもお願いできます

でしょうか。最初はナージャさんお願いできます

か。 

 

ナージャ： とても難しい問題だなとは思います。で

も私みたいな色々な国で転校した子どもというか、

私ぐらいの世代の友たちに聞くと、みなが共通して

一つの事を言っています。それはどこかのタイミン

グで、自分の武器というか、立ち位置というものを

見つけられるかどうかが、すごく分かれ目だったと

いうことです。 

やはり外国人として来ると、他の人と違って何も

通じない中でどうやって生きていくかと考えます。

それまで勉強がすごくできたけれども、転校した瞬

間にいきなり学年トップから学年ビリに必然的にな

ってしまうわけじゃないですか、喋れないっていうだ

けで。そういうショックがすごく大きいのです。 

特別扱いしてほしいと思うわけではありませんで

した。私は逆にそういうのをあまり望んでいなくて、

むしろ私は普通の子と一緒だと考えていました。た

だ言語が喋れないだけだから、「先生もロシア語で

きないでしょ、私も日本語できない」みたいな感じで

対応していました。あまり特別に教えてもらうという

より、普通に過ごしている間に学んでいく、だから 1

年後には結構喋れるようにもなるし、成績も上がる

みたいなことを体験していました。 

小学校の時って学びに対するプレッシャーがそ

んなになかったんですけど、でも中学生になった時

に、そろそろ本格的に勉強しないとまずいという事

に気づきました。その時はカナダの学校にいて、テ

ストとかもあったのですが、例えば何か調べてプレ

ゼンテーションしてくださいとか、そういう授業がと

ても増えます。例えば作文を書いてきてくださいと

か。そうすると言葉はできなくても、どうやってそれ

を他の子と同じようにできるかということを画策して

いくわけです。 

アイディアを使えば、全然喋れなくても絵とかジ

ェスチャーを使えばいいものが作れる。作文とかも

ポエムにしちゃえば、そんなに語彙力いらないじゃ

ないですか。そういう風に工夫していったんです

よ。自分には他の子にはない違う国の経験とかバ

ックグラウンドがあるので、それを混ぜ込んでみ

て、そうすると個性が目立ってきます。私はこういう

ことだったらたぶん英語がまだできなくても、他の

子と戦えるんだっていうのに気づいて、自分の立ち

位置を発見しました。そうするとあまりそれが苦に

ならないというか、得意分野、立ち位置が分かって

しまったので、それを突っ走るというか、学習に応

用していくということが大事でした。 

ずっとアフリカで転校を繰り返していた帰国子女

の子に聞くと、みんなそういう体験があって、そこの

グループや学校の中で、どういう立ち位置に自分

はなると生きやすいかというのを、子ども自身が見
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つけなきゃいけないので、それが見つかるきっかけ

が、大人たちのサポートによって得ることができる

といいなと思っています。 

テストはマルバツだけど、意見を聞くとか作文と

かは個性が出やすいので、何かその子が光る瞬

間というものを見つけて応援してあげると、算数で

も何でもいいんですけど、いいなと私は思います。 

 

関口： ありがとうございます。次は小林さんお願

いできますか。 

 

小林： 質問いただいたことは、実は先ほどの最後

のところで端折ってしまったところに書いてあったこ

となんですけれども、この子どもたちのことを地域

で理解してもらうというのは、なかなか難しい問題

になっているのが現状です。 

NPO として行政等にも色々提案していっている

中で、新宿も多言語で相談窓口を持っているんで

すけれども、青少年に対する窓口相談というのが

ない、というところが非常に大きいかなと思いま

す。 

子どもたちが持っている問題というのは、家庭内

の問題が非常に多い。例えば先ほど申し上げたよ

うに虐待の問題だったりとか、経済的な問題だった

りということもありますが、それを行政の区役所の

1 階にある窓口に行って、「すいません」っていうこ

とはなかなか言えない。 

子ども総合センターはありますが、なかなかそこ

に足を運んで相談できるところがない。現在「居場

所」の方でそのような相談をしているのですが、や

はりそのような場所が欲しいかなということです。 

もっと一歩進めて言うのであれば、例としてその

青少年たちをいかに地域で使っていくか。例えば

避難所立ち上げのメンバーに彼らを入れていくと

か、大体の子どもは卒業した学校が避難所になっ

ているので、避難所立ち上げの場合にその子たち

を使ってみたらどうだろうなということも提案はして

いますが、なかなか実現していかないということも

あります。 

日本に来ている親御さんたちは、地域住民にな

ろうと思って来ている方はほとんどいないです。経

済的理由で日本に来ていますので、地域住民とな

って、あるいは町会に入ってという考えの方が非常

に少ないです。その中で、やはり地域の方たちも、

あの人たちはどうせ国に帰る人だと思っている風も

ある。ただ実際には、ほとんどが永住していくという

こともありますので、そこは地域住民としてお互い

に歩み寄るのはどうしたらいいかと、そこのところ

の架け橋になっていくのが NPO かなと思っており

ます。 

それで例えば日本語さえできればいいんという

話でもないし、かといって日本語が十分できないと

いうところも、日本語が非常に難しい言語ということ

もあります。社会というのは次世代の人たちにつな

げていくと考えると、現在の時点では私たちが頑張

って次の社会を作っていく。そこは多様性を認める

社会になっていかなければいけないんではないか

な、ということです。全ての人たちが、傍観者では

なくて当事者になるということから、この問題は国

際交流という視点ではなくて、地域問題ということ

で、私も含めて考えていかなければいけないので

はないかなというふうに思っております。 

 

関口： ありがとうございました。それでは三田さん

お願い致します。 

 

三田： 私ども豊島区は、今国際アート・カルチャー

都市構想というものを掲げて、所謂多文化共生と

いうことで、国際都市として恥ずかしくない街づくり

をしていこう、学校教育もいかに多文化共生という

ことで進めていくのかということを、これからの大き

な課題だと受け止めております。 

それで二つほど私どもがこれからの方向を示す

ものとして考えていることがあります。 

とある日本語教室を設置している学校で、研究

発表をして、中国人のお子さんが非常に多い学校

で、その時のゲストティーチャーは中国人のお子さ

んの親御さんで、通訳は子どもがやってくれまし

た。そして日本の親御さんもゲストティーチャーを

やる。例えば、お正月はどんな遊びをするとか、凧

揚げやコマ回しってどんな凧やコマの違いがあっ

てどうやってやるとか、体験活動までやって大変盛

り上がりました。 

全部媒体になるのは子どもたちの通訳。学んだ

日本語をそこで活かす。それから中国の文化から

中国語を知った子どもたちが、中国の言葉を覚え

るという風に、一方的に言葉を教えると言うだけじ

ゃなくて双方に学んでいくその背後に、文化とか生

活とかいうものをいっぱい感じて、これからのいい

方向づけになるなということを私どもは考えまし

た。ちょっと隣の人に聞ける、あるいはすぐ周りに

相談できるというチャンネルをいかに増やしていく

かということは、大変重要な課題だと思っていま

す。 

それからもう一つ、昨年暮れから今年にかけて、

ロータリークラブさんが周年行事で教育委員会と
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何か連携してやりたいということで、ふるさとかるた

を作るということになり、子どもたちに「絵かるた」と

「読みかるた」の募集をしました。その狙いは外国

人の子どもたちに、日本のことをたくさん知ってもら

いたい、楽しく知ってもらいたいということで、カルタ

を外国人の子どもにプレゼントする。それから日本

の子どもと一緒になって遊んでもらいたいというこ

と。 

ついこの間の放課後対策事業で、放課後の子ど

もたちの教室の中でかるた大会をやりました。大変

盛り上がりました。一緒に自分たちのふるさとの学

校の周りの文化財や歴史について知ろうと、日本

の子どもも外国人の子どももそういう意欲が湧き、

盛り上がったと聞いております。やはりそうした子

ども同士、そこで関わった親御さんが地域で一緒

に生活を通して言葉と文化を理解していくというこ

とが、これからすごく大切なことだと考えておりま

す。以上でございます。ありがとうございました。 

 

関口： 今のお三方のお話しをまとめたいと思いま

す。まずは三田さんの話で、子ども同士大人同士

の接触、交流を増やすこと、それに対して工夫をす

るということ、これが一つのヒントだということでし

た。 

それからナージャさんからですが、今外国人ル

ーツの子どもとしてきている子どもたちが、その状

況をくるっと転換、大人の言葉で言うと価値転換す

るきっかけとして、自分たちの個性、生き方ってい

うか色々画策して工夫すること。これをやることが

助かったっていわれました。それをいかに今日本

にいる外国のルーツの子どもたちに、そういうチャ

ンスを与えてあげようかっていう事が一つのヒント

になったかと思います。 

最後に小林さんですけど、やっぱり NPO という

のは架け橋になると。これがやっぱり民間ユネスコ

をやっている私たちの役割、架け橋でもあるかと思

います。 

今日伺ったこの三点の結論・サジェスチョン、そ

れからその前に頂いた色々な話、これらを私たち

が咀嚼しまして、次の 10 年 20 年増えてくるという

ことが確実な、外国ルーツの子どもたちの教育、日

本語、それから学習の問題から生活の問題に対応

していくということを、少しずつ考えていければと思

います。 

このセッションは非常に面白いセッションでした。

これで終わらなきゃいけないのが残念ですけれど

もこれで終わらせていただきます。どうぞお三方に

拍手をいただければ幸いです。 

 

（文責：関口 広隆） 
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司会： 皆様お待たせいたしました。これより

映画監督山田洋次様による基調講演を始

めさせていただきたいと思います。皆さんワ

クワクされていると思います。 

映画「男はつらいよ」シリーズでおなじみ

の山田洋次監督でございますが、この「男

はつらいよ」の新作が、今年の年末に公開

されると伺っております。また 1993年に、東

京の下町にある夜間中学校を舞台に、様々

な境遇の生徒と教師の交流を描いた映画

「学校」シリーズを制作されるなど、教育問

題にも深いご関心を持っていらっしゃいます。 

本日は「2019 年 寅さんの学校論」という

タイトルで、お話をしていただきます。それで

は山田洋次監督にご登場いただきたいと思

います。皆様大きな拍手でお願い致します。

山田監督ようこそお越しくださいました。 

 

山田： 皆さんこんにちは山田洋次です。今

日はこのお暑い中ご苦労様です。 

世界寺子屋運動 30 周年記念と伺ってい

ます。今司会の方のご紹介にありましたけ

ども、もう 20年以上前 1992年だったかと思

いますが、「学校」っていう映画を僕は作っ

ている。それは夜間中学を舞台にした物語

で、文字を読めない書けない生徒がたくさん

いて、そこでの識字教育っていうのかな、そ

ういうことにも触れた体験があるので、そん

な思い出話みたいなことを、ここにいらっし

ゃるのは皆教育に携わった専門家の皆さん

ですから、聞き飽きたようなことかもしれま

せんけども、お話しすればいいかなと思って

います。 

その前に僕は「寅さん」を、もうちょうど 50

年前の 1969 年から作り始めて、49 作まで

作ったのですが、その中でも教育の問題っ

ていうのは随分触れているのではないかと

振り返って思います。といいますのは、寅さ

んの妹のさくらには満男という名の一粒種

 
基調講演２ 
 

「2019 年 寅さんの学校論」 
 

キーノートスピーカー： 

山田洋次：映画監督 
 

（敬称略） 
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の息子がいる。この少年が小学校から中学

校、思春期を迎え、やがて入試の問題で

散々苦しみ、そして青年期には恋をして、そ

の恋に苦しんだりしながらやがて卒業して

就職する。そこまでをこの映画は 27 年かけ

て作っているわけです。 

彼、満男というさくらの息子の成長の過程

で、寅さんっていうおじさんがそばにいる。こ

のおじさんっていうのはなかなかへんてこり

んのおじさんで、少年時代はずいぶん迷惑

な存在だった。「なんで僕のおじさんはもっと

偉い人じゃないんだろう」、「学校の先生とか

弁護士とかお医者さんとか、そういう人じゃ

なかったんだろう」と思っていたんだけども、

彼が成長するに従って実はとても頼もしい

存在であることが分かってきた。だんだん彼

の精神的な成長は、つまりだんだん寅さん

っていうこのデタラメでいい加減でめちゃくち

ゃな男を認める、だんだんこう人間として認

める。この人がつまり両親の持っている堅

苦しい古臭い道徳観に風穴をぶちぬいてく

れるような、とても素敵な人なんだっていうこ

とがだんだんわかってくる。 

そのことで例えば彼が親には相談できな

いような恋の悩みについて打ち明けたり、そ

れに対して的確な返事をくれたり、時として

叱られたり励まされたりするということで、結

果として寅さんというのは、彼の人間の成長

にとってとても大事な教師であったんじゃな

いか。そういうおじさんというのは、特に男の

子にとってはとても重要な存在なんだなって

ことを、僕も作りながらだんだん考えるよう

になって。 

「君たちはどう生きるか」っていう有名な吉

野源三郎さんの本がありますけど、そこに

登場するのもおじさんなんですよね。おじさ

んが自分の可愛い甥に色々教えるって形で、

この甥が精神的に知的に、知的な世界を辿

り始めるという、そういう風な形で哲学を教

える本でしたけれども。そういう存在として

寅さんがいるんだということを、映画を作り

ながら僕は発見していった。 

満男という少年とおじさんとの関係。「寅さ

ん」シリーズのそういう場面をピックアップし

て持ってきていますから、ちょっと僕の話を

聞く前に観ていただければいいと思う。そう

すると寅さんという映画を思い出してもいた

だけるのではないかと思います。ちょっと皆

さんご覧ください。 

  

（「寅さん」シリーズの一部上演） 

 

ということでご紹介終わります。 

僕が夜間中学の存在を知ったのは「寅さ

ん」の最初の頃かな、まだ 1950 年代だった

と思います。映画を完成させたのは 1993年

だけども、かなり前、20 年以上前から僕は

その企画を抱えて温めていたんですけども

ね。1970 年代に僕はある人に言われて、

「夜間中学というのは非常に面白いと思うよ」

といわれて。 

当時は今の夜間中学校とはだいぶ違い

ますね。当時はまだまだ日本の敗戦が後を

引いていたから、貧困ゆえに学校に行かな

い、義務教育を終えないままに大人になっ

てしまった人たちがたくさんいた。だからそ

の人たちは字を読み書きできないままに社

会人になっている。で、こういう人たちが随

分この当時夜間中学に来て、もう一回という

か、改めて勉強してその読み書きを習うとい

う、そういう人たちが随分夜間中学校にはい

たんですね。 
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今は来日した外国人が圧倒的に多いん

です。その当時も多少は残留孤児と言われ

た人たち、あるいはその人たちの子弟がい

ましたけども、今みたいに外国人の多い学

校ではなかった。どちらかというと、夜間中

学っていうのは一番基礎になる読み書きか

ら始まって、そういうことを教える学校であっ

たわけです。僕は夜間中学ってものがある

んだって初めて知って、一度訪問してみた

んですね。荒川九中という、今でもあります

けども。 

僕が想像したのは、夜暗くなってからの学

校ですから、しかも昼間働いている人たちが

みんな働いた体を引きずるようにして学校

に来て勉強する、なんか重苦しいようなそう

いう学校だろうと。十代の少年少女がピチピ

チと飛び跳ねているような学校と、正反対で

はないかという風に思って行ったんですけど

も、その予想はとても裏切られたことがあり

ます。 

というのは大変学校の雰囲気が明るいん

ですよね。もちろん夜だから電灯はついてい

るし、生徒たちはみな学歴の無い、大体二

十歳代・三十代・四十代、なかには五十代・

六十代と白い頭のおじさんおばさんもいる。

だけど教員室も教室もなんだか明るい。生

き生きとしている。これは何だろうと僕は思

いました。 

それから不思議に思って何日も通ったん

ですけども、その明るさっていうのは、みん

な学校に来るのが嬉しいんですよね。面白

い、学校が。勉強が面白くてしょうがない。

特に文字を覚えるってことが、字を書くこと

を読むことを覚えるってことがとても面白い

し、嬉しい。それを教える側の先生たちも、

とてもなんか教えることに喜びを抱いている。

教える人も楽しいし、学ぶ人たちも楽しい。

だからこの学校はこんなに生き生きとして明

るいんだなって事が、だんだん分かるように

なってきた。 

それは既に受験競争が始まっている時代

でしたが、その昼間の学校が持っているあ

る種の重苦しさ、昼間の学校の教室にある

重苦しい管理体制から見ると、本当に全く別

世界みたいに伸びやかであったわけです。 

それに僕は惹かれて夜間中学を舞台にし

た映画を作ろうという気持ちになって、まあ

何年も何年もかけて脚本を書いたわけなん

ですけれども。 

この字が読めないってことがどんなに不

便かってことも、いろんな人たちから聞きま

した。例えば「危険」という字が読めないから、

機械に手を挟んで怪我しちゃった人がいる。

病院なんか非常に困るという。外科、内科、

小児科っていう字が読めないから、いちいち

人に聞かなきゃいけない。区役所に行って

届けをする時は大変困る。誰か一緒に行っ

てもらえればいいけど、行ける人がいない

時はしょうがないから手に包帯をして、「私

ケガして書けませんから、すいません書い

て下さい」と言って区役所の人に書いてもら

うとか、そういう苦労を皆んなしてきている。 

しかもそれだけじゃなくて、もっともっと大

きい苦労は、職場に行っても字が読めない

って事で差別される、馬鹿にされる。職場だ

けじゃない、家庭を持っている人たち、子ど

もがいたり亭主がいたり、そういう人たちは

その子どもや亭主からも蔑まれる。「お母さ

んは字が読めない」とのことで。そういう沢

山の差別に苦しんだ人たちが、ここで勉強し

ている。 
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ここでは皆自分と同じように苦労した人た

ちだから、みんな仲間である。自分を差別す

る人はいないわけですね。だからみんなの

びのびと勉強ができる。字が読めなくて当た

り前な学校だったわけです。 

僕はそれからしばらくして 1990 年代に、

「学校」という映画の制作に入るんですけれ

ども、その時に夜間中学校の親しくなった先

生に、何人か時々撮影所に来てもらって

色々指導してもらったんですね。である時西

田敏行が先生役で、生徒の返事に対して

「それ違うよ、それ違う」って言ったんですね。

そしたら先生が僕のそばに来て、「私たちは

違うっていう風には言わないんですよ」って。

「どういう意味ですか」って聞いたら、例えば

年配の女性が、英語の授業でこれはどんな

意味ですかって聞くと恐る恐る手を挙げる、

手を挙げてなんとかさんと言われて立ち上

がって返事をする。これはどれほど勇気が

あっただろうか。 

この人がみんなの前で立ち上がって自分

の思ったことを口にするってことが、それま

でこの人の人生には無かった事なんですよ、

ほとんど。それがこの教室でできるんだ。だ

からその女性が手を上げて恐る恐る立ち上

がったことだけでも、もう合格点なんですと。

そういう風に思ってなきゃいけないんですと。

よく君は手を挙げたね、よく君は返事をして

くれたね。それでもう二重丸三重丸だよと。

その答案の内容が違うということはもちろん

ある。でもそれはその次の問題なんだ、まず

はよく返事したねって褒めてあげなければ

いけないんですよ、ということを言われたこ

とがあるんです。 

日本語っていうのは、本当に日本の字っ

ていうのは難しいんだっていうことは、色々

な先生が言っていましたね。直線で書ける

のはいいけど、いろんなこう曲がる、カーブ

するわけです。 

僕は天王寺にある大阪の夜間中学校に

もずいぶん行ったんですが、この天王寺界

隈というのは在日の方が多いから、天王寺

中学校はオモニの学校ってよく言われた。も

う８割がた在日のオモニたちが、40代 50代

の人たちが、みんな日本に来た頃は貧しく

て学校なんか行けなかった。このオモニたち

が生活が安定してきたので、今からでも遅く

ない、字を学ぼうって言うんで学校に来て、

一生懸命勉強しているというオモニの学校

って言われた天王寺中学校だったのです。 

そこでの授業を僕はある日聞いていたら、

国語の時間でしたね、飛行機の「飛」という

字を、これは実に難しいカーブはあるし、チ

ョンチョンはあるしもう難しいなあと、生徒み

んな嘆きながら一緒懸命書いているんだけ

ども、ひとりのおばさんが手を挙げて「先生、

飛行機はあんな重いものなぜ空飛ぶんやろ

なあ」と聞くんですよね。その女の先生だっ

たけども、先生は「そんな難しいことあたしに

聞いてもわからんわぁ」っていう。「分からん

でも先生やから答えなあかんで」って言われ

て、「わからんものはわからん、しょうがない」

と言って、それでその先生は「しょうがない

理科の先生呼んでくるわ」と言って、そして

その理科の先生を呼んでくるわけです。 

すると若い先生が入ってきて「飛行機が

飛ぶ原理ですか。それはねこういうことです」

と言って羽根の断片を書いて、僕はできな

いけども、こういう柔らかいキレを起こしてフ

ッて吹くとこれがこうフゥーと上がるわけです

ね。みんながびっくりする。飛行機の羽根と

いうのはこういう断面になっている、でこれ
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がジェットの推進力で前に進むことで、こう

いう浮力というものがつくと、これによって飛

行機は上に上がっていくんですと、そういう

説明をしてみんな感心して、「よくわかったあ

りがとう先生」。 

で先生帰っていくと、もう授業終わりのベ

ルが鳴るとその国語の女の先生が怒るわ

けですね。「本当にあんたらと授業している

と終わらへんわ。飛行機の飛だけで１時間

かかってしまったやないか」と。そうするとそ

の質問したおばさんが、「そんなこと言うけ

ど飛行機がなぜ空飛ぶかってことが勉強で

きたやんか。これから家に帰って孫に自慢

できるわ」「そうやそうや」ってみんなが。そう

いうのが夜間中学の授業でしたね。 

僕はその時ふと大江健三郎さんに聞いた

話を思い出したんだけど、つまり教師の役

割っていうのは、質問の内容に全部答えら

れなくてもいいんだと。その疑問がどういう

ジャンルに属するのか、その科学なら科学

の中のどのジャンルに属するかってことを教

えてやるのが、教師の仕事なんだってことを

聞いたことがあるけど、まさしくその国語の

女の先生は、「私は国語を教えている、日本

語を教えている。だけどあなたの質問は、こ

の国語のジャンルじゃなくて、科学のジャン

ルに属するんだよ」ってことを、そういう形で

教えてやったんだなってことがその時に気

が付いたわけです。 

同じようにカーブしたっていう話があった

のを思い出しますけども。これ東京の夜間

中学でしたね。また松崎さんという面白い先

生がいて、この先生の話なんだけども、「母」

っていう字を教えたんですね。父の方はちょ

んちょんとやって、それにこうバッテンだから

わりに覚えやすい。しかし「母」はこう変にカ

ーブしていると。どれくらいのカーブだって言

われても「そんなん適当だ」って、「適当なん

てないじゃないか」という非常に生徒には難

しい。 

で、一生懸命みんな書いて覚えていたん

だけども、こうしてちょんちょんとやってこう

引っ張ると「母だ」って言ったら、「ちょんちょ

んって何だ」って聞くんですよね。「ちょんち

ょん…なんだって言われても困るけど、お母

さんのおっぱいだと思え」って言ったらね、そ

の時も在日の年配のおばさんだったそうで

すけども、「先生、教室でおっぱいなんて、

そんな品のないこと言っちゃいけません」っ

て言うんですって。「それはそうだけどしょう

がないじゃないか、他に何かいいのあるか」

「おっぱいなんて言わないで、それはお母さ

んの涙って言えばいいじゃないですか」って

言ったそうなんですよね。 

それで先生は「あっ」て思ったって言うん

ですね。このお母さんは、お母さんの苦労を

たくさん知っているんだなと、そのことからず

っとおっぱいじゃなくて涙を浮かべたんだろ

うなってことを教えられて、そのことを忘れら

れませんっていう話は聞いたことがあります。 

あとそうですね、これも僕が見ていた授業

なんですけど。社会の授業でしたね、憲法

の幸福の追求の原理っていうのがある。そ

の幸福の追求の原理について、生徒を前に

してその先生が教えていた。これは男の先

生でね、なかなか面白い先生で、元気いっ

ぱいの怖い大きな声ですぐ怒鳴りつけるよ

うな面白い先生でしたけども。「さあ幸福って

何だ」という質問を発したんですね。 

その時生徒が10人ぐらいいたのかな。一

人一人答えるんだけども、やはり格好のい

い答えをするわけです。抽象的な答えをす
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る。あるいは年配の人が「私はどこそこに勤

めておりまして、今これ位収入があります。

家のローンも払い終わりましたし私は幸せ

だと思います」みたいな返事をする。それが

一つ先生に納得いかない。「そうか、なるほ

どもうちょっと他の返事ないか、答えないか」

と言っているうちに、隅っこにじーっと黙って

いる生徒がいたんです。 

その生徒はいつも口紅塗って色が白くて、

黙ってちょっと目つきが怖いような、そういう

娘さんでしたけどね。その娘さんがその時じ

ーっと黙っているんで、その娘さんの名前は

何て言ったか忘れたけども、「何とかちゃん、

黙ってないで君も答えろ、なんだい幸福って」

そう言ったら、その娘さんがふっと顔を上げ

て「金だろ」って言ったんですよね。 

で、その時にその先生はどんなに嬉しそ

うな顔したことか。「そうだよ、金だよ」って言

って、「幸福は金に決まっているじゃないか。

金がなきゃ幸せなんかないだろう」って言っ

た時に、生徒全体みんなほっとしたような顔

をしましたね。「そんなこと当たり前なんだ」

と。 

ただ授業で「金」なんて言えないから我慢

していたんで、言えなかっただけで、「それ

は決まっている、決まっているよな」と共感

が教室全体を覆った。僕はその時ドキドキし

ましたね。さあこれからどう持っていくんだろ

うってこの先生は。「幸福は金に決まってい

るよな」と言ってみんなが共感をした。そこ

からつまりもっとその幸福ってものが本当の

意味について、授業を進めていくということ

は、大変な大きなチャレンジなんだろうな、こ

の先生にとっては。 

事実それは見事にその先生は生徒をリー

ドして、幸福について考えることこそがどん

なに大事なことかって事が、皆に分かるよう

になる。何が不幸で何が幸福かっていう問

題、そのことを考えるって事が大事だし、そ

のためにこれから勉強していくんだってこと

をだんだんみんなが理解できてこと。それは

とても僕にとって感動的な授業でした。 

結果として僕は「学校」っていう映画をまと

めるにあたって、それをクライマックスに持っ

て行こうかなと。それについてみんなが議論

しあおうと。幸福って一体何だろうというね。

そういう風にこの脚本をまとめたのも、実際

僕が体験した夜間中学校の授業であったわ

けです。 

天王寺中学校の話は前にしましたけども、

天王寺には在日のオモニがたくさんいらっし

ゃる。で、給食になるわけですね。5 時半に

始まって、6 時半の晩御飯が夜間中学の給

食です。天王寺中学の給食は僕も一緒にご

馳走になるんだけども、牛乳が一本と、袋に

入ったアンパンとジャムパンみたいなものが

小さな２個。それだけなんですよね。 

非常にあまりにも質素なので、あまりにも

乱暴なので、僕はみんなに話したんですよ

ね。「毎日これですか」って。「そうやで」って

言うから、「東京の夜間中学校はね、もうち

ょっと晩御飯は豊かですよ、給食はね。例え

ば牛乳がある。だいたいスパゲッティとかラ

イスカレーとか必ずお皿に温かい食事があ

って、その他にフルーツやみかんとか甘いも

のがつくとか、それが夜間中学校の給食の

普通のメニューですよ。大阪は何でこんなに

簡単なんでしょうね」って僕が言ったら、オモ

ニが「なんでそんな差があるんだろうね」っ

て。 

「どうしてなんだ」って言うから「どうしてっ

て予算の問題でしょうかね」って言ったんで
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すよね。「ってことはつまり予算が大阪の方

が少ないっていうことか？」っていうので「そ

ういうことなんじゃないかな」と。すると、「ど

うすれば予算を増やさせることはできるんや」

って言うんですね。僕はそこまで考えていな

かったので「どうするって、結局教育委員会

に行って訴えたりしなきゃいけないんでしょ

うかね」って言ったら、「じゃああたしたち行

けばいいのか」って言うんですね、教育委員

会に。 

そういう質問を受けながら僕は大変驚い

たことがあります。つまり簡単にあきらめな

い、それを解決するためにどうすればいい

かって極めてその行動的なんですよね、こ

の人たちは。 

さっき言った松崎先生って人の話なんだ

けども、その人は夜間中学で働きたくて夜

間中学に来た人なんですね、教員になった

人なんです。夜間中学の教員なりたくて教

員試験を受けた。ところが 20 年ぐらい経っ

て昼間の学校に転勤になった。で彼は昼間

学校に行きたくなかったんですね。しかしも

う転勤の命令が、内示が来るのかな。 

で非常に彼は悩んでいたらそれを生徒た

ちが知っていて、それで「松崎先生は私たち

にとって必要な先生だし、松崎先生も昼間

の中学に行きたくないんだから、そういう運

動を始めよう」と言って、生徒がみんなで夜

間中学のある駅前で署名運動を始めたんだ

そうですよ。「皆さん私たちの先生が夜間中

学に残れるように署名をお願いします」と、

毎日毎日彼らは疲れた体で、夜その駅前で

立つ。 

松崎先生も一緒に立ったんだけども、そ

のうちに彼は「私はとても悩み始めた」って

言うんですよね。「私と一緒に並んで声を枯

らして署名運動してくれているこの生徒たち、

それぞれ皆自分の職場があって、働いてい

るんだけども、私の方がはるかに有利な条

件で働いています。私はとにかく公務員で

すから、公務員としての報酬、公務員として

の様々な利益を得ている。この人は皆フリ

ーのアルバイターだったり、小さな町工場の

臨時雇いだったり、そういう人たちで私のよ

うなフル雇用でもなければ終身雇用でもな

い。この人たちがなぜまた私の仕事につい

て、こんなに一生懸命応援してくれるんだろ。

それはとても申し訳ないことじゃないか」と、

とても悩み始めて、ある日「もうやめてほし

い」と言ったことがあるんだそうですけど、こ

の先生結局転勤せずに、生涯夜間中学校

に残られて、いまは定年されています。 

そういう風に即行動に移すというのかな、

だったらどうすれば解決できるだろうかって

ことを考えて、即行動に移すということが、ま

あ夜間中学っていうよりもそういうことをした

時代だなっていう風な気もするわけですね。

1980年から 90年にかけて。 

今の時代はそういう意味じゃ、日本人のメ

ンタリティが変わってきてしまっている。まあ

簡単に言うとみんなこうなんというのかな、

大人しくなっているのはなぜだろうかってい

うふうに僕は思います。 

皆様映画館にいらっしゃれば体験なさる

でしょうけども、必ず映画が始まる前に、変

なアニメーションが出てきて、「静かに映画

を観て下さい」っていう教訓を垂れるんです

よね。多少コミカルにやっているけども、とに

かく「隣の人と大声で話をするな」とかね、

「前の席を蹴っ飛ばすな」とかね。なんであ

んなことを言われなきゃいけないのか。それ

から繰り返し繰り返し「盗撮は犯罪です」な
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んてこと。これから楽しい映画観ようとする

時なぜ犯罪なんて言葉を画面に映してそれ

を聞かなきゃいけないのかと。僕はそう思い

ます、大きなお世話だと思います。 

静かに見るか見ないかっていうのは、こ

れ市民のモラルの問題であって、そんなこと

は幼稚園の子どもじゃないんだから、いい

大人がスクリーンで説教されるってこと自体

が、いかにも観客を馬鹿にしているんじゃな

いかと僕は思うんだけども、観客があまりそ

う馬鹿にされていると思わないというところ

に、問題があるんじゃないのかなと思う。 

映画館の支配人に聞いたことあるんだけ

ども、観客がその映画館で働いている人に

「私の隣の人がうるさいから静かにするよう

言ってくれ」って、そういうことがたまにある

そうなんですね。あるいは「大きな声でいび

きかくからやめるよう言ってくれ」なんて。そ

んな「隣の人なら自分で言えばいいじゃない

かと思います」っていうの。「あなた少し静か

にしてください」とか「いびきかかないでくだ

さい」とか。「それを言わないでいちいち私た

ちに言わせる、そういう時代ですね」という

のを僕は聞いたことがある。 

1960 年代から 70 年代にかけて、寅さん

の第１作目は 1969 年だってことはさっき申

し上げましたけれど、あの時代の日本人は

もっともっと考えてみれば元気だったなあと

思います。映画館も非常ににぎやかで騒々

しかった。寅さんの 10 作 15 作あたり、この

ころ寅さん人気あって客も満員だったんです

けども、本当に皆よく笑ったし、時々「いいぞ」

なんて声があったりなんかしたりした。 

「寅次郎あじさいの恋」っていう 29回目の

作品があるんですけども、それを上映した

後で僕は大阪の天王寺の映画館に行った

んですけど、その天王寺映画館の館主さん

が分かりにくい関西弁で僕にね、「あんた偉

い写真つくりはったな」と。僕たち業界では

映画のこと写真って言うんですけども。それ

でなんだろう、この人文句言っているのかな

と思って「どういう意味ですか」って、僕はち

ょっとやや色をなして言ったら、「このあいだ

小屋で客と一緒に写真観とったらな」と。 

「寅次郎あじさいの恋」という作品で、いし

だあゆみさんがマドンナでした。彼女は伊根

という小さな漁村の一人暮らしの未亡人で、

小学生の子どもと一緒に暮らしている。寅さ

んと京都で知り合いになって、ある日寅が彼

女は元気かなと思って訪ねていくという。泊

まってらっしゃいと言われて泊められるって

話なんです。お母さんはいるけれど、なんせ

未亡人の家に一人で泊まるってなかなかの

こと。寅は息子の部屋に泊まる。 

で夜中にその彼女、いしだあゆみさんが

息子の部屋にそっと現れて「すみません明

日のランドセルを取りに来ました」と言ってラ

ンドセルを取る。これはかなり際どいシーン

でありましてね、もし寅さんがその気になっ

たら何とかなったんじゃないかという、寅さん

シリーズにしては珍しい色っぽいシーンで、

もちろん寅さんは狸寝入りでグーグーいび

きをかいていて、いしだあゆみさんがちょっ

と失望したかのような顔して消えていくんだ

けども。 

その場面のところでね、支配人が言うに

は、その天王寺っていうのは釜ヶ崎の労務

者たちが酔っ払って、仕事のない人たちが

よくお酒飲んで映画見に来るところでもあっ

たわけで、その酔っ払った釜ヶ崎のおじさん

が「寅！いてまえ！」って叫んだそうなんで

すね。「いてまえ」は関西弁でちょっと下品な
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言葉で「やっちまえ」って言葉なんですね。

それでみんな笑ったんだけれども、別の言

葉が上がったという。「あほやなあ。こういう

時にそういうことせんのが寅のええところや」

って言ったら、みんなまた「わははは」と笑っ

たっていうんですよね。 

その支配人が、「こういうことはね、初めて

やで」と。観客同士が議論してそれで皆喜ん

でいる。「あんたえらい写真作った」って言わ

れたことがある。つまりその映画見ながら、

そういう風に議論してそのことに皆楽しむ。

その「いてまえ」っていう人間、男の卑しい気

持ちと、「そういうことしちゃいけない」ってい

う気持ちが、誰の心の中にもある二つの矛

盾した気持ちとしてあるわけで、それが映画

館の中で二人の対立的な意見として現れた

という、そういうことだなと僕が思うんだけれ

ども。それを皆が感じて全員が喜ぶというか

祝福するというのかな、そういう風に映画観

ながら思ったことを口にするという風な観客

が、この頃はたくさんいたってことですね。 

今はそういうことない。ないどころか映画

始まる前に「静粛に大きな声出さないで」と

お説教されて、黙って映画を観るという時代

になってしまった。どうしてそんなふうに日本

人はおとなしくなってしまったのか、はっきり

抗議すべき時に抗議しない民族になってし

まったのか。ということを最近思うことがとて

も多いです。 

このままでいいのか、このままでどうなっ

ていくのだろうかっていう問題。そういうこと

を、かつて寅さんを作り続けた僕としてはと

ても思うんです。 

寅さんっていうのはそういう意味では全く

の自由人であった。いい加減で出鱈目でめ

ちゃくちゃでもあったけど、時々十に一つぐ

らいは正しいことを言うことはあっただろう。

それを平気で彼は口にできるという自由さと

奔放さをもっていた。それが寅という人間の

楽しさで面白さであった。それ故にたくさん

の失敗を重ねて繰り返し繰り返して、性懲り

もなく 49 作も作ってしまったっていうわけで

すけど。 

言わばその寅を通して、人間が自由であ

るということ、ものの考え方においても発言

においても行動においても自由であるってこ

とが、どんなに素敵なことで大事なことであ

るかを、観客は寅さんを通して思い続けた

んだろうなって思います。 

寅さんが終了してもう 20 年近く経つんで

すけれども、寅さんの妹のさくらさんとか、あ

るいは妹の亭主ひろし、前田吟、倍賞千恵

子さんあるいは吉岡秀隆くんとか、みんな元

気で今でも柴又に住んでいるんだろうなと思

う。そして時々寅さんの話なんかするんだろ

う、今頃どこで何しているんだと思ったりす

るんだろうと考えたら、それでもう一回を作

れるんじゃないかっていうふうに考えたのが

一昨年でしてね。実はそれで色々考えて、

去年の暮れにかけて寅さん第 50 作目を作

ったんです。 

クランクインが 69年ですから、ちょうど 50

年目の今年の 8月の末に 50年目記念行事

なんかありましたけども、50年目に第 50作

を作って、この暮れに封切りになることにな

っています。最後に自分の映画の宣伝にな

りますけども、是非皆さんに観ていただけれ

ばと思います。以上で僕の話を終わらせて

いただきます。どうも失礼いたしました。  

 

（文責：関口 広隆） 
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